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　──まず、前提からいこう。





　当時。


　彼にとって、世界はひどく退たい屈くつなものだった。


　ありていにいえば、才能があったのだろう。学校の勉強はもちろん、およそ目についたことはほんの数日の学習でこなせてしまったし、もっと専門的な技術であっても、この日数がいささか増えるだけであった。


　そのまま研けん鑽さんを続ければ、たいていの分野の第一人者となるのも容易だったろう。


　しかし。


　そんな情熱が、生まれるはずもない。


　スタート地点に着いた途と端たん、ゴール地点までの道のりが見えている。自分に要求されるのは一定の時間のみで、多少手こずりそうな部分さえ皆かい無む。ペース配分もいらないマラソンのようなもので、そんな単純作業は興ざめ以外の何物でもない。


（──ああいや、それが良いというヤツもいるのだろうけれど）


　愚ぐ鈍どんさこそ達人をつくるというのは、きっと本当なのだろうと、彼は思っていた。畢ひつ竟きよう人生とは死ぬまでの暇ひまつぶしに違ちがいないのだから、難しく考えずに成し遂とげることこそ貴とうといはずだ。


　こうして退屈している自分は、多分世界で一番格好悪い。


　それが分かっていながら、彼にはどうしようもなかった。


　才能は、けして彼を幸せにはしなかった。


　なんでもできるというのは、ただ彼から『本気』を奪うばっただけだった。生きていくための金銭を適当に運用しながら、自分が本気になることなど、死ぬまでないのだろうと、そんな風に達観していた。


　それでもよいと、思っていた。


　別に、彼は絶望してるわけではなかった。馬ば鹿か馬ば鹿かしいとは思っていたが、自分の在り方も当たり前に受け入れていた。ただ格好悪い人生というのはどうにも居い心ごこ地ちが悪いなと、そんな風に苦く笑しようしていただけだった。


　そんな彼が、偶ぐう然ぜん、それと出会った。


　偶然だ。


　これより後に起きる出来事は、さまざまな事象が折り重なった末の、ある種必然というべき事象だったが、最初の最初だけは紛まがうことなき偶然であった。


　同時に、嵐あらしであった。


　何もかも根こそぎに吹ふき飛ばし、何もかも跡あと形かたもなく破は壊かいする、ヒトガタの暴風。


　そのヒトガタが〈魔ま女じよの中の魔女〉と呼ばれる相手であったことも、彼にとって絶大な影えい響きようを及およぼしていた。


（……できない）


　と、思わされたからだ。


　それは生まれて初めて、彼に突つきつけられた事実であった。


（魔術なんて、どうやっても俺には使えない……）


　それも当然。


　魔術とは、血統によって決定する。


　血統に潜せん在ざいする『力』を、どこまで引き出せるかこそ才能や努力によるだろう。しかし、そもそも血統に連ならない者がどれほど情熱を傾かたむけても、最も簡単な魔術ひとつ習得することはかなわない。


　たとえ彼が天才であろうと、たとえ彼が尋じん常じようでない努力を重ねようと。


　この厳然たる事実だけは、ひっくり返せない。





　──だから。




彼は、嬉しかった。







　やはりこの世界は、自分程度には太刀たち打ちできぬほど広かった。


　そう確かく認にんできたことに、どうしようもなく胸を躍おどらせていたのだ。かなわないことにこそ、届かないことにこそ、胃の腑ふから叫さけびだしたいほどの興奮と衝しよう撃げきを覚えていたのである。


　それこそ、細さい胞ぼうのひとつずつから生まれ変わったかのような、体内での爆ばく発はつにも似た一いつ瞬しゆんだった。


　……話は、これで十分だろう。


　前提と出会いを話せば、先にも言ったように、残りは必然。


　魔術に魅み入いられた彼は、しかし魔術を使うことはかなわず、それゆえ誰だれよりも深く魔術そのものを知ろうとした。この消えゆく技術と人々魔法使いたちを彼なりの方法で守ろうとした。


　その在り方が現代社会と異なりすぎ、だからこそ真っ当な方法では幸せになどなりえない──そんな魔法使いたちへ、せめても新たな道を示そうとした。同じ意志を持つ魔法使いたちへ自分の理想を説いて、ひとつの組織をつくりあげた。


　つまり。





　伊庭司彼は、魔法使い派は遣けん会社〈アストラル〉を、つくりあげたのだ。
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　　　　１




　巨きよ人じんが、ぶつかる。


　巨人が、ぶつかる。


　巨人が、巨人とぶつかる──！


　その双そう方ほうが、本来天てん仙せんとなるべき魔法使いの、たった一度だけ構築しうる存在だった。


　かたや、〈協会〉最強たる魔法使いを罰ばつする魔法使い、影かげ崎ざき。


　かたや、〈螺旋なる蛇オピオン〉の〈慈悲ヘセド〉の座セフイラー、サタジット。


　霊エーテル体とはいえ、同じ霊エーテル体同士であれば、結果は現実と何ら変わりなかった。いいや、指一本ずつが高層ビルにも匹ひつ敵てきしようという巨人の壮そう絶ぜつさゆえに、その激げき突とつはおとぎ話じみた非現実さをも伴ともなっていた。


　現実と、非現実。


　見る者の常識を──たとえそれが魔法使いであってさえ──根こそぎ破は滅めつさせるほどの巨きよ軀く。絶対的という言葉が意味をなくすほどの威い圧あつ感かん。


　拳こぶしの一いち撃げきごとに、揺ゆさぶられる大地。


　霊エーテル体同士の激突は、けして物理的なエネルギーを発生させず、しかしこれは人間だけでなく、霊脈自体の認識さえもおかしくさせるほどの、超ちよう絶ぜつの結果を撒まき散らしていたのだ。


　一撃ごとに、世界が歪ゆがむ。


　一撃ごとに、霊脈レイラインがたわむ。


　布ふ留る部べ市に集つどう霊脈レイラインがまとめて逆流し粉ふん砕さいされてもおかしくないほどの圧あつ倒とう的な呪じゆ力りよくが、巨人の一撃ごとに凝ぎよう集しゆうしているのだ。もはや魔術や魔法などという段階を超こえて、巨人同士の戦いギガントマキアは神世の域に達していた。


　しかも。


　巨人は、どちらも譲ゆずらない。


　もしもこれが質量を持っていれば一体何万トンに匹敵するだろうかという、ヒトガタの山同士がぶつかりあうような大激突を繰くり返している。


　入道雲にも等しい拳がひしゃげ、崖がけのような傷をつくって肉を剝むき出しにし、内側の山脈のごとき骨さえ露あらわとする。


　そして、溶とけ合っていく。


　激しくぶつかった場所から、巨人は融ゆう合ごうしていくのだ。


　無理もない。元来は同じ、『世界の力』そのものだ。影崎とサタジット、それぞれの個性に彩いろどられているからこそ激突もするが、彼らの意思の通わぬ場所はたちまちほどけて、同じ『世界の力』として融合してしまう。


　ただし、融合したところで、制せい御ぎよする者はいない。


　ゆえに。


「わ……っ」


　巨人の足あし下もとで、悲鳴があがった。


　伊い庭ば司つかさであった。


　サタジットと影崎がともに巨人の霊エーテル体を生み出してなお、彼はその近くから離はなれなかったのだ。


　その周囲へ、溶け合った巨人の身体からだがぼとぼととこぼれ、触ふれた端はしから遊園地の地面を溶かしていく。ユーダイクスがよく使う万物融化剤アルカヘストと似た作用だった。あまりにも濃のう密みつすぎる霊エーテル体──いや、もはや霊的物質エクトプラズムというべき現象が、物理的にも浸しん潤じゆんして、触れたものをほどいてしまっているのだ。


　ひいひい言いながら、霊的物質エクトプラズムの雨を避よけつつ、


「こりゃかなわんなあ」


　と、司は口元の細葉巻シガリロを持ち上げた。


　さきほど、影崎が吸っていた細葉巻シガリロだった。巨人を生む寸前、その細葉巻シガリロを、司が押しつけられていたのだ。


　ひさしぶりの味に、司は微び苦く笑しようする。


　もう十年近くも前、自分が好んでいた銘めい柄がらだったからだ。


　同時に、


（……あいつ、こんなの吸ってなかったよな）


　ぼんやりと、思う。


　もとより影崎は世界と同化しかけていたはずだ。あらゆる個性が薄うすれる中、味覚などまともに機能するはずもない。それが今いま更さらになって細葉巻シガリロを吸うようになるなど、いかなる心境の変化か。


「……うめえなあ」


　ぽそりと、呟つぶやく。


　降りしきる霊的物質エクトプラズムの豪ごう雨うを避けつつ、まるで嚙かみしめるように口にした。


「司殿どの……！」


　と、その背後から呼びかけられる。


　こちらは、漆しつ黒こくの僧そう衣いに身を包んだ隻せき蓮れんだった。


　隣となりにはユーダイクスもいる。さきほど〈螺旋なる蛇オピオン〉の魔ま法ほう使つかいたちが離り脱だつした際、入れ替かわりに合流したふたりである。


　白いインバネスに身を包んだ巨漢と、小こ柄がらな黒衣の密教僧は、ミスマッチともいうべき親和性を醸かもし出していた。


「主マスター。こちらは、いつでも準備できている」


　堅かた苦くるしく告げた自動人形オートマタの錬れん金きん術じゆつ師に、司はひらひらと両手をあげる。


「はいはい。分かったから、ユーダイクスくんもいい加減主マスターはやめようよ。なんか小こっ恥ぱずかしいし」


「申し訳ないが、ほかに適切な呼こ称しようを知らない」


「君、本当にそういう融通は利きかないよね」


「性能スペツクの不足はお詫わびしよう」


　重く、ユーダイクスが頭を下げる。


　そして、


「ふざけてる場合ですか！　この状じよう況きよう下で！」


　と、罵ば声せいが浴びせられたのだ。


　くるんと細葉巻シガリロが回転して、司も振ふり返った。


「はいはい、分かってるよ。──猫ねこ屋や敷しきくんもそう怒おこらないで。ええとカルシウムが足りないって、今の栄養学でもいうのかな？」


　その言葉に、やはり霊的物質エクトプラズムの雨を警けい戒かいする猫屋敷が、まなじりを吊つり上げた。


「あなたは、何をするつもりです？」


　きつい口調で、銀ぎん髪ぱつの青年が訊きく。


　今の猫屋敷よりも、もっと昔の彼を思わせる口調だった。


　先代〈アストラル〉において最後の正社員──一番後こう輩はいだったのは、紛まぎれもなく猫屋敷蓮れんであったのだから。


　だから、かもしれない。


　毒づきながらも、青年の表情はどこか穏おだやかだった。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]あ」


　足下であげる猫ねこたちの鳴き声も、今夜ばかりは特別な感情を孕はらんでいるように思えた。


「さっきも言ったろう。──非想非非想だよ」


　細葉巻シガリロを指の間に挟はさんで、司は答えを返す。


　しかし、猫屋敷の視線から、厳しさは去らなかった。


「それがどれだけ不可能事か分かってるから、訊いているんですが」


「簡単に不可能とか言ってくれるなよ」


　苦笑した司が、片目をつむる。


「…………」


　猫屋敷は、けして視線をゆるめない。


　隻蓮は、仕方なさそうに肩かたをすくめる。


　ユーダイクスは、いつもの無表情を崩くずさなかった。


「まあ任せておけよ。これでも俺、結構頼たのもしいことに正真正しよう銘めいの天才だってばよ？」


　いかにもふざけた言葉を、伊庭司がこれ以上ないぐらい清すが々すがしく口にする。この凄すさまじい状況において、そんな戯たわむれをなせること自体が、何かの魔術のようでもあった。


　夜空は、今にも落ちてきそうだ。


　巨人同士の──巨神同士の戦いは、さらに激しさを増していく。


　もはや布留部市は、魔術的な崩ほう壊かいを目前に迎むかえていた。





　　　　＊





　──少しだけ、時間は遡さかのぼる。





「父……さん……！」


　伊庭いつきが、絶句した。


　少年は、たった今その男の動機を聞いたのだ。


　伊庭司が長い間身をくらました理由。いつきの養育を日下部くさかべ家に任せ、本来の夢であった〈アストラル〉さえ打ち捨てた原因。


　つまり、





　──『大事な息子むすこを命がけで助けてもらったんだから、その相手を助けられるのなら、その可能性がほんのわずかでもあるのなら、自分の人生ぐらい賭かけるのが当然だろう』





　どうしようもなく陳ちん腐ぷで。


　どうしようもなく心を抉えぐる、その言葉。


　とりわけ少年にとって、あまりにもその発言は致ち命めい傷しようだった。


「……イツキ」


　背中から少年を支え、アディリシアが呼びかける。


　少女の姿も、今はひどく不安定だった。魔神と融合しかけたソロモンの姫ひめは、自分の霊エーテル体さえまともに維い持じすることができない。霊エーテル体を操あやつる魔法使いであれば、最初に覚えるような基本を全まつとうできない。


　それでも、今だけは少年のことを思って、必死にいつきの背中を支えた。


（なんて……）


　なんて、軽いのだろうと思った。


　こんな小さな身体で、どうして魔法使いの世界の命運を担になってこられたのかと、真しん剣けんにアディリシアは考えた。それが自分を含ふくむ少年の小さな世界を守るためだったと知っているからこそ、その胸を痛めた。


　結局、無関係な相手なんて世界にいない。


　自分の周りだけの小さな世界は──この世界全体と関かかわってしまっている。


　かつて、伊庭いつきが言ったことを、アディリシアは痛いほどに感じていた。けして後こう悔かいはしないけれど、自分が歩んできた道のりとその結果を嚙みしめていた。


「どうするの？」


　羽猫が、訊く。


　ヘイゼル・アンブラー。


　夜の遊園地で、その声はあまりにも気高く、神しん託たくのようでもあった。


「その答えを知って、あなたはどうするの？　このまま引き返す？　それとも父親に協力する？　それとも……」


「……変わりません」


　と、少年はかぶりを振った。


「イツキ？」


「僕のやることは、変わりません。僕はこの大魔術決闘グラン・フエーデを通して、〈アストラル〉のやるべきことをやります」


　アディリシアに支えられたまま、きっぱりと少年は言う。


　けして力強くはなく、それでも絶対に退ひかないという意志のこもった言葉であった。


「そう」


　羽猫がうなずく。


　やはりその答えなのね、と言うように。


　猫の顔を、ついほころばせてしまうように。


　その瞳ひとみが、もう一度揺ゆれた。


「──ただ、やることがひとつ増えました」


　持ち上がったいつきの顔がひどく爽さわやかだったからだ。


「何が、増えたの？」


　優やさしい声で、尋たずねた。


　微苦笑して、いつきはうなずいた。


「あの親父の頰ほおをぶん殴なぐって──」


　ぱしん、と自分の手の平を、少年は叩たたいたのだ。





「──おかえりなさいって、ちゃんと言ってやらなきゃいけませんから」





　　　　＊





　巨きよ神しんの激げき突とつを見やるのは、親子だけではなかった。


　ふたつの嵐あらしがぶつかるかのような荒あら々あらしい風景の中で、ひとりだけ別世界のごとき静せい寂じやくさを、その少女は保っていた。


　少女は、空にあった。


　黒い髪かみを揺らして、月光を浴びていた。


　遊園地の観覧車の頂点あたりで、何の支えもなしに浮ふ遊ゆうしていた。


「影崎さん……」


　巨神の一柱に、少女は囁ささやく。


　黒くろ羽はまなみ。


　巨神の起こす魔風にとらえられれば、何の抵てい抗こうもできずにちぎれとびそうな儚はかない霊エーテル体のまま、少女は巨神を見み据すえる。


「私、そこに行きます」





　　　　＊





　そして、もうひとつ。


　ふたつの巨神が荒あれ狂くるう遊園地の東入り口からやや離はなれた、中央公園であった。


　もちろん、この程度の距きよ離りでは巨大な霊エーテル体同士の激げき震しんから逃のがれられない。たとえ一いつ般ぱん人であろうとも、不可視の圧力に三半規管を揺さぶられるほどなのだが、そのふたりは例外のようだった。


　ひとりは、息を荒くして片手を押さえた、毛皮を纏まとう女。


　ひとりは、右手を失った、仮面の錬れん金きん術じゆつ師。


　ツェツィーリエと、〈礎イエソド〉である。


「あれが……サタジットの切り札かよ」


「予想はついていたと考えるが」


　女吸きゆう血けつ鬼きの言葉に、自動人形オートマタが応じた。


　もっとも、右手を失った痛手が響ひびいているのか、その口調はいくらかぎこちない。


　司たちと一戦を交え、サタジットが羽う化か登とう仙せんしたのをきっかけに、戦いから離り脱だつした直後であった。


　ツェツィーリエは、朱しゆ唇しんの端はしを吊つり上げる。


「そりゃさ。予想はついてたさ。仙人の究極といえばあれしかない。歴史上そこまで辿たどり着いたものが十指に満たないとしてもな。──だけどあいつ、そこに辿り着くのを、これまでずっと引き延ばしてたわけかよ。それこそ、最高のご馳ち走そうを目の前にしてずっと我が慢まんしてるようなもんだろが」


「それに、値あたいする夢だったのだろう」


〈礎イエソド〉は言う。


「夢、か」


　ひどく複雑な顔で、ツェツィーリエは肩をすくめた。


「世界の誰だれもに魔ま法ほうを垣かい間ま見みせるって夢か。ずっと歴史の裏で生きていた魔法使いが、この世界に魔法があるのだと認にん識しきさせる──世界そのものの認識をつくりかえるための、〈創世〉か」


　それは、〈螺旋なる蛇オピオン〉の目的だった。


　同時に、多くの魔法使いたちが望んでやまない、遥はるかな幻想ゆめだった。科学に駆く逐ちくされたと認める魔法使いたちが、それでも諦あきらめきれない未来であった。


　ゆえに、〈螺旋なる蛇オピオン〉は惑わく星せい魔術を選んだ。


　世界の誰もに妖精眼グラム・サイトを──魔術を視みる瞳を与あたえるための儀ぎ式しきを。


　たとえ、その儀式によって、人類の大半が発はつ狂きようするとしても。


「それが、どうかしたのか？」


「いいや。別に」


　かぶりを振ふって、ツェツィーリエの瞳は夜よ闇やみに流れる。吸血鬼を自じ称しようする彼女の身体からだからすれば、この程度の暗闇は真昼と同じことだ。


　はたして、停止して久しい噴ふん水すいのすぐ近くに、真っ白な少女が佇たたずんでいた。


「タブラ・ラサ」


「……あ。ふたりとも、帰ってくれたんだ」


　複雑精せい緻ちな魔法円を足元に、霊エーテル体の少女は無む邪じや気きに笑う。実際、今も強大極きわまりない魔術が少女を中心に蠢うごめいている。


　それこそ、惑星魔術の起点であった。


　そして、それを司つかさどる少女こそ〈螺旋なる蛇オピオン〉の〈王冠ケテル〉の座セフイラー。魔法使いになった魔法。


　あるいは、第三団サード・オーダー。


　しかし今は、少女の身体だけでなく、その細い手に持った王おう錫しやくも頭にかぶった茨いばらの冠かんむりも、どこかしら夢のように霞かすんでいた。


「お前……前より薄うすっぺらくなってないか？」


　ツェツィーリエの指し摘てきに、タブラ・ラサは困ったように笑えみを深めた。


「あれを、連れていってもらったからね」


「……あれ？」


　その意味を理解できなかったツェツィーリエに、少女が補足する。


「あなたが出会ってない残りのふたり。この大魔術決闘グラン・フエーデにそなえて、サタジットさんが連れてきてくれてたの。そのふたりを、もう一度フィンさんに託たくしたんだ」


「……ああ、なるほどな」


　ツェツィーリエが、軽く息をついた。


「ようやく全部分かったぜ。そうかい、あたしに話しかけてきた〈螺旋なる蛇オピオン〉の首領とやらはそういうことか。まあ、それならおいそれと新人とは会わせられないわな」


「えへへ、そうでしょ？」


　悪戯いたずらっぽく、少女がうなずく。


　かつて、ツェツィーリエが出会った〈螺旋なる蛇オピオン〉の首領は、タブラ・ラサとは違ちがう相手だった。


　その理由を、やっと女は悟さとったのだ。


「……もうすぐ、敵が来るよ」


　タブラ・ラサが視線をあげた。


　巨神の暴れ狂う遊園地の上空に、それとは別のものが少女には視えているらしかった。


「ここで成すべきことはすべて成し終えた。全部、あなたがたのおかげ。どのような結果が出るかはまだ分からないけど、もう十分。──良かったら、あなたたちはこのまま身を隠かくしてくれない？」


「そりゃ、さっさと逃にげろってことか」


「…………」


　少女は、答えなかった。


　代わりに、ツェツィーリエの隣となりで気配が動いた。


「私は、おそばにいてかまいませんか」


　錬金術師──〈礎イエソド〉が、小さな少女の前で、その大きな身を屈かがめたのだ。


「もとより自動人形オートマタの身です。主あるじを離れて機能を維い持じすることに意味がございません。どうぞ今しばらくおそばに置いてくださいませ」


「仕方ないわね」


　タブラ・ラサは、わがままな子供を受け入れるように眉まゆをひそめた。


　それでも、嬉うれしそうだった。


　大小の人ひと影かげが交わるその光景を見ながら、


「──おい？」


　ツェツィーリエが眉根を寄せた。


　タブラ・ラサの前で、騎き士しのごとく屈んでいた〈礎イエソド〉が、そのままがくりと前へのめったのだ。


　ばかりか、ぼろぼろと、大きな身体が崩くずれたのだ。


「なんだよ、それ……！」


　最初にこぼれたのは、硬かたい音だった。


　金属同士が、ぶつかる音。


　足あし下もとに歯車や発条ばねが雪崩なだれ落ち、ぼろぼろと無数の捻子ねじや硝子ガラス玉もそれに続いた。〈礎イエソド〉の核かくであったろういくつかの呪物フエテイシユも音を立てて無む惨ざんに砕くだけて、最後に髑どく髏ろの仮面がその上へ落ちて──それもふたつに割れた。


　あっという間に、〈礎イエソド〉だったものは、もとのカタチなど分からぬ無機物の堆たい積せき物と化した。


「……無理したのよ」


　と、タブラ・ラサが答えた。


　悲痛な声だった。


「とっくに壊こわれていたのに、それでもここまで身体を引きずってきたのね。動かなければ大だい丈じよう夫ぶだったかもしれない。壊れなくてよかったのかもしれない。だけど、それを押してもあたしのところに戻もどってくれたんだね、〈礎イエソド〉くんは」


　司との戦いは、それほどに錬金術師の身体を蝕むしばんでいたのだ。


　おそらくは、万物融化剤アルカヘストを逆流されたときだろう。咄とつ嗟さに右みぎ腕うでを断たち切った〈礎イエソド〉はその場での絶命こそ免まぬかれたが、その内部では取り返しのつかない侵しん食しよくを進行させていたのである。


　少女の言った通り、無理に動かなければ対処の余地はあったかもしれない。万物融化剤アルカヘストへの対策も、時間さえかければ取れただろう。


　だけど、この自動人形オートマタはそうしなかった。


　そんな対策の終わる頃ころには、大魔術決闘グラン・フエーデも終わっていると考えたのだろう。だからといって、壊れた身体で少女のもとへ駆かけつけて何の意味があったのかは、本人だけにしか分かるまい。


　自動人形オートマタらしからぬ、ひどく非合理的な行動。


「頑がん張ばったね。すごく頑張ったね」


　亡なくなった我が子を褒ほめる親のように、タブラ・ラサは何度も言った。


　きゅっと眉をハの字にして、唇くちびるも同じように引き結んで、少女は今にも泣き出しそうだった。


　そして、


「──ひとつ、訊きいていいか？」


　ツェツィーリエが、改めて口を開く。


「……なあに？」


「お前は、どうして〈螺旋なる蛇オピオン〉の夢とやらに乗っかったんだ？　魔法使いになった魔法からすれば、別に魔術が他人に認められようがそうでなかろうが、どうでもいいことだろう？」


　その質問に、タブラ・ラサは淡あわく笑った。


〈礎イエソド〉を失った悲しみを振り切るように、かぶりを振った。


「それ逆だってば。私は〈螺旋なる蛇オピオン〉のみんなの気持ちをけして無視できないわ。──そういうモノだもん」


「みんなの気持ち？」


「虐しいたげられた者の気持ちなど、どこでも変わらないでしょ」


　一いつ拍ぱくおいて、少女はツェツィーリエの質問に答えた。





「──私を見て」





　歌うように、告げたのだ。


「…………」


「ここにいる私を、きちんと見て」


　少女は、いつよりも薄れた身体を押さえて言う。


「誰にも顧かえりみられない魔法使いたちが、誰からも賞賛されぬ魔法の技術を磨みがいて、何の栄えい誉よも得られずに死んでいく。そんなことを何十代も続けてきて、これからも続けていく。それでも悪くないかもしれない。魔法使いの人生とはそういうものかもしれないし、〈協会〉の魔法使いたちはずっと諦めてるんでしょ。だけど、私たちは諦めないし、諦めきれない。私たちはそういう弱者で負け犬で恥はじ知らずなんだから、最後の最後まで牙きばを剝むいてみせるよ」


「そうかい」


　と、ツェツィーリエは息をついた。


「……あたしは、外げ道どうだからね」


　ぽつりと、呟つぶやいた。


「自分の魔術のためならなんでもやった。いいや、魔術と関係なく、自分が愉たのしめるならなんでもやった」


　牙を剝きだして、美しい女は嗤わらう。


「知り合いの魔ま術じゆつ結社に生いけ贄にえを要求してみたり、それが受け入れられなかったら腹いせに滅ほろぼしてやったり、たまたま生き残った子供オルトヴイーンを無理矢や理り弟で子しにして連れ歩いたりさ」


　それが、オルトヴィーンとの出会いだった。


　彼女にしてみれば、ちょっとした実験の材料が欲しかっただけのこと。殺したのにも滅ぼしたのにも、大した意味はない。邪じや魔まな小石を払はらった程度の気分で、ついでに愉しめそうなことは精せい一いつ杯ぱいに愉しんだという話。


「自分の魔術の実験台として、その弟子もずいぶん弄もてあそんださ。ルーンを刻んだ他人の皮ひ膚ふを移植したり、ほとんど毒そのものの魔術薬を強ごう引いんに口に放り込んだりな。その都度、あいつが泣き叫さけんでるのが、また気持ちよかったっけ」


　陶とう然ぜんと、女は言う。


　ぶるり、と背が震ふるえた。


　これまで呑のんだ中で、一番旨うまかった酒を思い出すかのようだった。悪逆なる記き憶おくも、外道たる記録も、この女性にとってだけは麗うるわしい酒と変わらないらしかった。


「誰だれが言ったんだっけかな。──あたしは自分のことを災さい厄やくと考えているから、どんな目に遭あわせてもかまわないって思ってるんだとか」


　女は言う。


「そうかもしれない。いや、そうなんだろうさ」


　女は言う。


「あたしは、災厄である自分が誇ほこらしかった。他人を蹂じゆう躙りんして、何もかもを簒さん奪だつできる自分こそが頼たのもしかった。たとえ本物の神様がやってきて、悔くい改めるチャンスをくれるとか言い出しても、知ったことじゃねえ」


　この吸きゆう血けつ鬼きらしくもない饒じよう舌ぜつだった。


　しかし、一方で、妙みようにこの女らしくもあった。


「……だからさ。もう少し愉しませろよ」


「っ……」


　タブラ・ラサが目を見開いた。


「それは、ツェツィーが──」


「おいおい、そのあだ名はやめろってジェイクにも言ったんだが」


「そのジェイクが昏こん倒とう中だもの。あたしが代わりをしないといけないでしょ」


　女教皇ハイ・プリエステスの勝手な言い分に、それ以上ツェツィーリエは文句を付けなかった。言葉面づらこそいつもと変わりないのに、半はん透とう明めいの少女がきゅっと顔を歪ゆがめているせいかもしれなかった。


　ただ、小さく鼻を鳴らした。


「ここでは、ずいぶん愉しく酔よわせてもらった。あたしは他人を蹂躙するだけの災厄なんだから、もう少しぐらい続けてもかまわないだろう？」


「でも、ツェツィーもその右手はもう──」


　止めようとして、タブラ・ラサがかすかに震えた。


　少女は魔法円から出ることはかなわなかったからだ。今も続いている惑わく星せい魔術を制せい御ぎよするために、タブラ・ラサはこの場にいなければならなかった。


　ツェツィーリエもまた、視線を切る。





「いいから黙だまって引っ込んでろ。──もう、来たからさ」





　そのまま、宙を振ふり仰あおいだのだ。


「聞いたか。あたしが相手をしてやるよ」


「──好きにしたらええ」


　清せい冽れつたる声は、その空からかかった。


　巨きよ神しんの戦いによって巻き起こった呪じゆ力りよくの渦うずの中で、その少女は三角の帽ぼう子しを押さえて、漆しつ黒こくのマントを翻ひるがえしていた。


　まるで、死神のようだった。


　百年も人の手が入ってない湖のように、その蒼あおい瞳ひとみは静かに澄すんでいた。


　穂ほ波なみ・高たか瀬せ・アンブラー。現状の〈協会〉で最も若い、魔法使いを罰ばつする魔法使い。しかし、その手に携たずさえたミストルティンの槍やりの輝かがやきは、その若さと実力が容易に関連づけられぬことを示していた。


「早かったなあ、お前。あんだけ巨人が暴れてるんだから、もうちょい時間稼かせげるかと思ったんだがね」


「惑星魔術の起点を、伊庭くんに探してもらっただけや」


「おいおいおい。あいつを倒たおせば大魔術決闘グラン・フエーデはお前らの勝ちだろ。何さぼってるんだよ〈協会〉」


「その大魔術決闘グラン・フエーデを無視して、惑星魔術なんか励れい起きしてるんはどこの誰や？　あたしらが勝って世界は発はつ狂きようしたじゃ、洒落しやれにもならへんのやけれど」


「……は」


　と、女吸血鬼の唇から、声が漏もれた。


「は、は、ははははははははははは。そりゃそうか！　そりゃそうだな！　お前は最初に会ったとき、念入りに殺しておくべきだったなあ」


　ひどく嬉うれしそうに、ツェツィーリエは嗤った。


「そうやね。あのときなら、簡単にあたしを殺せたんやないかな」


　穂波も、認める。


　この女吸血鬼は、一年数ヶ月前、少女が手も足も出なかった相手だった。


〈アストラル〉に入社して以来、初めて完敗した相手かもしれなかった。真正面からやりあって、魔術の相あい性しようも何も言い訳がきかぬカタチで敗北したのが、このツェツィーリエだった。


　あれから、時間が経たった。


　この女吸血鬼は〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部となり、少女は魔法使いを罰する魔法使いとなった。


　差は埋うまったのか。変わらぬのか。広がったのか。


　惑星魔術に身を捧ささげたタブラ・ラサの見守る中、ふたりの魔女はゆるやかに自らの呪力を高めていく。


「今なら……あたしが勝つ」


　少女が言い切った。


　その槍が、月光に淡あわく輝いた。


「どうかねえ」


　女が、舌なめずりする。


　帰るべき場所に帰ってきた、とでも言うようだった。





　天空では二柱の巨神が激げき突とつし、今地上ではもうひとつの戦いが始まろうとしていた。





　　　　＊





　最後に。


　遊園地の非常口のあたりを、ひとりの若者が歩いていた。


　巨神の激突を一いつ顧こだにしない、夢見るような歩みであった。非現実的な──いっそ妖よう精せいめいた『在り方』ゆえに、彼の周囲だけは嵐あらしも避さけて通るかのようだった。


　妖精。


　それは、〈協会〉圏けんの魔法使いにも、いまだ目もく撃げきされてないモノだった。


　良い妖精シーリーコート、悪い妖精アンシーリーコート、あるいは赤帽子レツドキヤツプや青ズボンブルーバーチエスなどさまざまな名前で呼ばれつつ、けしてその姿を現さない。ただ、一部の神かみ隠かくしや取り替え児チエンジリングなど、『妖精の仕し業わざ』として知られる現象だけが、稀まれに発生する。


　妖精とは、そういう存在だった。


　では、その妖精に似た若者とは──


「……ああ」


　枯かれ草くさ色の髪かみを振って、若者は空を仰ぐ。


　その手に、大きなガラス管のようなものが携えられていた。中には、何かぶよぶよとした肉につ塊かいが浮うかんでいるが、夜よ闇やみの暗さはそこまでを見通させない。


　しかし、若者の表情にはひどく切実なものが浮かんでいた。


　この場を離はなれることに、途と轍てつもない葛かつ藤とうを覚えているようだった。あまりに彼らしくない感情は、まるで初めての経験のごとく、若者の心を揺ゆさぶっていた。


「僕が……戻もどるまで」


　乾かわいた唇くちびるが、こぼす。


「それまで……死なないでくださいよ……いつきくん……」


　そんなことを、若者──フィン・クルーダは囁ささやいたのであった。
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　巨人の戦いは、やがて新たな局面へ移っていった。


　撃げき滅めつから、もうひとつの戦いへ。


　互たがいに振りかぶった拳こぶしで相手を砕くだくのではなく、ほぼ相反する行こう為い──ぶつかりあった巨大な拳から、相手と同化しようとし始めたのだ。


　粘ねん液えきにも似た霊エーテル体が、ゆっくりと相手を吸収していく。


　混こん濁だくしあい、融ゆう合ごうしあう、始源の闘とう争そう。


　最終的にひとつとなった霊エーテル体の巨人の中で、ふたりの魔法使いのどちらが主導権を握にぎるのかと、そういう争いである。


　もっとも、どちらが勝ったとしても、結局天てん仙せんは世界に消えゆくしかない。


　そういう意味で、ひどく虚むなしい闘争でもあった。


　しかし。


　その足あし下もとにも、変化は生じていた。





「──大元帥明王に帰命したてまつる。汝の威徳と守護を授け給え（ノウボウ　タリツ　タボリツ　ハラボリツ　シヤキンメイ　シヤキンメイ　タラサンダン　オエンビ　ソワカ）」





　真言が流れたのだ。


　すなわち、大元帥明王真言。


　あるいは大元帥法たいげんのほうとも呼ばれる秘術であった。古くより平将門たいらのまさかどを討うち取り、神風を招いたともされる国家鎮ちん護ごの呪法。個人で制御した今は密教として最高レベルの結界を張り巡めぐらせ、降り落ちる霊的物質エクトプラズムの雨を片かた端はしから蒸発させる。


　無論、隻蓮であった。


　巨神たちの戦いから身を護まもるため、彼もまた最高レベルの呪術を必要としたのである。


「司どの」


「はいはい、もうちょっと待ってくれよ。こっちもウォーミングアップとかあるからさ」


　脂あぶら汗あせを滲にじませつつ結印した隻蓮へ、司が答える。


　こちらはずれた眼鏡めがねを直しつつ、巨神たちの姿に目を細めていた。ふざけた口調と相反して、その瞳だけがひどく真しん剣けんであった。


　そして、隣となりに立つ猫屋敷が唸うなるように声をあげた。


「これが……あなたの練ってきた策ですか」


「うん。どうしても、あれに接近する必要はあるからね？　でもまあ、まともにやったら、あの巨人たちに触ふれるどころか、霊的物質エクトプラズムの雨にひっかかって全員溶とかされるのが落ちでしょ」


　唇で細葉巻シガリロを持ち上げて、司はけらけらと笑う。


「さてさて。これでうまく近づけるかな？」


「主マスターのご指示なら。──接近する部位はどこでも？」


　ユーダイクスが答える。


「うん、まあこれが巨大ロボットだったりしたら、コクピットは頭か胸がお約束だけど、あの巨人はその全体が柏原かしわらくんだからね。魔ま術じゆつ的に接せつ触しよくするのは踵かかとでも爪つま先さきでもどこでもかまわないはずだよ」


「精密な魔術作業をそこまで単純化するのは、世界でも主マスターだけだが」


「こりゃ手厳しい」


　また、司が笑う。


　くるりと振り返って、銀ぎん髪ぱつの青年へと語りかける。


「猫屋敷くんにやってほしいのは──」


「分かりますよ」


「お？　説明とかいらない？」


「ここまで丁てい寧ねいにお膳ぜん立だてされて、分からないわけもないでしょう。これでも結構長い間、あなたの下で社員をやらされたんですよ」


「にゃあ」


　青年に賛同するように、白しろ猫ねこが鳴いた。


「そっか」


　と、司も頭を搔かいた。


　ぼさぼさと搔き回す指に細葉巻シガリロが挟はさまっていて、その吸すい殻がらが落ちたのか「熱あちゃちゃっちゃ！」と道どう化けっぽく飛び上がる。


「ふざけないでください」


「いや、ふざけてるわけじゃないんだけど、ほらこうして吸うのって結構ひさしぶりで勘かんとか狂くるっててさ。これでも緊きん張ちようしてるんだよ？」


「態度で表してみたらどうです？」


「四十過ぎのおっさんに難しいことを言うなあ」


　あくまで朗ほがらかに、司が眉まゆをひそめる。


　今も、霊的物質エクトプラズムの雨は降っている。隻蓮の大元帥明王真言によって防いではいるが、その均きん衡こうがいつまで続くかも、まったく分からない状じよう況きようだ。そんな状況でもふざけ続けることこそ、道化の本ほん懐かいというようでもあった。


「じゃあ、若人わこうどが手伝ってくれるかな？」


「…………」


　少しの間、猫屋敷は沈ちん黙もくした。


　それから、大げさにため息をついてみせた。


「もう私も若人とは言えませんが……〈協会〉としても、〈螺旋なる蛇オピオン〉の天仙を打ち破ることに、嫌いやな顔はしないでしょう」


「おお?!　三十路みそじ前で若人じゃないって喧けん嘩か売ってるの?!　おじちゃん全面的に買っちゃうよ?!　つか、相変わらず優等生な答えだこと。魔法使いを罰ばつする魔法使いになっても、全然変わんないのな」


「あなたに言われると、寒気がします」


　心底嫌そうに、猫屋敷がスーツの肩かた口ぐちを払はらう。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]あ」


　そのそばで、四匹ひきの猫がそれぞれに鳴き声をあげる。


　なぜだか、嬉うれしそうに聞こえる声であった。


　司は、ぽんと自分の胸を叩たたいた。





「さて、やりますか」





　そのときであった。


　急に、男の身体からだが硬こう直ちよくした。


　遠くから、とある声が聞こえたのだ。


「っ──」


　その声に、司は息を止めた。


　数秒、顔を押さえた。


「…………」


　その手が震ふるえていることも、耳が真っ赤に染まっていることも、周囲の魔法使いたちは指し摘てきしなかった。真言を維い持じしている隻蓮にしてからが、いくらでも待つと決めたように、ぎゅっと結印を強めた。


　ユーダイクスはいつもの硬かたい表情で、猫屋敷はかすかに苦く笑しようを漏もらしてかぶりを振ふった。


「……ああ、追いつかれたか」


　振り返ったときには、男はいつものにやつき顔に戻っていた。


「ヘイゼルさんになるべく足止めしてくれるようお願いしたんだけど、この分だと途と中ちゆうでやめたなあの人。もともと俺が言った通りに働いてくれるような人じゃないけどさ。これはまあ、一本取られたな」


　いつもと同じに肩をすくめて、頰ほおをこする。


　そして、新たな人物は告げた。


「父……さん……！」


　他ほかに、男をそう呼ぶものなどいない。


　伊庭いつきであった。





　　　　＊





　いつきは、強く拳を握りしめていた。


　握りしめすぎて、拳の表皮は白く染まり、ぶるぶると震えていた。


　父と子。


　大魔術決闘グラン・フエーデが始まってより、二度目の接触であった。


「…………」


「…………」


　互いに、すぐに言葉は継つげなかった。


　最初のときと違ちがい、それぞれの内情が透すけた分だけ、より言葉は重くなったのかもしれなかった。


　だから、男は別のことに注意を振り向けた。


　少年が高速で空を突つっ切きってきたことも、霊的物質エクトプラズムの雨をくぐりぬけたことも、不思議にはあたらない。


　彼には、最強の守護者がいたからだ。


「……凄すさまじいな、君」


　と、司はその守護者へ呼びかけたのである。


　相手も、応こたえた。


「あなたが、伊庭司ですわね」


　少女は、その手の一振りで、霊的物質エクトプラズムの雨を弾はじいてみせる。魔術でもなんでもなく、そういう生態を彼女が獲かく得とくしているゆえであった。


　粘ねばっこい霊的物質エクトプラズムを払い、少女は優美に一礼したのだ。





「初めまして。──〈ゲーティア〉の今の首領、アディリシア・レン・メイザースと申します」





　少女は、いつよりも美しかった。


　金糸を織り上げたような縦ロールも、こちらを真まっ直すぐに見つめ返す瞳ひとみも何より美しい。


　たとえ、その顔の脇わきに、半はん透とう明めいの雄お羊ひつじと雄牛の首が消えたり現れたりしていても。異形の顔からはちろちろと炎ほのおが蠢うごめいていても。そして、ドレスを纏まとう少女自身の身体が何度となく魔神のそれとだぶってしまっても、彼女の美しさは増すことはあれ、減ずることはなかった。


「はは、君ならあの巨きよ人じんでもやれるんじゃない？」


「無理ですわ。こんなの長持ちしませんもの」


　アディリシアが胸を押さえる。


　少女の白い手とだぶっているのは──おぞましい魔神の手であった。巨神と同じ霊エーテル体の手が、霊的物質エクトプラズムも防いだのである。


　もっとも、そこらの霊エーテル体ならば、溶かされて終わるはずだ。


　少女の『力』は、少女自身が受容した宿命の重さそのものでもあった。


　魔神と融ゆう合ごうした、その結果。


　その姿を哀あわれむでもなく、蔑さげすむでもなく、ただ当たり前に見て、司は話しかける。


「……そっか。君のお父さんとはいろいろあったんだけどね。うちの息子むすこもやらかしたらしいし、何もかもがいまさらではあるよな」


　しみじみと、司は言う。


　実際、なんと数すう奇きな縁えんであったろう。


　かつて司が生かそうとした〈螺旋なる蛇オピオン〉の魔法使いたちを、アディリシアの父──オズワルド・レン・メイザースは殺害した。その際に手に入れた、最初の紅あかい種によってオズワルドは魔ま法ほうのなりそこないと化し、司の息子であるいつきによって、とどめを刺さされた。


　因果といい、応報という。


　魔術における基本概がい念ねんは、ここにおいても正しく機能していた。


「どうする？　君には俺を憎にくむ権利がある。君のお父さんが道を踏み外したきっかけとして、あるいはとどめになった相手として、俺を糾きゆう弾だんしてもよいと思う。抵てい抗こうはするけれど、殺そうとしてみるのもいいかもしれないよ。法律は許さなくても、そんなことを気にする〈ゲーティア〉じゃないだろう」


「しませんわ」


　アディリシアが言った。


「魔法使いがその夢をかなえようとする過程で倒たおれるのは本懐というべきです。父を尊敬し、愛していますが、あなたを恨うらむ要素など最初からありはしません」


「これは一本取られた」


　ぴしゃりと、自分の額を司は叩いた。


「なるほど、君は魔法使いだ。ひょっとすると、あのオズワルドよりも魔法使いらしい。〈ゲーティア〉は最高の後こう継けい者しやを得ていたらしい」


「口の上手うまい方ですね」


「ほら、おだてにも乗ってくれない」


　にんまりと片目をつむった。


　その隣となりから、ようやっと口が開いた。


「父さん……！」


　いつきが、言った。


　まだ震えてはいても、今度こそ、その瞳には覚かく悟ごと冷静さが取り戻もどされていた。


　司は、ひとつ息をついた。


「……やれやれ、でかくなったもんだよ息子」


　くしゃくしゃと、髪かみを搔かく。


「ここまで来たなら、俺がやろうとしてることはもう知ってるよな？」


「知ってる」


　うなずいた少年に、司は肩をすくめて言った。


「──だったら、『黙だまって見てろ』。あの伝令役メツセンジヤーにもそう伝えたぜ」


「断ります」


　対して、はっきりと少年は答えたのだ。


「これは僕が始めた大魔術決闘グラン・フエーデです。いくら父さんでも、その想おもいに十二年の歳月がこもっていたとしても、ただ黙って見ていることなんてできません」


「こっちの事情も知ってて言うか」


　司が微び苦く笑しようする。


　言葉と裏腹に、父親はひどく嬉しそうだった。


　息子は苦しそうに、ぎゅっと唇くちびるを嚙かんだままだった。ひどく対照的な父と子の表情は、なぜか似通っても見えた。


「しかし、困った。事情を知ってそう言うなら、いろいろ妥だ協きようが難しい」


　司が腕うでを組んで、悩なやんだ顔をする。


　それも、ほんの一いつ瞬しゆんだった。


「だから、待たないよ！　ユーダイクス！」


　司が、駆かけた。


　巨人の方へ。


　隻蓮の維持する結界を出た瞬間、名を呼ばれた自動人形オートマタがインバネスの袖そでを打ち振った。


「起動する！　言葉の鍵かぎは九つの鶏けい鳴めい！」


　陶とう器きの小こ瓶びんであった。


　司の前途で割れたその瓶は、中身の液体を散布したのだ。夏の夜の気温に耐たえきれなかったものか、それはたちまち表面にぐつぐつと泡あわを立てて揮発し、降り落ちる霊的物質エクトプラズムの雨を無効化する、魔術の霧きりをつくりあげた。


　中世のとある錬れん金きん術じゆつ師は、自分の姿を隠かくすための霧を纏っていたという。


　ユーダイクスの投げた小瓶もそれを再現したものであったろうか。隠おん密みつのための霧は守護のための霧と変じて、司は霊的物質エクトプラズムの雨を突っ切り、巨人の踵かかとへと駆けていく。


　いつきが、その背中へ手を伸のばす。


「父さん──！」


「伊庭社長」


　しかし、すぐ近くの猫屋敷が、追おうとしたいつきを制止した。


　視線は合わせない。


　呼こ称しようからも暗示しているように、いまだ青年は〈協会〉に派は遣けんされているのだ。彼の行動は〈協会〉に利益をもたらさねばならない。それこそ、彼らが誇ほこりとする〈アストラル〉の貸し出し魔法使いレンタルマギカの在り方なのだから。


　だから、代わりにこう訊きいた。


「あなたは──〈アストラル〉は、どうするつもりです」


　スーツの背中が、問う。


　少年に、この先の展望を明らかにせよと言い放つ。


「僕は……」


　言いよどんだ少年へ、かつて仕えた陰おん陽みよう師じは続けた。


「大魔術決闘グラン・フエーデの規定からすれば、何の取り引き材料もなしに、あなたが片方の陣じん営えいに与くみすることなどできないかもしれません」


　猫屋敷が唇を嚙む。


　誰だれもの立場が入り組んでいる。心のままに動くことなどかなわぬほどに、現実はいつも複雑な迷路をつくりあげている。


　それでも、


「私は──」


　猫屋敷の言葉も、かすかによどんだ。


　そのよどみさえも受け入れるように、青年はひとつうなずいて、強い決意を瞳に漲みなぎらせて口にしたのだ。


「私は──あの人を助けます」


　あの人とは、どちらか。


　魔法使いを罰ばつする魔法使い、影崎か。


　かつての〈アストラル〉に仕えていた社員、柏原か。


　猫屋敷の言葉に、足あし下もとから四つの鳴き声が湧わき上がった。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」
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　式神たち。


　玄げん武ぶ、白びやつ虎こ、青せい龍りゆう、朱す雀ざく。


　四神の名前を与あたえた猫ねこたちへ、今高らかに猫屋敷は呪じゆ句くを唱える。





「ひとつがふたつ、ふたつがよっつ、よっつがやっつ、やっつがじゅうろく──」





　扇せん子すが翻ひるがえった。


　それだけは、かつての羽織の頃ころと変わらぬ呪物フエテイシユ。





「太極より両りよう儀ぎ生じ、両儀より四象に至り、四象は八はつ卦けに変わり、八卦は六十四卦の大成卦となす。されど、我はその爻こうを押し開き、三百八十四の爻を結ばん──」





　猫が、増える。


　たちまち、凄すさまじい勢いで増えていく。


　霊エーテル体として増殖する分身が、遊園地の地面を占しめていくのだ。ユーダイクスの小瓶がつくりあげた霧の中を駆け、あっという間に司を追い抜ぬかしていく。


　すなわち、その呪術の名は──





「今こ宵よいの演だし物は、四神相応がひとつ──六十四卦三百八十四爻の陣」





　猫屋敷の中で、最大の物量を扱あつかう秘術。


　四匹ひきの式神をその名の通り、四方を守護する四神に照応させて、呪力を生成、増ぞう幅ふく、制せい御ぎよ、濃のう縮しゆくと繰くり返す。このとき四匹の猫はひとつの魔術装置となり、呪力を螺ら旋せんのごとく回転させて、ひとりの魔法使いとしてはありえない域まで高めていく。


　かの天てん仙せんたちの巨きよ神しんのごくごく一部──踵の表面を覆おおう呪力だけならば、かろうじて拮きつ抗こうするほどの。


　同時に、無防備となる猫屋敷の周囲は、隻蓮の大元帥明王真言がカバーする。


　先代〈アストラル〉の総力が、伊庭司の行くべき道をつくりあげていく。


　しかし。


「…………っ?!」


　猫屋敷の唇が、血けつ臭しゆうの混じった吐と息いきをこぼした。


　足りないのだ。


　じゅっ、と魔法使いにしか聞こえぬ音を立てて、猫たちの分身が巨人の表面で蒸発する。


　魔法使いたちの総力を傾かたむけてもなお、巨人のほんの一部へ接せつ触しよくしようという、それだけの試みが成功しないのだ。あまりにも絶大すぎるふたりの天仙は、融ゆう合ごうという経過によって、さらにその密度をあげ、殺さつ到とうする猫たちの霊エーテル体を蒸発させていく。


（それとも……私の、せい?!）


　猫屋敷が、ひるがえす扇子を見やる。


　魔法使いを罰する魔法使いとして、〈協会〉から支給された呪物フエテイシユやスーツは、彼の戦せん闘とう能力を飛ひ躍やく的に増大させた。だが、それは魔法使いとして向上したわけではない。


　基本的に西せい欧おうの魔術で構築された〈協会〉の呪物フエテイシユが、青年の陰陽道とかすかな呪波干かん渉しようを起こすことは否いなめぬ。そうした影えい響きようの積み重ねが、彼の術式にとって無視できぬ瑕か疵しとなったのか。


（……私、は）


　かといって、途中で術式は取り下げられない。


　取り下げれば、自分を信じてあの巨人へと走っていった司は、たちまち巨人の霊れい気きに取り込まれて死に至るだろう。もはや巨人が発散している呪力は、真正の魔ま法ほう使つかいでさえまともに対たい峙じできるものではない。


　歯を食いしばった青年の耳じ朶だを、別の声が叩たたいた。





「──違ちがいますよ、猫屋敷さん」





　振ふり返る。


　いつきであった。


　とても優やさしい瞳ひとみで、少年はこちらを見やっていた。


　きゅっと眉まゆをひそめて、ひどく困ったような表情で──それでも柔やわらかな笑えみを含ふくませた顔で、少年は小さくため息をついて見せた。


「僕は、父さんを止めに来たわけじゃない」


（社長……？）


　内心で、つい昔の呼び名を使ってしまった猫屋敷に、少年はこう伝えたのである。


「僕の答えは、こうです」





　　　　３




（──届か、ない?!）


　走りながら、司の脳のう裏りを最悪の予測がかすめた。


　今、彼はユーダイクスの霧がつくりあげた道を、一直線に駆け抜けている。もう数秒、二十メートルも走り込めば、巨人の踵へと接触する。


　だが、それと同時に、どんどん自分の意識が遠ざかっていくのも分かった。


　強大な、呪力の圧によるものだ。


　あまりに濃こすぎる呪力の密度によって、何の魔術耐たい性せいも持たない司の身体からだが蝕むしばまれているのである。


　無論、対策は講じた。霊的物質エクトプラズムの雨にはユーダイクスの呪物フエテイシユを使わせたし、巨人の呪力を相そう殺さいすべく、今も猫屋敷が送り出した大量の猫の分身が、その踵へと体当たりしている。


　だが、それでもまるで足りないのだ。


（──魔法使いに、なれてたらなあ）


　一いつ瞬しゆん、そんなことを思って、苦笑した。


　それは、彼がなれなかったものだからだ。


　なれなかったからこそ、嬉しくてたまらなく、憧れたものだからだ。


　だから。


　彼の夢は、魔法使いの幸せとなった。


　自分が憧あこがれたものにもっと幸せであってほしいと、憧れたものなのだからこそもっとずっと先まで在ってほしいと考えて、勝手な願望を押しつけようとした。


（──まったく、押し売りもいいところだよなあ）


　わがままだという、自覚はある。


　夢だとか幸せだとか、綺き麗れいな言葉で飾かざりつけても、これはただの欲望でしかない。伊庭司の思想を、他人どころかひとつの世界に拡散しようとする、愚ぐ者しやの行いだ。


　果てはそんな夢も諦あきらめ、たったひとりの家族さえ捨てて──十二年も世界を彷ほう徨こうしたり眠ねむりについたりしてたのだから、これほど自分勝手な人間もそうはおるまい。


（駄だ目め人間で、駄目親だしな）


　学生の頃は、自分がそんな風になるなど、考えもしなかった。別に輝かがやかしい人生が待ち受けてるなんて思わなかったけれど、こうも見事な駄目親になるというのはまったくの想定外だ。


　だけど。


　それでも。


（別に、今の自分が嫌きらいなわけじゃないな）


　思った。


　確かく認にんした。


　誰よりも、自分の在り方を、伊庭司は信じていた。


　唇くちびるから、赤い色がこぼれた。血であった。巨人の呪圧によって朦もう朧ろうとした意識を、司は唇を嚙かみちぎることで覚かく醒せいさせたのだ。


「起きろ、この馬ば鹿か社員──」


　手を、伸のばす。


　その直前、頭上を巨大な霊エーテル体の影かげが覆った。


　高層ビルを束ねたほどもあろうかという巨人の拳こぶしが、伊庭司の身体へと降り落ちたのである。





　　　　＊





　ほんの数秒で、すべては決した。





　　　　＊





「僕の答えは、こうです」


　口にした少年は、耳元に携けい帯たい電話を掲かかげていた。


　多くの魔法使いが嫌う、科学の端たん末まつ。その成果を耳に当てて、少年はいつものように告げたのだ。


「社長命令だ」


　はたして、何度目であったろうか。


　二年前、〈アストラル〉という会社を受け継ついでから、少年が発してきた台詞せりふ。


　今、少年はその組織を自らへ譲ゆずった先代の背中を見て、新たに決意するように力強く言い放った。


「みかんちゃん！　結界を！」





　　　　＊





「来ました！」


　電話を受けて、青年は声を張り上げた。


　二十歳はたちそこそこと思おぼしい、和服を着た青年の名は橘たちばな弓ゆ鶴づる。かつて、いつきに救われた葛かつら城ぎ家の守り人であった。


「みかん様！　いつきさんの指令です！」


　弓鶴は、叫さけぶ。


　目の前の川原では、細い注連しめ縄なわが張り巡めぐらされ、即そく席せきの神かみ棚だながしつらえられている。


　布留部市の各所に施ほどこしてきた結界の、起点となる場所だった。〈協会〉の魔術系統では魔法円といい、神しん道とうではひもろぎという。どちらも場所を区切り、一定の式をもって呪じゆ力りよくを制御するためのものだ。


　そして、今。





「たかまがはらにかむづまります、すめらがむつかむろぎ──」





　神棚の前で、十歳ばかりの巫女みこが高く、玉たま串ぐしを振り上げる。


　自分の背よりも高く、高く、高く。


　魔法使いの目だけに見える──向こうの遊園地に立ち上がった天てん仙せんの巨きよ人じんよりも、高くと念じて。


（お兄ちゃん社長……！）


　巫女は思う。


（あたしだって、ずっと……我が慢まんしてたんだから……）


　祝詞のりとを唱える。


　想おもいとともに、呼気を放つ。





「かむはらひにはらひたまひてこととひし、いわね、きねたち、くさのかきはをも」





　布留部市の西端で、葛城みかんは祝詞をあげた。





　　　　＊





　同じとき。


　布留部市のもうひとつの場所でも、その呪句はあがっていた。


　やはり川原で、同じように即席の神棚──ひもろぎをつくりあげており、カミにも通じるぬばたまの髪かみとともに、巫女の玉串が振り上げられる。





「たかまがはらにかむづまります、すめらがむつかむろぎ──」





　みかんとうりふたつの、その姿。


　あの少女をもう数年も成長させれば、うりふたつどころか、まったくの同一人物としか思えないだろう。


　巫女の名を葛城香かおり。


　支えるように見守る巨漢は、紫し藤とう辰たつ巳み。


　いいや、実際に巨漢は支えていたのである。両手を合わせ、凛りん然ぜんと佇たたずんだ巨きよ軀くからは強大な精気オドが流れて、巫女を護まもらんとうねくっていた。


　それもまた、葛城の秘術だったか。


　祝詞の内容こそ、いずこの神社でも用いられる大おお祓はらえでありながら、布留部市全体へ広がっていく呪力の在り方はまるで別物。少女の声はそれ自体が神威かむいとなって水と風の流れに添そってゆく。


（みかん……）


　香は、思う。


　彼方かなたで、同じように祝詞をあげる妹の様子が、彼女には鮮せん明めいに伝わっていた。


　直接言葉を交かわすより、よほど相手が理解できる気さえした。同調させた呪力と術式の影えい響きようが、ふたりをいつよりも深く結びつけているのだ。


　そんな風に、自分たちは育ってきたのだった。


（それも、違ちがうかの）


　よぎった思考を、否定する。


　確かに、自分はそう育ってきた。


　しかし、みかんは一度はそこから脱だつ落らくした身だった。血統はあれど、それを扱あつかうための才能が皆かい無む。それゆえに誰だれもに諦められて、捨てられた結果として〈アストラル〉へ拾われ、葛城家との縁えんも切れた。


　それでも、少女だけは諦めなかったのだ。


〈アストラル〉でいくつもの仕事をこなし、絆きずなを深め、自分も葛城家も救ってくれた。ばかりか、いつきの妖精眼グラム・サイトを併へい用ようした修しゆ行ぎようによって、ついには血の宿しゆく業ごうも克こく服ふくした。


　けして、努力だけではない。


　そんなもので魔ま法ほう使つかいの宿命は乗り越こえられない。いくつもの幸運や環かん境きようあってこそ、みかんがここまで来られたのは確かだ。


　だけど、


（おぬしは……本当にすごいな……）


　素す直なおに、少女はみかんを賞賛する。


　幸運や環境があったことは、みかんの価値を曇くもらせない。むしろ、それを摑つかみ取るまで耐たえ抜ぬいた妹の精神こころにこそ、香は賛さん嘆たんの念を覚える。


　きっとそれは。


　神童と褒ほめ称たたえられながら、葛城家を何ひとつ変えられなかった自分に、一番足りなかったものだから。


（わらわも……おぬしのようでありたい……）


　香は、思う。


　彼方かなたから伝わる呪力と決意。


　その力強さに唇がほころんでしまうのを、押し殺しながら。


　背後で優やさしく支えてくれている自分の守もり人に、心を委ゆだねながら。





「かむはらひにはらひたまひてこととひし、いわね、きねたち、くさのかきはをも」





　布留部市の東端で、葛城香はもうひとつの祝詞をあげた。





　　　　＊





　大魔術決闘グラン・フエーデが始まってから、一日と半。


　それだけの日数を、みかんたちはただ耐えていた。


〈螺旋なる蛇オピオン〉や〈協会〉の魔法使いたちと直接戦せん闘とうすることはなく──そうした行こう為いは厳重に禁じられて──最初にいつきから頼たのまれた通り、布留部市全体へ入念に結界を張り巡らせていたのだ


〈螺旋なる蛇オピオン〉にも〈協会〉にも気づかれぬよう、その多くは大魔術決闘グラン・フエーデが始まってからの工作だった。


　ふたりがまわった霊脈レイラインの要所は、実に七十七カ所。


　そのすべてが、花開くように稼か働どうする。


　そして、結界の要所となる地点には、それぞれの魔法使いたちが派は遣けんされていた。





　──あるいは、


「うちの在庫の呪物フエテイシユも総ざらえしましたものねぇ」


　喪も服ふくにヴェールを纏まとう女──〈トリスメギストス〉のディアナが、結界の稼働を見守りながら、微び笑しようする。


〈アストラル〉の外部で、最も長くいつきたちを見守った魔法使いは彼女だったろう。


　先代の司の頃から、呪物フエテイシユを供給してきた呪物商。





　──あるいは、


「なんとか、間に合ったみたいです」


「ようやくかよ。はらはらさせやがって」


　神職の衣い装しようを身に纏った少年の名は、御み凪なぎ諸もろ刃は。


　その隣となりで、唇くちびるを尖とがらせた同じ衣装の女は、御凪鎬しのぎ。


　かつて伊庭いつきによって、神霊たる建たけ御み名な方かたの神かみの暴走から救われた少年神主と女神主の兄妹きようだいだった。


　結界の場所を決定したのは、このふたりだ。


　地元であればこそ、蔵くら名な神社のふたりの神主も大いに活かつ躍やくしたのだといえる。





　──あるいは、


「これで……止められますか？」


　不安そうに、声がこぼれた。


　白いケープを纏った、騎き士しであった。


　いつきたちが今の〈アストラル〉の体制をつくってから、彼らとともに歩んできた〈銀の騎士団〉の正騎士。


　少女騎士──クロエは、きゅっと唇をひきしめ、呪力の行く先を見守っていた。





　ぐるぐると、螺ら旋せんのごとくに回る呪力。


　要所を回るたび、それらの呪じゆ力りよくは霊脈レイラインの影響を受けて強化され、一点へと凝ぎよう縮しゆくされる。


　たったふたりの少女によって、集約される。





「すえかりきりて、やはりにとりさきて、あまつのりとのふとのりとごとをのれ！」


「すえかりきりて、やはりにとりさきて、あまつのりとのふとのりとごとをのれ！」





　ふたつの声が、それぞれの場所で伸のび上がり、ひとつの術式を組み上げた。


　布留部市に立ち上がった、巨人を中心として！





　　　　＊





　まるで。


　見えない鎖くさりに、つなぎとめられたかのようだった。


　天上から、地の底から、八百やお万よろずの神々が投げかける巨大な不可視の鎖。すなわち神道の魔術特性──〈禊（Absolute Purification）〉によって、さしもの巨人さえもが、動きを封ふうじられたのだ。


　巨人の拳こぶしが、止まる。


　伊庭司の身体からだを砕くだくその寸前で。





　　　　＊





「伊庭社長──！」


　その奇き蹟せきに、猫屋敷が振ふり返った。


　もちろん、術式は維い持じしたままだ。青年の技量は自分の意識を分ぶん割かつしながら、十全に魔術を行使できる域に達していた。


　対して、


「影崎さんがここで契けい約やくを使わせられるだろうことは、十分予測できました」


　いつきは、言う。


　動きを止めた巨きよ人じんを前に、携けい帯たいをスーツへとしまう。


「影崎さんは〈協会〉にとっての切り札です。同時に〈螺旋なる蛇オピオン〉も、その切り札を使わせずに負けることはありえない。だから、布留部市を大魔術決闘グラン・フエーデの戦場にしたんです」


「だから、ここを戦場に？」


「ええ、布留部市ここであれば、僕らにも影崎さんを止められる方法があったからです」


　それが、この結界だった。


　とはいえ、いくつも不確定要素はあった。


　そもそも、結界の要かなめはみかんと香によるものだが、いつきが自らほかの結社に協力を要よう請せいしたわけではない。あくまで向こうから言ってきたのに対して、自分の策を提示しただけだ。


　向こうの親切に、つけこむようなカタチではある。


　それぐらいなら、最初から協力を依い頼らいすれば良かったのにと、少年自身も思う。


　しかし、いつきにはできなかった。


　自分の都合だけで、死線を踏ふみ越えてくれとは言えなかった。


「それに、ここを舞ぶ台たいとしたなら、大魔術決闘グラン・フエーデそのものが通りやすくなるとも思ってました。もともと、ここは紅あかい種を求めて〈螺旋なる蛇オピオン〉がやってきた土地ですから」


　ハジマリの土地。


　それゆえに、この策略は諸もろ刃はの剣つるぎでもあった。惑わく星せい魔術という結果まで読んでいたわけではないが、自分の作戦を進めることで、〈螺旋なる蛇オピオン〉もまた優位に立つことは分かっていた。


　それでも、少年は通した。


　勝つために。


「僕と同じで……父さんも、本当にずるいですね」


　困ったように、いつきは笑う。


　苦笑と、自じ嘲ちようと、いろんなものがないまぜになった笑えみ。


「…………」


　その笑顔に、猫屋敷は息をとめる。


　似ていると、思ったのだ。


「さっき、僕とろくに話しもせずに背を向けたのは、隻蓮さんが限界と思ったとかそんなのじゃない。──ろくに話さずに行動してしまえば、僕がこうするしかないと分かってたからでしょう」


　司も知っていたはずだと、少年は語る。


　自分が天てん仙せんへの対たい抗こう手段を持ち合わせていること。ここでその対抗手段を使ってしまうかどうか、迷っていたこと。


　だから、それを決断させるために、事態を動かした。


　拙せつ速そくともいえる行動そのもので、こちらへ促うながした。


「じゃあ、伊庭社長は──」


「でも、踊おどらされてあげます」


　呼びかけた猫屋敷に、いつきはうなずいた。


　まるで、他愛たわいない親子喧げん嘩かの後、両親と仲直りすることを決めた子供のように。伊庭いつきは、年相応にはにかんで、こう囁ささやいたのだ。





「ちゃんと終わったら、父さんを一発殴なぐるって、そう約束したんですから」





　　　　＊





　封印は、つかのまのことだった。


　大量の呪物フエテイシユを用意し、霊脈レイラインそのものを利用した結界に加え、神しん道とうの魔ま術じゆつ特性や葛城の秘術を足しても、なお巨人の呪じゆ縛ばくを維持するには足りない。


　まるで、足りない。


　焼け石に水という言葉そのままに、巨人を封じた不可視の鎖はたちまち蒸発していく。


　だが。


　その十数秒で、すべては終わった。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]あ」


　封印された巨人の踵かかとへと、大量の猫ねこがぶつかっていく。


　呪力を相そう殺さいして、ただ人でしかない伊庭司が、巨人へ触ふれるためのか細い道を形成する。


（やった、か……息子むすこ……？）


　司の脳を、かすかな思考がかすめる。


　いや、もはや思考であったかどうか。すでに、彼の状態は非想非非想へと突とつ入にゆうしていた。


「…………」


　瞳ひとみは虚うつろに。


　言葉は漏もらさず。


　ただ走り、手を伸ばす。





　──触れた。





　次の瞬しゆん間かん。


　とぷん、と巨人の踵の内側へ、伊庭司は溶とけ込んだ。






[image: ]


　　　　１




　その異変は、地上の戦場にも伝わった。


「今のは──サタジットくん？」


　半はん透とう明めいの女教皇プリエステス──タブラ・ラサが、天空を見上げる。


　別段、第三団サード・オーダーたる少女ゆえに感知したわけではない。


　魔法使いならば、いやでも意識を奪うばわれるほどの、呪じゆ力りよくの揺ゆれだった。


　振ふり仰あおがぬものは、ただふたり。


　その片方、魔女の帽ぼう子しをかぶった少女が駆かけ出した。





「我は乞うハイル！」





　詠えい唱しようとともに、漆しつ黒こくのマントからヤドリギが自動射出。


　合わせて、穂ほ波なみの両手が斜ななめに交差する。


　自動射出されたヤドリギの矢は、あくまで自動的にしか相手を狙ねらわない。しかし少女自身の放ったそれは弧こを描えがき、螺ら旋せんにうねって、対象の死角から襲おそいかかった。


　総勢二十数本にも至る、死の使い。





「汝なんじは嵐あらし！　汝は雹ひよう！　汝は災わざわい！　されば喰くらえ、ハガラズ！」





　対して女吸血鬼ツエツイーリエも、自らの足あし下もとへ金貨を投とう擲てきする。


　貨か幣へいへ刻まれたルーンは、破は滅めつと災いを意味する秘文字。


　[image: ]（ハガラズ）。


　ヤドリギの矢は、たちまち漆黒の風に呑のみ込まれた。


　オルトヴィーンにはひとつしかつくりあげられなかった黒き魔風を、女は一呼吸で五つもつくりあげる。わずかでも触れれば、魔術であろうが生物であろうが、おかまいなしに分解せしめる破は壊かいの魔術。


　しかし。


　それも、この少女には意味をなさなかった。


　迫せまり来る黒風を、銀の刃やいばが断たち切ったのだ。一振りで三つ。魔術を構築する術式自体が五分とすれば、これは少女が核かくとした呪物フエテイシユの強大さによるものだろうか。


　ミストルティンの槍やり。


〈協会〉より支給された呪物フエテイシユを持って、少女が神話より再生した魔ま槍そうが、ルーンの風さえも断ち切る。


（くそ！　フィンのやつ、ろくでもないもん仕込みやがって！）


　少女の先せん輩ぱいとして、ケルト魔術を仕込んだ若者を罵ののしりつつ、さらに懐ふところから十数枚の金貨を摑つかみだした。





「汝は始まり！　汝は導く船！　汝は輝かがやける松明たいまつ！」





　[image: ]（ケイナズ）。


　昨日の昼、伊い庭ばいつきに浴びせかけた炎ほのおの術式。





「爆はぜろ、ケイナズ！」





　魔槍とともに突とつ撃げきしてきた少女の、周辺がまとめて爆ばく発はつする。


　中央公園の地面が抉えぐれ、爆ばく炎えんとともにタイルが跳はね上がった。吹ふき飛ばされた破は片へんが遠くの樹木に深々と突つき刺ささり、その凄すさまじい威い力りよくを示した。


　対妖精眼グラム・サイトのためにつくりあげた、面を制圧する術式である。その有用性は一目瞭りよう然ぜん。呪物フエテイシユの支し援えんによってほぼ万ばん能のうともいえる穂波だが、ケルト魔術自体の霊れい的てき加護は二階かい梯ていに過ぎぬ以上、力ちから業わざに対応するには限度があるはずだった。


「……いいや」


　油断せず、ツェツィーリエは爆炎の向こうへ瞳を向ける。


　その顔が、あがった。


　停止した巨きよ人じんと女吸血鬼との、その間に広がる茫ぼう漠ばくとした夜空。


「────！」


　その虚こ空くうへ、一いち迅じんの風となって少女が巻き上がったのだ。


　密ひそやかに携たずさえていた箒ほうきを片手に持ち、強ごう引いんに飛び上がったと誰だれが知ろう。変則的かつ突然のベクトルは、少女の身体からだにも並々ならぬ負担をかけたはずだが、そんな様子は一いつ切さい窺うかがわせず、穂波はもう片手の魔槍に呪力を込めた。


「はああああああああ──っ！」


　天空から大地へと、ミストルティンの槍が流れ落ちた。





「我は乞うハイル！」





　さらに、駄だ目め押しとばかりの、ヤドリギの自動射出。魔ま術じゆつも断ちきる魔槍とヤドリギの矢を連続で喰らえば、さしもの女吸血鬼ですら耐たえられまい。


「く……そったれが！」


　ツェツィーリエが、吼ほえた。


　動かぬ右手が、その咆ほう哮こうととともに動いたのだ。





「変生せよ！　変生せよ！　変生せよ！」





　牙きばが、鋭するどく伸のびた。


　纏まとった毛皮がざわざわと波打ち、女の髪かみと一体化する。


　夜空を摑み取らんとするように持ち上げた腕うでへ、真っ向からミストルティンの槍が挑いどんだ。指の三本がたやすく断ち切られ、穂ほ先さきが手首まで埋うまったところで止まる。義手とはいえ、ただならぬ衝しよう撃げきは接合部まで伝わり、女吸血鬼の顔が歪ゆがんだ。


　同時、指を断ち切られた手の内から、蓋ふたの外れた金属の壺つぼが落ちた。


　内側の腐くさった液体が、女の美しい顔をしとどに濡ぬらしたのだ。


「それ、は──?!」


　穂波の表情が変わった。


　ヤドリギの矢が刺さった女の毛皮から、おびただしいルーンが輝きを放ったのだ。


　[image: ]（スリサズ）[image: ]（イーサ）[image: ]（エフワズ）


　それは、神力のルーン。


　複数のルーンをつなげて初めて成しえる、ツェツィーリエの秘術。





「意味を成して、我を喰らい、すなわちルーンの礎いしずえとさせよ！」





　吸血鬼化。


　あるいは、人狼ヴリコラカス化でもよい。


　いにしえの狂戦士ベルセルクとも源を同じくする呪力が、ツェツィーリエの身体を飛ひ躍やく的に強化させる。ミストルティンの槍に手首まで断ち切られた義手を逆に利用して、魔槍を押さえ込んだのだ。


　実際には、わずか一秒足らずのやりとり。


　しかし、その刹せつ那なの間かん隙げき、動けなくなった穂波へ、ツェツィーリエはもう片手を振り上げて叫さけんだ。





「汝は氷！　汝は凍とう結けつ！　汝は停止！　されば阻はばめ、イーサ！」





　投擲された金貨には、[image: ]（イーサ）のルーン。


　その意味は氷にして凍結。至近距きよ離りから生じた氷の茨いばらが、穂波の身体を縛しばり付けんと猛もう烈れつな勢いであふれ出す。


　しかし、同時に穂波も叫んでいた。





「我は乞う！　月光と力の円えん錐すいの加護もて、南西の災いを討うち滅ほろぼせ！」





　その身は動けずとも、マントの中のヤドリギたちは反応した。


　矢にあらず、ヤドリギの散さん弾だん。この距離で使えば自らの被ひ害がいも逃のがれ得ない術式であったが、穂波は躊ちゆう躇ちよしなかった。


　両者が、相打った。


　氷はヤドリギに砕くだかれ、ヤドリギは氷に凍こおらされた。


　互たがいに共存できぬ呪力の違ちがい──呪波干かん渉しようによる衝撃が、ふたりを弾はじき飛ばす。


　片方の少女は地面に叩たたきつけられる直前、片手の箒で無理矢や理り体勢を立て直した。もう片方の女は獣けものならではのバランス感覚をもって空中で回転し、片手と両足で柔やわらかく地面へ降り立った。


「は、はははははは……！」


　女が嗤わらった。


　ただ、ひたすらに自分の感情を吐はき出すように嗤った。


「いいなあ、こういうのはいいなあ。──どうやら、向こうも正念場か？」


　ツェツィーリエが嗤う。


　ついさきほどから、二柱の巨人が戦いも融ゆう合ごうも止やめて、ぴたりと静止していることを指した言葉であった。


「……勝つのはあたしらや」


　穂波が魔槍をつきつけて宣言する。


　ツェツィーリエは、軽く鼻を鳴らした。


「あたしらね……そりゃ、誰のこった？」


　そう言ってから、右手を持ち上げようとして──今度こそ、ぴくりとも動かなかったことに苦く笑しようした。


「ツェツィー……！」


「てめえも黙だまってろ。だいたい、最初に戻もどっただけだっつの」


　ぎゅっと王おう錫しやくを握にぎりしめたタブラ・ラサを、ツェツィーリエは睨にらみつける。


　栄光の手ハンドオブグローリー。


　かつて〈銀の騎き士し団〉の正騎士クロエ・ラドクリフとの戦いで切断された右手の代わりに、ジェイクが混こん沌とん魔術によって接合してくれた呪物フエテイシユだった。吸血鬼としての暴威を振ふるうのには都合の良い腕で、ツェツィーリエとしては気に入っていた。


　いつもふざけてばかりのジェイクは反へ吐どがでる相手だったが、少なくとも呪物フエテイシユを扱あつかう能力だけは信用していたのだ。


　それも、ここで潰ついえたらしい。


（さっさと倒たおれやがったし、もう一本持ってこいとは言えないか……）


　ますます、苦笑いだけが深くなってしまう。


　これだったらツェツィーなどとあだ名で呼ばれたとき、頭から握りつぶしておくべきだったかもしれない。


　そうしなかった理由は……なんとなくだ。


　あの妙みようちきりんな口調に気を削そがれたことだとか、タブラ・ラサという存在に不思議な居い心ごこ地ちの良さを覚えただとか、多分、そんなくだらない理由。


　別に、ここで考えるようなことじゃない。


　今、思うべきは──


（……ああ、なるほど、〈アストラル〉の先代ってのは怖こわいな）


　先の、伊庭司つかさたちとの戦いだ。


　右手だけじゃない。身体中に走る痛みが、自分の状態を物語っている。人狼化すれば癒いえるかとも思っていたが、一向にその様子はない。おそらく、伊庭司は栄光の手ハンドオブグローリーだけでなく、自分の回復能力も見切った上で、応じた術式を選んだのだろう。自分たちの撤てつ退たいを見逃したのも、もはや抵てい抗こうするだけの力はないと見て取ったからに違いない。


　──本来の自分と、今の自分。


　戦力としては、はたして五割か、六割か。


（……いや、関係ないか）


　女は、嗤う。


　自分が強いから、蹂じゆう躙りんしたわけではない。


　他人が弱いから、殺さつ戮りくを繰くり返したわけでもない。


　ただ、自分の生き方がそうだっただけだ。今いま更さら曲げられるような生き方ならば、最初からこうなってはいない。


　生きたいように、生きるだけだ。


　生きたいように、生きていくだけだ。


　だからこそ──この一いつ瞬しゆんこそが、何よりも愛いとおしい。


「…………」


　黙もくしていた穂波が、新たにヤドリギを構え直しながら、訊きく。


「ツェツィーリエ？　あんた、なんでそんな顔してるん？」


「ん？　おかしいか？」


　血染めの唇くちびるを拭ぬぐい、ツェツィーリエは童女のようにあどけなく笑った。





「お前こそ笑えよ。愉たのしもうぜ、魔女。あたしはずっと──こういう夜を待っていたんだから」





　　　　２




　伊庭司は、潜もぐっていた。





　イメージは、海。


　深く、広大な海うな原ばらであった。


　それも、水の一いつ滴てき一滴に、何らかの意識がこもっているのだ。


　巨きよ人じんの、内側だ。


　あの巨人の中で、伊庭司は海に遭そう遇ぐうしていたのだった。


　無論、天てん仙せんふたりの融合した巨人がいかに巨大な霊エーテル体といえど、内側に海を蔵するほどではない。これは単に霊れい的てきな現象ではなく、現実の舞ぶ台たいでもなく──遥はるかに深く、遥かに遠く、根源的な場所であった。


「…………」


　時に海原は逆巻き、時に凪ないだ。


　数秒ごとに訪おとずれる途と轍てつもない変化を、司の感覚はまるで映画の銀幕でも眺ながめるように、他人ひと事ごととして認にん識しきしている。


　いや。


　厳密には、感覚だけが機能している。


（…………）


　肝かん心じんの、司の意識は停止したままだった。


　停止しながらも、その肉体が──現実の肉体と霊エーテル体とが渾こん然ぜんとなった、現在の身体からだだけがどんどん深く潜っていく。


　……深く。


　……深く。


　……深く。


　…………深く。


　………………………………深く。


（…………………………………………………………………………………………あ、あ）


　不意に。


　脳のう裏りの底で、意識ともいえぬ何かが明めい滅めつした。


　火花のように閃ひらめいて、その輝かがやきとともに、司の身体の底でかすかな脈動が生まれた。


（……俺、は……）


　ぼんやりと、思う。


　ぼんやりと以上、思わないようにする。


　眠ねむっているようなものだ。伊庭司の思考は夢の中にあり、夢の中から現実の身体を操あやつっているのだと、そう考えれば近しいだろう。


　それは、そういう技術だった。


　意識を肉体から隔かく離りして、なお内圧を高めていく。


　本来意識というレベルにはならないはずの、小さな小さな空間で、それでも意識というレベルを保っている。隔離されたはずの意識が、それでも細い細い糸を辿たどって、伊庭司の身体を動かしている。


　技術の名は、こう呼ばれる。


　つまり──非想非非想と。





　　　　＊





　司の身体が溶とけ込むや、巨人は動きを止めた。


　すでに、霊的物質エクトプラズムの雨も止まっている。


　大きく息をつき、大元帥明王真言を解いた隻せき蓮れんへ、いつきが呼びかける。


「隻蓮さん、父さんは──」


「……うむ」


　弟で子しに、隻蓮が振り返る。


　先ほどまで敵対していたのが尾おを引いているのか、微び妙みようにどう接したものか分からないという顔をしていたが、すぐに僧そう侶りよはかぶりを振って答えた。


「非想非非想にござる」


「……非想非非想？　それって」


　少年が、心当たりに息を止める。


「ええ。若には一度話したことがござろう。仏教において釈しや迦かが悟さとりに到とう達たつする以前、その過程として習得した技術のひとつ。魔ま術じゆつとは直接関係ないですが、ある意味において魔術以上の境地に、自らの精神こころを至らせる術理にござる」


　釈迦とは、そのまま仏教の開祖、ゴータマ・シッダールタのことである。


　もともと王族の出身だった釈迦は、現実の非情さに悩なやみ、自ら出家するに至った。その際何人もの思想家や仙人と交わることで、いくつかの瞑めい想そうの境地に達したと伝承にはある。


　非想非非想は、そのひとつだ。


　すなわち非想──想おもわない。


　さりとて非非想──想わないにもあらざる。


　意識しないということさえない。完全なる無を、その技術は体得させる。


　本質的に悟りには関係ないとして、釈迦はその境地へ早々に至るも、結局のところ活用することはなかった。釈しやく尊そんの弟子にしても、その技術を受け継ついだとされるものはほとんど見られない。


　だが。


　その技術を、伊庭司は欲ほつした。


「……ある意味で、天仙は似たようなものでござろう」


　隻蓮が言う。


「天仙が溶け込む世界とはあまりにも広大な──人間のみならず、あらゆる生物が抱かかえている集合無意識といってよろしい」


　個人ですらない。


　集団というよりも、なお猥わい雑ざつ。


　それは、世界そのもの。霊長類もほ乳類も爬は虫ちゆう類るいも被ひ子し植物も裸ら子し植物も関係なく──ひょっとしたら無機物までもが交じり合った混沌カオス。


　そこに溶け込むことを、悟りというものもいるかもしれない。


　悟りという言葉が魔法使いにさえ定義できぬ現象である以上、これは誰だれにも否定できぬことだ。完全に溶け込んだ魂たましいは、もはや一いつ切さいの老病死苦に関かかわることなく、悠ゆう久きゆうのただ中へと散さん華げするのだろう。


「されど、〈魔女の中の魔女〉──ヘイゼル・アンブラーは言ったのでござる」


　隻蓮が、続ける。


「非想非非想を体得したものならば、その集合無意識の中でさえ、一定の個我を保つことができると。想わぬがゆえ他人の意識にも染まらず、想わぬにも非あらざるがゆえ、一定のパターンに則のつとって行動もできる」


　それが。


　伊庭司が、非想非非想を欲した理由。


　魔法使いでさえない彼が、魔法使い以上の境地を目指した発ほつ端たん。


　あの羽はね猫ねこがひどくすまなさそうに、伊庭いつきへと告げた──自分がその方法を教えたから伊庭司は失しつ踪そうしたのだと──そう話したことの、真実。


　隻蓮は、言う。





「司殿どのは、その技術を使って影かげ崎ざきを──柏原かしわら殿を取り戻もどす気なのでござる」





「…………」


　少しの間、いつきは黙だまっていた。


　いまだ高校生にしか過ぎない少年は、複雑に絡からみついていた宿命を、もう一度嚙かみしめるようだった。


　だけど、けしてその重みに打ちひしがれはしなかった。


「だったら……」


　と、口にしたのだ。


　小さな拳こぶしで、スーツの胸を叩たたく。


「……僕にもきっと、まだできることがあります」


　それから。


　すぐ隣となりの──魔神とも少女ともつきかねる手を、ぎゅっと握にぎったのだ。


　その確かな感かん触しよくに、アディリシアはそっと微笑ほほえんで見せた。





　　　　＊





　司は、さらに潜っていた。


　海の色は鮮あざやかな青から、光ひとつ射ささぬ暗くら闇やみへと移り変わる。


　実際のところ、この変化は環かん境きようによるものではなく、自分自身のイメージによるものだろう。海に潜っていけば、やがてそうなるものだと自分が思っているから、そうした固定観念が感覚に影えい響きようしているのだ。


　もっとも──司自身の意識は、想わないところにある。


（…………）


　目的を固定する。


　意識を表出せず、行動だけを規定する。


　結果として選せん択たくされる身体の動きはひどく緩かん慢まんで、そのじれったさに司は耐たえた。十二年も耐え続けたのだから、今いま更さら耐えられないはずもなかった。


（……深く）


　規定された行動を、身体が実演する。


　ただひたすらに、海を潜もぐる。変化も無変化も、何ひとつ関係なく潜せん行こうする。


（……捜さがす）


　同時に、切り離はなされた感覚器官を、切り離されたままで機能させる。


　相手は分かっている。


　この九年、心の底に刻んできた相手だ。見み間ま違ちがえるはずもない。たとえ無限とも思える集合無意識の中にあっても──いいやそれだからこそ出会えるはずだと、司は確信を持っていた。


　時間はどれほどか。


　何もかもが曖あい昧まいに、この場では溶けている。


　闇から闇へと潜るほど、誘ゆう惑わくするように雑念が浮うかんだ。





　たとえば。


　忘れたつもりの、夢のことだ。


　──『あーあ、魔法使いになりたかったねえ』


　靴くつ紐ひもを結びながら、微び苦く笑しようする自分。


　ずいぶんと若い面おも持もちは、自分が魔法使いになれないという当たり前のことを知った直後だからだ。いろいろ裏うら技わざがないかと試行錯さく誤ごしたあげく、魔術の血統の欠片かけらも混じってない自分には、どの裏技も効果がないと悟ってしまったときのこと。


　自分でも手の届かないという事実が悔くやしくて、ひどく爽さわやかであったときのこと。





　たとえば。


　放り出してしまった、魔術結社のことだ。


　──『どこに行くつもりなんです?!』


　──『おぬしは何もかもひとりで抱え込むつもりでござるか』


　──『主マスターがそう考えるなら、私に言うことなどあるはずもない』


　──『やっぱり、あなたに教えるべきじゃなかったかもね？』


　いくつもの顔が連続して明めい滅めつする。


　まだ少年というべき年の銀ぎん髪ぱつの陰おん陽みよう師じが嚙みついている。若かった頃ころの僧侶は難しそうに面持ちを歪ゆがめ、自動人形オートマタの錬れん金きん術じゆつ師は変わらない。〈魔女の中の魔女〉はこのときから羽猫の姿を取っていたのだった。他ほかにも何人かのバイトがいたが、ちょうど引き払はらっていた時期なのは幸運というべきだろう。


　引き留められて、止まらなかったのは自分だ。


　後こう悔かいも悔かい恨こんも、すべて自分のもの。


　自分の背負うべき感情だろう。





　たとえば。


　小さかった、息子むすこのことだ。


　──『お父さん……？　どこ行くの？』


　息子は意識を回復してまだ間もなかった。


　以前から弟の家に預けることは多かったので、自分が出ていくことは疑問にも思わなかったはずだ。それでいて、最後のときだけは眠ねむたげに目をこすって、訊きいたのである。


　その目を覆おおった痛々しげな眼帯を、忘れられるはずもない。


　自分の記き憶おく力が恨うらめしく、同時にありがたくもあった。





　……ああ。


　まだまだ、時間は攪かく拌はんされる。


　さまざまなピース記憶を、泡あわのように次々浮かばせる。


　世界放ほう浪ろう中の自分。大樹の下でわめいていた赤あかん坊ぼう。おしめを替かえたりトイレトレーニングをしたり、そのひとつひとつにひたすら困惑していた時代。ソロモンの王オズワルドとの出会い。〈協会〉へ〈アストラル〉をねじこませたとき。社員がそろって依い頼らいを解決していた頃。〈螺旋なる蛇オピオン〉の魔ま法ほう使つかいを助けられなかった悔恨。


　そして、〈幽ゆう霊れい屋や敷しき〉の事件。


（…………）


　幸せな記憶も、辛つらい記憶も、何にも代え難がたい思い出たちだ。


　そのどれにとらわれても、司という個性は集合無意識に溶とけ込んでしまうはずだった。


　しかし。


　そのすべてをありのままに想いながら──司はとらわれない。


（…………）


　無色、というのが近いだろうか。


　ありながら、あるのでもない。あるのでもなく、ないのですらない。色という概がい念ねんはそこに成立せず、しかしただ色がないわけでもない。


　ただ自然に、すり抜ぬけていく。


（…………）


　それは、本来魔法使いたちが夢見ながら、彼らですら届かない境地だった。


　魔術のためには適切でありながらほとんどの者が辿たどり着けず、悟さとりのためには不適切で打ち捨てられた、古い古い技術。


　やがて。


　この場において、それはどんな時間を指す言葉であったか。


　一秒とも一日とも一年とも百年とも──遥はるかな永えい劫ごうとも思われる時間の果てに、ふと、深海が揺ゆらめいた。





　──【なぜ……来たのです……】





　声がした。


　方角も性別も個性も、何もかもが曖昧な声だった。


　だけど、それゆえに、司の意識は初めてゆるく微び笑しようした。それこそが彼の追い求めてきた声だったからだ。





　──【帰って……ください……】





　光が、見える。


　おそらく、彼がそれなりの労力を使ってつくりあげた出口なのだろう。


　その出口を使えば現実世界アツシヤーへの帰き還かんが可能なことを、司も直感した。


（……おいおい）


　ぼんやりと、思う。


　会話のためとはいえ、それ以上の速度を伴ともなえば、彼の意識は世界に溶け込んでしまう。彼を見つけても、いまだその制約から逃のがれられてはいなかった。


（……あまりふざけるなよ。そんなことのために来たんじゃないぞ？）


　司は、そう意識する。


　もちろん、声に出したわけではない。


　だが、この相手に伝えるにはそれで十分だと、確信していた。


　実際、返事はあった。





　──【契けい約やくは終わりました。私のなすべきことは何もない。ここで溶けゆくのが摂せつ理りというものでしょう】





（……ああ、今のお前はそう言うだろうな）


　司も納なつ得とくする。


　個性を奪うばわれた、影かげ崎ざきという人格の結論。


　彼が地上にいたのは、ただダリウスとの契約に縛しばられたからというだけで、本来ならばすでに消滅していたはずなのだ。そういう意味で、あの〈協会〉の副会長には感謝すべきなのかもしれない。


（……だけどな。俺は、俺の勝手で嫌いやなんだよ）


　ただの、エゴだ。


　自分が気持ち悪いことをそのままで放っておけないという、それだけの気持ち。


　そのエゴのままに、手を伸のばそうとしたときだった。





　──【彼は休むべきにございます……】





　別の声が、混じったのだ。


　とある個性を、司は感じた。影崎にはあるまじきもので、いまだ世界に溶け込む前の、真正の天てん仙せんゆえの性質。


　サタジット。


〈螺旋なる蛇オピオン〉の、〈慈悲ヘセド〉の座セフイラー。


（……お前もいたかよ）


　当然だ。


　影崎はサタジットと融ゆう合ごうして、今や世界に溶け込もうとしている。ならば、たとえ形けい而じ上じようの舞ぶ台たいとはいえ、影崎がいるこの場にサタジットが居合わせるのは必然の理ことわりといえる。





【──私は、自分の生のすべてを、この瞬しゆん間かんに捧ささげてございます】





　サタジットの声。


　彼に残った個性も薄うすれかかっており、影崎の思念と区別するのは困難だった。


　だが、司にははっきりと分かった。


（……ふうん、だから何だよ）


　問う。


　すぐ、答えは戻もどった。





【──私は、私の愛いとし子のため、この最強たる魔法使いだけはこの場で連れて行かせていただきます】





　刹せつ那なに、異変は起こった。


　深海を蹂じゆう躙りんする強きよう烈れつな渦うず巻まきが、司の身体からだをねじ曲げたのだ。もう少し、ほんの少しでも余計に力がかかれば、彼の魂こん魄ぱくなど、いともたやすく崩ほう壊かいするのだろうと、嫌でも理解させられた。


　その嵐あらしの強烈さは、天仙たるサタジットの力でもあるのだろう。


　非想非非想の技術によって個我を保っているとはいえ、所しよ詮せん司は魔法使いではない。


　その嵐に対たい抗こうする術すべなどない。強ごう引いんに吹ふき飛ばされてしまえば、ただ枯かれ葉はのごとく舞まい散るのが定めだ。


　だけど、


（……ああ、はいはい）


　と、嬉うれしそうに、彼は笑った。


　その笑えみで、渦巻きとは別に深海が揺れ動く。感情を表出したことで、非想非非想にほころびが生じ、集合無意識の海は司の魂魄をとらえようと動き始めたのだ。


（……確かに、お前は百年以上を捧げてきたんだろうよ。対して俺は、たった十二年だ）





　──【分かるならば、ここで帰還すべきです】





　これは、どちらの声だったろう。


　この瞬間も、両者はどんどん融合を深めている。


　一体化し、世界に溶け込もうとするサタジットと影崎の違ちがいは、余人には理解できぬ。


　それでも、司は確信とともに告げる。


（……でもよ）


　と、伊庭司は否定した。


「大事な息子を死ぬほど可愛かわいがってやりたいとかさ──その時間を全部歯は嚙がみして耐たえた十二年だ」


　口を、開く。


　物理的な現象を無視して、深海に流れる声。


　もはや非想非非想など打ち捨て、伊庭司は叫さけぶ。


「勝手に比べんな、魔法使い！」


　その声に押されたごとく、渦巻きが搔かき消え、深海からの波動が殺さつ到とうした。


　自分たちの中に紛まぎれ込んだ異物──司をとらえようと、集合無意識の繰くり出した波が、サタジットの渦巻きを結果的に打ち消したのだ。


　たちまち、司の身体が波の内側に消失する。


　最初から幻まぼろしだったかのように、無数の泡あわとなって伊庭司が散さん華げしていく。


　だが。


　次の、瞬間だった。


　泡の内側から、ありえぬ光が発したのだ。





　──【何が……】


　──【今のは……】





　融合しかけていたふたりの天仙が、バラバラに問う。


　動どう揺ようが、ふたりを初めて引き裂さいた。


　そして、


「てめえは……ホント、最初から態度悪かったよな……」


　泡を纏まとって、司は切れ切れに言う。


　最初。


　影崎とヘイゼル・アンブラーに、伊庭司が出会ったとき。


　あの頃ころも、名前は影崎だった。


　性格自体は今の影崎とは大違いであったが、もともと彼は魔ま法ほう使つかいを罰ばつする魔法使いであったのだから。そうでなくても、ヘイゼル・アンブラーを追える者など、ほかにそうはいなかったろう。


　その事件に偶ぐう然ぜん巻き込まれ、司は魔法という存在を知ることになった。


　自分に届かないものを、知った。


「だからって……それを無理矢や理りスカウトしようとする俺もな……」


　結果として、彼は使えもせぬ魔術を根底から学び、ユーダイクスを修復する。


　それから、ヘイゼル・アンブラーと影崎をともに口説いたのだ。まともに考えれば、請うけ合うはずもないスカウトに、なぜかふたりは応じた。


　伊庭司という人格と理想に、彼らも何か共感することがあったのか。


「わざわざ名前まで変えてさ……」


　呻うめくように、言葉は続く。


　柏原代だい介すけ。


　そんな風に名乗って、彼は〈協会〉を離はなれた。


　それが本来の名前なのか、偽ぎ名めいなのかは司も知らない。魔法使いを罰する魔法使いをやめたことのけじめなのかもしれないし、単純に恨うらみを買った相手に追われるのが嫌だっただけかもしれない。


　ただ、ソフト帽ぼうから覗のぞく顔が爽さわやかで、それだけで良いと当時の司は思っていた。


　ここから、〈アストラル〉は始まったのだ。





【……何をいちいち……】





　その間に、再び深海に波が生じた。


　いかなる術で司が先の攻こう撃げきを防いだかは分からないが、それだけで取り込まれるのを防げるほど、集合無意識の深海は甘くない。時間の概がい念ねんなど希き薄はくにしか存在しないこの舞台においては、数百回にわたる攻撃も須しゆ臾ゆの出来事にすぎない。


「簡単だよ」


　その波を前に、司が懐ふところから小さな品を取り出す。


　現実の肉体とも霊エーテル体ともつきかねる今の司に、それでも付ふ与よされてきた呪物フエテイシユ。


「そんなお前が……勝手に人の息子むすこを助けて……勝手にいなくなりやがったから……こっちもいろいろ迷めい惑わく被こうむったんだっつうの……」


　司にとって、それが一番の動機。


　自分にとって一番大切なものを、思いもかけなかった方法で助けられてしまって、だからこそその恩を返さずにいられなくなった。方法がなかったのなら諦あきらめもついたが、迂う闊かつにも伊庭司は魔術について知りすぎていた。


　ヘイゼルにしか打ち明けなかった、伊庭司の理由。


　十二年姿をくらませた、その真実。


　だから、





「てめえは、こいつを、喰くらいやがれ──っ！」





　握にぎりしめた拳こぶしから、赤光が零こぼれた。


　紅あかい種。


　いつきから奪ったその呪物フエテイシユが、司の身体に反応した。それは、魔術円であり、法円であり、数式であり、無数の術式であった。


　司の魂魄から、無数の術式があふれ出たのだ──！





　　　　３




　停止していた巨きよ人じんに、かすかな動きが生じた。


　まるで、突とつ然ぜん体内で異物でも生じたかのような、不自然な動きだった。


　それを見み逃のがさず、いつきは叫んだ。


「──アディリシアさん！」


「ええ！」


　少年の呼び声に、アディリシアがそれに従う。


　魔神と融合した身体が、魔術よりも魔的な現象をつくりだす。





「七十二の軍団と」





　少女の美しい声が、夜空に響ひびいた。


　ひとつひとつの分子を震ふるわせる、呪じゆ力りよくのこもった声こわ音ね。少女自身の命を歌うように、黄金の髪かみが広がった。





「十八の悪あく霊りようを従える女王の権けん威いをもって、定義する──」





　少女の手が、魔神のそれへと変わる。


　アスモダイ。


　至高の四柱たる女王のそれは、たとえ鱗うろこや獣じゆう毛もうを帯びていたとしても美しく、おぞましく──その手を取った少年とともに、ふたりが走り出した。


　いいや、飛んだのだ。


　アスモダイと同一化したアディリシアの身体は、その背中から蝙蝠こうもりの翼つばさを生やしたのである。もはや少女にとって空は見上げるべき場所ではなく、自らの統すべる領域だった。


　その片手で引き上げられ、少年も飛ぶ。


　右目へ、もう片手をやった。


　コンタクトレンズを剝はぎ取ると、瞳ひとみからアカイロが零れた。


　巨人へ近づきながら、少年は計測する。妖精眼グラム・サイトの力の多くを失った少年が、それでも編み出した方法。精度も範はん囲いも以前より大おお幅はばに下落したゆえに、今はぎりぎりまで接近することで、その低下を補おうとする。


　叫んだ。


「回かい避ひ！　三時方向、斜ななめ下に回り込んで！」


　その言葉に反応したアディリシアの頭上を、暴風が荒あれ狂くるう。


　巨人が、突然手を打ち振ふったのだ。


　本来物理的現象を起こさないはずの霊エーテル体なのに、これだけの風を巻き起こしたのは、もはや巨人の霊れい的てき密度が魔法使いにとっても常識外れなためだろう。直撃していれば、肉体だけではなく魂たましいから打ち砕くだかれる。魔神と融ゆう合ごうしたアディリシアでさえ無事ではすむまいと思われた。


「横よこ殴なぐり！　今度は十時方向、右に捻ひねって！」


　再び、言った通りの横殴りが襲おそいかかる。


　翼が羽ばたき、アディリシアと少年の身体からだが中空で舞まう。


「…………っ」


　旋せん回かいしながら、アディリシアは唇くちびるを嚙かんだ。


　少女の唇は、紫むらさき色いろに変じていた。


　いまだこの魔神の身体を制せい御ぎよできているわけではない。むしろ、ほんの少しでも気を抜ぬけば、自分も魔神もまとめて崩ほう壊かいする。あるいは、オズワルド父が最後になりはてたような汚お泥でいと化してもおかしくない。


（私は……）


　私とは、誰だれだろう。


　融合したこの身体と精神こころは、自我アイデンテイテイの安定さえも許さない。規模は違ちがえど、目の前で融合した天てん仙せんの巨人も同じだろう。


　気高くあろうとする魂すら、今のアディリシアには許されない。


　ぎゅっ、と。


　その手が、強く握られた。


「…………ぇ」


　自分の恐きよう怖ふを知っているかのように、少年の手が一ひと際きわ強くこちらを握り返したのだ。


　もっとも、アカイロの瞳は巨人を見み据すえたままだ。だからきっと、自分の恐怖を知ったのは、眼めではなくて心なのだろうと、アディリシアは思う。


「……アディリシアさん、いい？」


　少年が言う。


　こちらを気き遣づかうのと、これからの覚かく悟ごを、半分ずつぐらいに込こめた訊きき方だった。


　だから、唇をほころばせてしまった。


　それから、


「……あなたも、十分にずるいですわね」


　少年が父親を評した言葉を、口にしてみる。


「え？」


「いいえ、何でもありません」


　かぶりを振った。


　そんな相手についていこうと決めたのは自分だ。


　空気を裂さき、神しん道とうの結界を破って暴れ出した巨人の隙すきをかいくぐる。伊庭いつきの指示のまま、アディリシア・レン・メイザースは夜空に舞う。


「二時方向、十五メートル先！　斬きって！」


　その声に、少女の身体は応こたえた。





「我は定義する──すなわち、我こそは至高の刃やいばなり！」





　まさしく、それは刃であった。


　おぞましい魔神の手が、その声音とともに霞かすんだ。


　次の瞬しゆん間かん、少女自身の数倍はあろうかという鋭するどい刃と化したのである。飛ひ翔しようの速度と回転を足して、身体をぶつけるようにしてアディリシアは振り抜いた。


　巨人が、震えた。


　仮にも天仙ふたりの呪力が凝ぎよう集しゆうした身体は、魔法使いを罰ばつする魔法使いといえども、傷つけるのはほぼ不可能という域に達していた。それこそ神域と言っても大げさではない、現代ではありえない霊的加護。


　だが。


　それほどの霊的密度を、アディリシアの刃は切り裂いた。


　至高の四柱の刃が、いつきの妖精眼グラム・サイトの指揮のもと、最も霊的加護の薄うすい部分を傷つけたのである。


「今！」


「はい！」


　新たないつきの言葉に応えたのは、別の少女だった。


　巨人の傷口。


　そこから、とある少女の影かげが、飛び込んだのだ。





　　　　＊





　少女は、平へい凡ぼんな生まれだった。


　平凡な生まれ、だったのだろうと思う。


　残念ながら、幽ゆう霊れいとなってからしか少女の記き憶おくは存在しない。かつて自分が居住していた病院には彼女の記録は残ってなかったし、それらしいことを知っている患かん者じやや医者も見あたらなかった。


　だけど、そうでなくても、特筆するような要素が自分にあるとは思えない。平凡というのもおかしいが、かなりの長い間、自分は単なる幽霊だったのだ。


　それが、たまたま魂喰いソウルイーターなどという邪じや法ほうに取り込まれ、いつきの手によって助けられた。以降、〈アストラル〉の社員になって、いくつかの能力──騒霊現象ポルターガイストや顕現現象アポートを修めるに至る。


　でも。


　その能力にしても、きっと自分が特別だからじゃない。


（多分……）


　と、黒羽まなみは思う。


（多分……アストラルのそばにいたから……）


　この場合の、アストラルとは結社の名だけではない。


　竜りゆうの、アストラルのことも含ふくむ。


　布留部市に流れ、紅あかい種を育はぐくんできた霊脈レイラインの最も重要な霊地──〈アストラル〉の事務所に黒羽はずっと住んでいたからだ。


　その呪力によって平凡な少女の霊エーテル体は影えい響きようされ、やがて魔ま術じゆつにも似た能力を開花させることとなったのである。霊脈レイラインに影響されて、近くの生物が変へん化げすることは、魔ま獣じゆうや日本の〈おに〉などいくつか例があるらしいが、これはずいぶん後に知らされたことだ。


　ただ、きっとこれは恩おん恵けいなのだろうと思っている。


　無力で平凡な自分に、かつては神とも崇あがめられていた霊脈レイラインが、ほんの気まぐれで与あたえてくれた恩恵──それはきっと、同じ霊脈レイラインに居を構えている、同じ名前を持つ魔術結社を守るためだ。


（だから、私は……）


　少女は、潜もぐっていく。


　潜っていく。


　本来、非想非非想でもなければ耐たえられない巨きよ人じんの内側。


　霊脈レイラインから力を与えられた少女の霊エーテル体は、同質の力によって成立している巨人にも、ほんの少しだけ耐たい久きゆう性があり──しかし、その程度の加護には何の意味もないとばかりに、人魚姫ひめの童話のごとく、少女は泡あわと化していく。


（お願い……）


　泡に溶とけていく手を、黒羽は伸のばす。


（お願い……！）


　祈いのる。


（誰か、助けてあげて……！）


　自分の身体など顧かえりみず、ただ一心に祈る。





（誰でもいいから、あの人を助けてあげて……！）





　無力で平凡な少女は、誰よりも平凡な──個性という個性を奪うばわれた、最強の魔法使いへと手を伸ばす。





　　　　＊





（糞くそ……足りないか……?!）


　司は、伸ばした手が届かず、がくがくと震ふるえ出すのを感じた。


　今も、大量の術式が司の魂こん魄ぱくからあふれ出している。その途と轍てつもない術式に、紅い種が呪じゆ力りよくを与え、この集合無意識の海で意味をなさしめている。


　これらの術式は、司の魔術ではない。


　魔法など、彼には使えないのだから当たり前だ。


　ただ単に、紅い種を利用して、ここに持ち込んだ術式へ呪力を通しているだけだ。ジェイクが使っていた混こん沌とん魔術と、基本的な原理は変わらない。あえていえば、ジェイクと違って司には魔術の血統が流れていないため、これらの術式にはもっと別のやり方と──代だい償しようが必要となった。


　魂が。


　これらの術式は、司が魂魄に刻んだ術式だったのだ。


（ふざけんな……あれだけ痛い思いをしたんだっつうの……！）


　つまりは、心霊治ち療りよう。


　十二年前の事件の直後、司は最初の三年、世界中をまわって、数々の術式を自らの霊エーテル体に刻んできたのだ。ある意味で、魔法使いでない彼だからこそ、可能なことだった。もしも魔法使いであれば、呪波干かん渉しようを起こして、たちまち絶命していたことだろう。


　そして、九年間を瞑めい想そうしつづけた。


　その時間は非想非非想を修得するための時間でもあり、刻んだとは言いつつ──その実は傷ついたの裏返しでしかない、魂魄を癒いやすための時間でもあった。


　この十二年は、伊庭司にとっての必然だった。


　紅い種を得ることも。


　影崎の最後の契けい約やくに立ち会うことも。


　はたして、自分が瞑想から回帰するのが間に合うのかどうかは分からず、だからこそ焦あせる自分を糧かてとして、禅ぜんの境地まで至って見せた。


　たったひとつ、息子むすこが絡からんでしまったこと以外は、計算通りだったと言ってもいい。


　だから、


「届け……！」


　司は、呻うめく。


　一秒ごとに、十数個の術式を蒸発させながら、なおも手は虚こ空くうを摑つかむ。この巨人の中ちゆう核かくたる相手は、こちらへと存在を悟さとらせない。


　現実に戻もどることなど、相手は望んでないのだから当然か。


「届け……！」


　呻く。


　その表情が、小さく歪ゆがむ。


　魂魄に刻んできた術式が解放されるのは、つまるところ古傷が開いているのと変わらない。無数の術式によって無数の古傷を開くことは、そのまま彼の魂魄を衰すい弱じやくさせる。この刹せつ那なにもおびただしい精気オドを鮮せん血けつのように流出させながら、なおも司は手を伸ばし続ける。


（て、めえは……！）


　そのときだった。





　──【誰だれか、助けてあげて】





　新たな声が、聞こえたのだ。


　少女の声だった。長い黒くろ髪かみを、司は意識した。


　この場において、声こわ音ねも姿形も現実でのそれを再現するとは限らない。


　しかし、司はその声を知っていた。


　黒くろ羽はまなみ。


〈アストラル〉の幽霊課正社員。





　──【誰でもいいから、あの人を助けてあげて】





　その声で、


（…………っ！）


　初めて、手て応ごたえがあった。


　揺ゆらぎを感じた。ずっと無反応だった巨人の体内で、少女の声を聞いて、確かに小さな意識が揺れ動いたのを。





　──【影崎さんを、助けて！】





（おおとも！）


　快かい笑しようとともに、司は拳こぶしを思い切り突つき出す。


　残った術式を残らず解放。身体中の血液を振ふり絞しぼる覚かく悟ごで、全術式を稼か働どうさせる。


　一番奥の術式を、司は意識した。


　かつてヘイゼル・アンブラーが刻んだ術式。霊脈レイラインを第三団サード・オーダーになさしめる禁きん忌きをもって、世界に溶けたはずの人格を取り戻すための、影アンブラーの秘法。


　紅い種に込こめられた呪力が、ありったけ引き出されるのを感じる。


　この術式を起動できるのは、そこらの霊脈レイラインを積み重ねたほどの呪力を持つ紅い種のみ。


　思い切り、歯を剝むき出す。


　何もかもを、何もかもの思いを託たくして、何度でも手を伸ばす。





【──その魔法使いだけは、帰すわけには──】





　サタジットの思念を、司の手から発した術式が打ち破る。


「帰れええええええええええええ！」


[image: ]


　伸ばした指先が、確かに触ふれた。


　それを


　摑み上げる──！





　　　　＊





　遠く。


　遠く、声がした。


　まるで世界の彼方かなたから聞こえるかのような、遠くか細い声。


「……影崎さん……！」


　少女である。


　長い髪の、少女であった。


「…………」


　その少女を見つめているのは、ひどく虚うつろな顔をした男だった。すでにこの世界においても消える寸前で、ただ意識の残ざん骸がいだけが深海を漂ただよっているのであった。


　なのに。


　少女の声だけは、届いた。


　届いてしまった。


「影崎さんは、ずっと苦しかったかもしれません……！」


　こちらへ届くその声は、どうしようもないぐらい、陳ちん腐ぷで浅せん薄ぱく。


　もはや通常の輪りん廻ねからは切り離はなされようとしている影崎にとっては、無む縁えんな概がい念ねん。いくら届こうとも、彼にとっては関係がないはずだった。


　ただ、吹ふき抜ぬけていくだけの思念。


　この深海に渦うず巻まく、幾いく多たのそれと同じ──


　同じ──


「でも！　あたしは嫌いやです！」


　少女が、言う。





「それでもあたしは！　影崎さんが消えたりしたら嫌です！」





　まるで、心をぶつけるように。


　霊エーテル体となった自らのすべてをぶつけるように、黒羽が言う。集合無意識の海に混じった幾多の「誰か」ではなく、あなたに言っているのだと。


「あたしが！　黒羽まなみが！　嫌なんです！」


　不意に。


　イメージが、生じた。


　少女の告げた名が、消えかかった影崎の内側に像を結んだのだ。もはや溶とけ込むしかない影崎という残骸にとって、それは最後に残された記き憶おくだったかもしれない。


「私、は……」


　乾かわいた唇くちびるが、人形のように動いた。


　それは、彼にとって、ほんのかすかな揺らぎ。本当に些さ細さいな、本来であれば気にすることもないはずの、木の葉が川の流れに乗ったほどのこと。


　しかし、今だけは違ちがった。


　何かが、破れた。





「帰れええええええええええええ！」





　伊庭司。


　無限でもあり零ゼロでもあった距きよ離りを超こえて、その指先が影崎を撃うち抜く。


　術式が、打ち込まれる。


「────っ！」


　瞬しゆん間かん、消えゆく残骸は震ふるえた。


「これ、は──？」


　言いかけたときには、すでにその術式を理解していた。


　まさしく、秘術であった。第三団サード・オーダーをつくるため、アンブラーの一族がずっと伝えてきた秘術の応用。霊脈レイラインに散さん華げした幾多の無意識と、結社に属する魔法使いたちから、人格の欠片かけらを拾い集め──ひとつの人格を構築するための術。


　応用とは、欠片の属性を固定していることだ。


　つまり。


　かつての影崎の──柏原代介の人格を──霊脈レイラインからその術式が検けん索さくし、収集する。ほとんどひとつの生き物ともいえる高度な術式は、拾い集めた欠片をさらに分ぶん析せきし、消えかかった残骸を核にして再構築する。


「…………っ[image: 〓]」


　まるでパズルのように、欠片が組み込まれていく。


　かつて世界に奪うばわれた彼の個性が──雪崩なだれのように戻っていく。





　　　　＊





「巨きよ人じんが──」


　タブラ・ラサが、夜空を見上げた。


　ある意味で天てん仙せんと同じく、世界につながった存在──第三団サード・オーダーであるがゆえ、その異変に一足早く気づいたものだろう。


「消えた──?!」


　続けて、穂波も一瞬、気をとられる。


　ずっと天空から地表を圧あつ迫ぱくしていた巨大な呪じゆ力りよくの塊かたまりが、突とつ然ぜん消え失うせたのだ。周囲の呪力の状態は、行使する魔ま術じゆつにも大きな影えい響きようを及およぼすため、彼女がその変化を気にしたのは当然のことである。


　ましてや、魔法使いを罰ばつする魔法使いになってからでも、最大最強といえる敵との戦いにおいて、精神的な疲ひ労ろうはもはや限界に達していた。


　ゆえに、これは責められぬ。


　これほど異質な状じよう況きようにおいて、またその変化を利用することにおいて、幾多の修しゆ羅ら場ばを越こえてきた女吸きゆう血けつ鬼きを凌しのぐ者はいない。


　コンマ数秒にも満たぬ隙すきに、ツェツィーリエは新たな金貨を摑つかみ上げたのだ。





「汝なんじは嵐あらし！　汝は雹ひよう！　汝は災わざわい！　されば喰くらえ、ハガラズ！」





　[image: ]（ハガラズ）


　ツェツィーリエが最も得意とする、災さい厄やくの術式。


　吸血鬼化して大おお幅はばに増強された呪力を乗せ、穂波の周囲につくりだされた魔風は七つ。いずれも最初より遥はるかに大きく、動きを止めた少女へと猛もう烈れつな勢いで迫せまった。


「しま──っ」


　穂波が、振り返る。


　この魔風は自動射出のヤドリギではいなせない。かといって、ミストルティンの槍やりで切り裂さくには少女の体勢が崩くずれている。身体からだの一部でも持っていかれれば、もはやこの女吸血鬼に抗あらがう術すべはない。


（もらった──！）


　ツェツィーリエは、確信の笑えみを浮うかべた。


　極限の戦いを制した自負が、女の胸を満たす。ここまで自分に追いすがった敵手から啜すする血は、いかに甘いだろう。


　その想像と裏腹に、油断せず穂波の一挙手一投足へ集中する。


　自らの残ざん虐ぎやく性や嗜し好こうと切り離して、相手を冷静に観察できることこそ、女吸血鬼の本領だった。このとき、ツェツィーリエのすべての集中力は、強敵たる魔女へと引き寄せられていた。


　引き寄せられて、しまった。


　刹せつ那な。


　物もの陰かげから、小こ柄がらな影かげが飛び出したのだ。


　穂波にも、ツェツィーリエにも、認にん識しきしきれなかった影。


　その姿に、ふたりとも不意をつかれた。





「変生せよ！　変生せよ！　変生せよ！」





　その、呪文スペル。


　頭より被かぶった、腐くさった液体。


　コートと手て袋ぶくろを打ち捨てた身体から、獣じゆう毛もうがざわついた。三種のルーン──[image: ]（スリサズ）[image: ]（イーサ）[image: ]（エフワズ）──すなわち神力のルーンをもって、人間を別のモノへと貶おとしめる術式。





「意味を成して、我を喰らい、すなわちルーンの礎いしずえとさせよ！」





　この術を行使しうるのは、ツェツィーリエのほかにはただひとり。


「──なんで！」


　穂波は、動けなかった。


　タブラ・ラサは、今も惑わく星せい魔術にその呪力をつぎこみつづけていた。





「汝は始まり！　汝は導く船！　汝は輝かがやける松明たいまつ！　爆はぜろ、ケイナズ！」


「汝は始まり！　汝は導く船！　汝は輝ける松明！　爆ぜろ、ケイナズ！」





　[image: ]。


　かろうじて投げ出した金貨の術式が、同じく火か焰えんのルーン文字に迎げい撃げきされる。


　相そう殺さいする。


　同じ魔術系統であればこそ、同等の呪力や技量でなければ、なおさら起こり得ない現象だった。


　砂さ塵じんから、影が突つき抜けた。


　長い銀の髪かみを振ふり乱して人じん狼ろう化した少年が、月明かりに舞まった。


「オルトヴィーン……！」


　ツェツィーリエと、穂波と、どちらの声だったろう。


　穂波との対たい峙じで体勢を崩していたツェツィーリエの胸むな元もとへ、ひとまわり小さな人狼ヴリコラカスが飛び込む。どしゅ、と重い音が夜気に混じったのは、ほぼ同時であった。


　深々と、少年の手刀が、ツェツィーリエの胸元を貫つらぬいていた。


「……たとえ先せん輩ぱいでも、こいつだけは譲ゆずれなかった」


　女吸血鬼の背中から、狼おおかみのかぎ爪づめが突き出していた。


　その腕うでを伝い、少年の顔へぼとぼとと女吸血鬼の血がこぼれる。


　命を保っていられる量でないことは明らかだった。たとえ超ちよう再生をもってなる吸血鬼といえど、その再生能力自体が異状を来きたしていては、意味がない。


　まして、女を支えていた絶大なる呪力も、今の穂波との戦いで尽つき果てていた。


「オルトヴィーン……」


　茫ぼう然ぜんと、穂波が呟つぶやき、


「は、はは……」


　女は、嗤わらった。


　血ち塗まみれになった唇で、なお嗤った。


「やるなあ、弟で子し」


　本当に嬉うれしそうに、女吸血鬼は言ったのだ。


「あんたに、無理矢や理り刻まれた力だ」


　オルトヴィーンが言う。


　かつてはこの師に向き合っただけで震えが止まらず、ひたすらに逃にげ回っていた少年であった。今も恐きよう怖ふが消えたわけではない。ツェツィーリエの声を聞くだけで、オルトヴィーンは芯しんから氷に漬つけられた気分になる。


　それでも、今は逃げなかった。


　女のかぎ爪もまた、こちらの眼球へ忍しのび寄ってくるのを見ながら、ただ奥歯を嚙かみしめて耐たえていた。


「ツェツィー！」


　タブラ・ラサの叫さけび声が聞こえる。


　穂波は意外な乱入の結果がどうなってもいいように、持ち合わせた魔術を準備する。


「…………」


　ツェツィーリエのかぎ爪が、持ち上がる。


　ゆっくり、ゆっくりと、オルトヴィーンの眼球へ近づいていく。オルトヴィーンも師の鮮せん血けつを浴びるまま、退ひこうとはしなかった。


「逃げないのな、弟子」


「……お前はもう死ぬ。逃げる必要なんかない」


「へえ、そうかよ」


　突然、かぎ爪は花のように開いた。


　女吸血鬼の両手が、オルトヴィーンの頭部をわしづかみにしたのだ。


「お前には、最悪の呪のろいを残してやる……」


　女が嗤った。


「オルトヴィーン！」


　穂波が叫んだ。仮にもツェツィーリエほどの魔法使いが自らの命を代だい償しようとしたならば、どれほど最悪な結果をもたらすか。


　しかし、それも結局は間に合わなかった。


「…………」


　何事かを、女吸血鬼は弟子の耳元で囁ささやいたのである。





　　　　＊





　黒羽が吸い込まれて、数分ほどした頃ころだろうか。


　まるで、霧きりが薄うすれていくようだった。


　巨人が消えていくのを、いつきたちは見た。夜空を覆おおっていた雲が晴れるのにも似て、ずっと身体を縛しばり付けていた重圧がほどけていく。


「あっ！」


　いつきが、顔をあげる。


　巨人のもともと胸あたりだった空間から、落ちる人影を見つけたのだ。


「父さん……っ！」


「私が！」


　アディリシアが、飛んだ。


　魔神の翼つばさが羽ばたき、男の身体を受け止める。


　蒼あお白じろく染まった顔色に、少女は自らも危あやうい身体ながら、息を詰つまらせて呼びかけた。


「お父様！」


「やあ、可愛かわいい子にそんな呼び方されると困っちゃうなあ」


　普ふ通つうに、返事があったのだ。


　かっと赤くなったアディリシアの美び貌ぼうを、にまにまと笑って司は眺ながめた。


　どうやら、落下途と中ちゆうで意識を取り戻もどしたらしかった。もっとも、顔色自体は蒼そう白はくなままで変わってなかった。


　柔やわらかく着地したふたりを、ぎゅっと自分のスーツの胸を摑んで、少年が迎むかえた。


「父さん……！」


「んーん、生いき恥はじ晒さらしちゃってるかな？」


　息子むすこと三度目の対面を果たし、司は鼻の頭を搔かいた。


「伊庭殿どの！」


「主マスター！」


　ついで、いつきの背後から、隻蓮とユーダイクスも駆かけ寄ってきた。


　僧そう侶りよの頭を押さえつけるようにして、まずインバネスの錬れん金きん術じゆつ師が声をかけたのだ。


「主マスター！　お身体に不調は！」


「そ、そうでござる。伊庭殿、あの術式を使ったのでござろう！」


　分厚い手を押しのけて、隻蓮もがばっと顔をあげた。


「…………」


「……にあ？」


　ひとり、猫ねこ屋や敷しきは黙だまったまま、眼鏡めがねの弦つるを押し上げていた。


　代わりに、玄げん武ぶがふとましい首を持ち上げて、小さく鳴く。残った三匹びきは青年を慰い撫ぶするように、足あし下もとへ身体からだをこすりつけた。


「なんだよなんだよ、みんなして！　人のことを死にかけ老人かなんかだと思ってるんじゃねえの」


　対する司は──軽口こそ叩たたいているが、実際そんな状態でないのは明らかだ。


　眼めは落ちくぼみ、肌はだは土気色。アディリシアによりかからなければまともに立っていられないのは、今も膝ひざががくがく震ふるえているのを見れば分かる。


　だけど、だからといって、誰だれも引き留めなかった。


　魂たましいを削けずるほどの仕事を、ひとりの男が成しえたのに、その喜びを嚙みしめる機会を奪うばうわけにはいかなかった。


　まして彼にはもうひとつ、やるべきことが残っていたから。


　息子との対話が。


　そして──少年は口を開いた。


「……父さんは、あの中で紅あかい種を使った？」


「ああ。すまんね。使い切ったらしいよ。これでお前の始めた大魔術決闘グラン・フエーデもご破算かね」


　司が手の平を示す。


　指の隙すき間まからさらさら……と砂がこぼれ落ち、風に乗って飛んでいった。おそらくその砂が、もともとは紅い種であったものなのだろう。


「…………」


　一いつ瞬しゆんだけ、いつきはその行方ゆくえを眼で追って。


　かぶりを振った。


「ご破算にはならないよ。賞品が消えたからって、もうどちらの陣じん営えいもこの決けつ闘とうを破は棄きしたりしないもの」


「そりゃそうか」


　司が笑う。


　それから、思い出したように、言葉を続けた。


「十二年の内、最初の三年はあちこちめぐってさ。霊エーテル体に直接術式を刻んでたんだよ。まあ、あれだ。心しん霊れい治ち療りようってやつ？　あれで他人の霊エーテル体をあちこち移植してたわけ」


「それ、って……失しつ踪そうしてたときの？」


　いつきは、言葉を止める。


　オルトヴィーンの皮ひ膚ふと同じだ。


　少年の身体が、他人の皮膚移植によって幾いく多たのルーン文字を刻んだように、伊庭司は他人の霊エーテル体を移植していた。それによって魔ま法ほうを使えない魔法使いはこの一度きり、魔法を行使することに成功した。


　きっと、ほかの誰も、完全には理解できない代償によって。


「残り九年間の瞑めい想そうは、非想非非想のついでに、その移植の拒きよ絶ぜつ作用を落ち着かせる意味もあったんだがね。おかげでもうボッロボロ。だいたいそこまでして移植した術式も、ほぼすべて今の一回で使い切ったっての。どんだけ効率悪いんだ魔術。そりゃ科学に抜ぬかれるっつうのよ」





「……ですが、そういう魔術が良いんでしょう。あなたは」





　傍かたわらから、声がかかった。


　司が振ふり向き、ほんのわずかだけ表情をほころばせそうになってしまって──その代わりに、ぐいと唇くちびるを歪ゆがめた。


「馬ば鹿か社員か」


　影崎であった。


　しかし。


　すでに、影崎ではなかった。


　隣となりの霊エーテル体に肩かたを抱だかれて──より正確にはそうしたカタチをとった騒霊現象ポルターガイストによって──男はよろけながらも立ち上がっていた。


「そーだよ。惚ほれた弱みだもんよ。効率悪かろうが、役に立たなかろうが、自分では全然使えなかろうが、俺はそういう魔術が好きなんだよ。つか、俺がいない間に、なんでモテてんだお前」


「ははあ。まあ、真面目まじめに仕事してましたから」


「は、ふざけんなよこら！　社員のくせに社長よりモテるだと?!」


「いや、ちょっとそんなこと言われても。あなただって、女性によりかかってるのは同じでしょう？　人にだけ要求しないでください」


「これ、息子のとこの女だっての！　一いつ緒しよにすんな！」


「え、あ、え……」


　肩を摑つかまれたアディリシアが、今の言葉でびくんと固まる。


「…………」


　いつきも、眼を白黒させていた。


　影崎がそんな言葉を話すのが、本当に信じられなかったからだ。


　なにより、今の影崎には、こちらの認にん識しきを狂くるわせるかのような欠如がなかった。どこにでもいそうなお人ひと好よしそうな顔ではあっても、確かな彼らしさが発見できた。


　かつての柏原そのままではなくても──影崎とは異なる個性。


「それが……本当のあなたなんですか」


「本当の、と言われるとちょっと困りますね」


　どこから出したのか、ソフト帽ぼうをかぶる。


　かすかにぐらついた肩を、もう一度黒羽が騒霊現象ポルターガイストで支え、尋たずねた。


「おかえりなさい。……あの、何て呼んだらいいですか？」


「柏原でいいですよ」


　そう言って、帽子で目元を隠かくす。


「やはり、困りましたね」


「何がです？」


「ああいや。この十二年ほど、ずっと仏ぶつ頂ちよう面づらをしてきたもので、表情のつくりかたが分かりません。表情筋自体が衰おとろえてるのかもしれませんね」


　何度か、影崎は──柏原は、頰ほおのあたりをいじった。


　その指が止まった。


　唇に、少女の指先がかかっていたのだ。


　両手の指で、唇の両りよう端たんを持ち上げて──笑えみの形にして、黒羽は困ったように微び笑しようした。


「これで……いいんです」


「……そうですか」


「糞くそ、雰ふん囲い気き出しやがって」


　対して司は唇を尖とがらせ、細葉巻シガリロを出そうとして──ぱんぱんとコートを叩いて、一本も残ってないことに気がついた。


「貸しましょうか？」


　影崎が差し出した細葉巻シガリロの箱に、渋しぶい顔をした。


「いらねえよ。健康主義に乗り換かえたんだ。ずっとチベットで瞑想してたんだぞ」


「それはご苦労なことですね。──本当に」


「ああ、性質たちの悪い社員がいたからな」


　ふんと鼻を鳴らして、司がアディリシアの手も離はなし、地面にどっかと座り込む。そう言ったわりに、こっそり一本細葉巻シガリロをがめて、指先でくるくる回したりしていた。


　十二年ぶりの、元社長と元社員の会話。


　柏原と、それから猫屋敷を見上げた。


「──ふたりとも、〈協会〉として、俺を拘こう束そくしなくていいの？」


「はあ。さきほど最後の契けい約やくも打ち切られましたからね。宙ぶらりんの身ですよ」


「紅い種がなくなった以上、あなたを拘束する意味はありませんね」


　こちらは、猫屋敷も片目をつむって応こたえる。


「へえ、だったら──」


　振り向いたところで、司が動きを止めた。


　ぽか、と軽く頰に拳こぶしが触ふれたのだ。


「……ふい？」


「今は、これで許してあげます」


　面食くらった顔の父に、息子が堂々と宣言した。


　いつきは、そのまま視線をあげる。


「柏原さん」


　と、隣の相手へ話しかけた。


「はい」


「後で、訊きかせてください。──昔、僕を助けてくれたときのことを」


「……いいですよ」


　それもまた、ひどく複雑なものがこもった会話だった。


　この二年、影崎という名の魔法使いは〈アストラル〉の敵手に回ることがほとんどであった。そもそも最初の出会いは、長らく実働してなかった〈アストラル〉を解体すべく、〈協会〉のメッセンジャーとして現れたことだった。


　それからも何度となく魔法使いを罰ばつする魔法使いとして、影崎は〈アストラル〉の乗り越こえるべき壁かべであった。今いま更さらかつての恩人だったとか言われて、態度を豹ひよう変へんできるものでもない。


　だけど。


　今は、その因いん縁ねんを振り切って、少年は言う。


「父さんのやることが終わったのなら、ここからは、僕の世代の仕事です」


　自分のやるべきこと。


　自分の責任。始めたことを終わらせるという、少年にとっては当然の在り方。


　遊園地の中央公園を、少年は向いていた。


「……ああ。そりゃそうだ」


　と、頰を押さえて、司もうなずいた。


「まだ、何も終わってねえからな」






[image: ]


　　　　１




　中央公園では、誰だれもが静止していた。


　動く者は、ただひとり。


　毛皮と半ば一体化し、長い髪かみを蛇へびのごとくざわつかせた吸きゆう血けつ鬼きツェツィーリエ。その吸血鬼化現象も次し第だいに鳴りを潜ひそめ、女は恐おそろしくも美しいただの女へと戻もどっていった。


「……は、は、ははは」


　笑い声だけが、夜気に響ひびき渡わたる。


　つい先ほど呪のろいを吐はいた弟子オルトヴイーンの頭を、両手でわしづかみにしたまま、哄こう笑しようする。今にも西瓜すいかのごとく割ってしまいそうな体勢で、女はいかにも嬉うれしそうな笑みを浮うかべて、背後の相手へと話しかけた。


「悪いなあ姫ひめ様。あの自動人形オートマタみたいには護まもってやれなくてさ」


「……ううん。護ってもらったよ」


　タブラ・ラサがかぶりを振ふる。


　その返事が、聞こえたかどうか。


「……ああ、愉たのしかった」


　のけぞったまま、ツェツィーリエは瞼まぶたをつむった。


　胸むな元もとに刺ささった弟子オルトヴイーンの手が、その身体からだを支えていた。


　月明かりの下、弟で子しと師はまるでワルツでも踊おどっているようだった。血と魔ま術じゆつに酔よいしれるワルツは夜の続く限り、終わることはないようにも思えた。


「…………」


　やがて、ゆっくりとオルトヴィーンが手を引き抜ぬいた。


　どさりと音を立ててツェツィーリエが倒たおれ、次の瞬しゆん間かん、女の身体は灰と化していた。生きとし生けるものから呪じゆ力りよくを吸い上げ、殺さつ戮りくの限りを尽つくしていた吸血鬼は死体を残すことさえ許されないのかもしれなかった。


「オルトヴィーン……？」


　穂ほ波なみが、問いかける。


　すると、


「……本当に、最悪の呪いだ」


　オルトヴィーンが、顔を歪ゆがめた。


　今にもさまざまな感情があふれ出してしまいそうな、そんな表情をしていた。


「魔術や……ない？」


「ただの言葉だよ。けった糞悪いだけだ」


　オルトヴィーンは、その言葉を打ち捨てるように、自分の頭を叩たたいた。


　それ以上は口にしなかった。


　穂波も訊かなかった。


「そんなことより、さっさと自分の事情を進めたらどうだ。──〈協会〉だって惑わく星せい魔術を放置するわけにいかないのは一いつ緒しよだろう」


「……そやね」


　少女もうなずいた。


　けして、共きよう闘とう関係というわけではない。だけど、この件に関しては協力できるのも本当だった。


　タブラ・ラサの前へ立つ。


「第三団サード・オーダーがどんな魔術を使うかは知らん。やけど、惑星魔術を維い持じしながら、あたしとやるのは無理なんやない？」


「そうだね。あたしの負け」


　あっけらかんと、タブラ・ラサは答えた。


「でもね。〈螺旋なる蛇オピオン〉の負けじゃない」


「好きに言ってたらええ」


　強がりと判断して、穂波はマントの内側から新たな呪物フエテイシユを取り出した。


　ずるりと、長く伸のびた。


　黒い土を落として、出てきた呪物フエテイシユは小さな樹としか見えなかった。


　これが、少女の切り札だった。


〈生きている杖リビング・ワンド〉。


　ケルト魔術の秘ひ奥おう。単なる木の枝ではなく、生きている樹木をそのまま呪物フエテイシユとする技術。栽さい培ばいはもちろん、生きているがゆえ呪力の取り扱あつかいも困難を極きわめる。持ち運びについてのみ、〈協会〉の技術によって比ひ較かく的てきコンパクトにできたが、これを使いこなせるものは他ほかにいまい。


　霊脈レイラインに直接干かん渉しようするための、少女の切り札。このときのために、フィンとの戦いでも温存してきた奥の手であった。





「我は願うハイル──」





　タブラ・ラサの立つ魔法円のすぐそばへ、その〈生きている杖リビング・ワンド〉を突つき立たてる。





「我は願うハイル──」





　意識を、凝こらす。


　無防備になるが、その間はオルトヴィーンに任せるつもりだった。惑星魔術の打破は〈協会〉も〈アストラル〉も共通の目的である以上、今背中を預けることは甘えてることにはなるまいと考えた。





「我は願うハイル──」





　三度目の詠えい唱しようを聞きつつ、


（これが終わったら……また、敵同士だ）


　ひそやかに、オルトヴィーンは思う。


〈螺旋なる蛇オピオン〉を打破したとて、大魔術決闘グラン・フエーデが終わるわけではない。名実ともに〈協会〉が勝者となり、魔術世界に覇はを唱えるためには、やはり伊い庭ばいつきを打ち倒すしかない。


　すぐにも、穂波とオルトヴィーンは敵同士に戻る。





「我は願うハイル──」





　四度目の、詠唱。


　しかし。


　続く数秒で、少女は表情を変えた。


「──なんで?!」


「穂波……先せん輩ぱい？」


　オルトヴィーンが眉まゆを寄せた。


　かつて〈学院〉の先輩であり、今は魔法使いを罰ばつする魔法使いでもある少女の動どう揺ようが、少年にも理解できなかったのだ。


〈生きている杖リビング・ワンド〉に触ふれたまま、穂波は悲ひ壮そうな声で口にした。


「惑星魔術が……止まらへん！」


「だから、言ったよ」


　タブラ・ラサが微び笑しようする。


　振り仰あおいだオルトヴィーンと穂波へ、〈螺旋なる蛇オピオン〉の女教皇プリエステスは高らかに言う。


「あたしたちの勝ち。〈礎イエソド〉もツェツィーもメルキもサタジットもジェイクも負けたんじゃない。彼らはあたしに勝ちをくれたんだ」


　す、と少女が人差し指を持ち上げる。


　その延長上で、夜空に小さな爆ばく発はつが起こったのだ。


「まさか……」


　オルトヴィーンが目を見開く。


「〈協会〉の……飛行船?!」


　空の彼方かなたで起きた異常事態に息を止め、もう一度穂波が女教皇プリエステスへと振り返る。


「あんたは……っ」


　言葉は、半ばで途と切ぎれた。


　これを千せん慮りよの一失というべきか。いや、たとえ気づいていたとしても止める術すべなどあったかどうか。


「もう、ここの魔法円を維持しなくてもいいからね。──さよなら」


　ゆっくりと、少女の姿はさらに薄うすれていった。


　タブラ・ラサもまた、中央公園から姿を消したのである。
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　それは、布留部市の夜空をずっと遊泳していた。


　プロペラの回る音もなく、気流の抵てい抗こうを不自然なまでに減少させて空を泳ぐ。


　現代の技術だけでは不可能な──おそらくは〈協会〉だけが可能とする、魔術と科学の融ゆう合ごうであった。ほかの結社がそうした品をつくりえぬのは、科学蔑べつ視しの風潮もあるが、根本的な資金や人材のためだろう。


　結果として、魔術でも科学でも探知不能という希け有うなステルス性を、その飛行船は獲かく得とくしていた。必要なときは誰にも見つからぬよう姿を消し、この大魔術決闘グラン・フエーデにおいてすら安全を確保できるほどの性能スペツク。


　大魔術決闘グラン・フエーデの条件である人数制限も、ほぼ自動航行できるこの飛行船には関係なかった。


　しかし。


　地上から遡さかのぼる落らく雷らいのごとき、その槍には無力だった。


　科学と魔術の双そう方ほうで幾いく重えにも張られた防ぼう壁へきが、まとめて突き破られ、飛行船が大きく傾かたむく。この場合、普ふ通つうならそのまま墜つい落らくするところを、いくらか傾かしいだだけでいまだ飛行し続ける技術について、賞賛すべきだろうか。


　直ちよく撃げきしたキャビンの部位は、炎ほのおに包まれていた。


　飛行船を襲おそった術式と魔術の防壁の拮きつ抗こうした余波が、炎となって現出したのである。


　その炎の中で、蒼あおいスーツの壮漢は身じろぎもせず来訪者を見つめた。


「……どうやって、見つけた」


　ダリウス・レヴィが、重く口にする。


〈協会〉の副会長。


　大魔術決闘グラン・フエーデにおける、〈協会〉側の指し手。


　対して、来訪者たる若者は、軽く肩かたをすくめた。


「……サタジットさんは、影かげ崎ざきさんに勝てるとは思ってませんでした」


　静かに、フィン・クルーダは言う。


　炎の中で、枯かれ草くさ色の髪かみの毛が舞まう。


　しかし、一いつ切さいの熱を感じないかのように、若者の顔はただ涼すずやかであった。


「ですが、影崎さんに最後の契けい約やくを許すなら、あなたも影崎さんと糸パスを通さざるを得ない。また、このときならあなたたちでも僕の呪力に気づかない。ふたりもの天てん仙せんが荒あれ狂くるった土地で、まともに呪力を感知できるはずもない」


　つまるところ。


　影崎に対するサタジットは、対抗策であったと同時に、ダリウスを見つけるための囮おとりでもあったということ。無論、ダリウスがどういう戦略をとるかは、大魔術決闘グラン・フエーデ以前に知る術すべはないため、あくまで用意していた策のひとつにすぎまい。


　静かに、フィンは問う。


「クリスタル・タワーの逆になりましたね。不意打ちされる気分はどうですか？」


　ゆっくりと、歩み寄る。


　広いキャビンに置かれた豪ごう奢しやな家具や絨じゆう毯たんが、次々と炎に巻かれていく。その炎を踏ふみつけてやってくる若者は、まさしく妖よう精せいのようだった。


　右手にありしは、ミストルティンの槍やり。


（何をやった……？）


　ダリウスが、思考する。


　フィン・クルーダの実力はよく知っている。


〈螺旋なる蛇オピオン〉の中でも最も恐おそるべき相手と認にん識しきしていたのは、まさしくこの若者にほかならない。だが、だからといって、今の飛行船の防壁をまとめてぶち抜ぬくなど、たやすくできるはずもなかった。


　内部からならともかく外部からの破は壊かいとなれば、それこそ天仙か第三団サード・オーダーに匹ひつ敵てきする呪じゆ力りよくが必要なはずなのだ。いかに妖精眼グラム・サイトを持つフィン・クルーダとはいえ、それほどの魔ま力りよく強度をどうやってひねり出した？


「どうします？」


　槍が持ち上がる。


　切っ先が、炎を映す。


　それに反応したのは──ダリウスではなかった。


「く、くくく、く、来るな！」


　壮漢の背後に隠かくれていた小太りの男が跳はねて、首元にかかった鏡を掲かかげた。


　鏡魔術リートウス・スペクルムを操あやつる、魔法使いを罰する魔法使い。


　ギョーム・ケルビーニ。


　続けて、扉とびらの向こうに隠れていたチャイナドレスの女が、姿を現した。


　ギョームの妻・劉芳蘭リウ・フアンラン。





「疾チツ！」





　芳蘭の指が、霊れい符ふを弾はじく。


　斬ざん裂れつの意味をなすその札を──しかし、フィンは迎げい撃げきせずに、逆方向に槍を振るった。


　突とつ然ぜん、そこに霊符が現れて、槍に切断されたのだ。


「────っ！」


　芳蘭が、目を剝むいた。


「……それも通じません。鏡魔術リートウス・スペクルムとの組み合わせはなかなかいい線をいってると思うのですが、呪力だけを見れば一いつ緒しよです。ああ、それでも初見ならひっかかったでしょうね」





「疾チツ！」





　女が、さらに霊符を弾く。


　鳳ほう仙せん花かのごとく、四方八方より襲いかかる霊符の群れ。


　それをフィン・クルーダへと集中させる技量は、魔法使いを罰する魔法使いの名に恥はじぬ。しかもギョーム・ケルビーニが鏡を操ると、さらに霊符の量は増え、部屋を無数の霊符で埋うめ尽つくした。


　本来ならば呪波干かん渉しようで成立しない術式をこなしたのは、夫婦というつながりゆえか。


「メルキオーレは自分の眼球に、自分を破った魔術を記録していました」


　迫せまり来る霊符を前に、フィンが再び言う。


　それは、死霊術師ネクロマンサーたるメルキオーレならではの秘術だったろう。


「あなたたちの魔術もそれで知った。──幸い、僕には扱あつかいやすい魔術でしたよ」


　両目が、光る。


　赤く。


　紅あかく。


　朱あかく。


　妖精眼グラム・サイト。


　そのアカイロに見られただけで、みるみる霊符はその数を減らした。


　鏡魔術リートウス・スペクルムのような霊的加護の低い魔術は、妖精眼グラム・サイトにしてみれば格好の餌え食じきだった。呪力を奪うばうだけであっさりと術式は破は綻たんし、本来の姿を映し出す。


　がくんと数を減らした霊符に、続いてフィンは囁ささやいた。





「──我は命ずるハイル」





「──禁！」





　ミストルティンの槍が、アカイロの弧こを描えがいた。


　妖精眼グラム・サイトの祝福を受けた槍は、たちまち霊符を薙なぎ払はらう。


　ほぼ同時に、チャイナドレスの女は胸を押さえてうずくまったのだ。


「ふぁ、ふぁ、芳蘭！」


　ギョームが、背後を振ふり返る。


　その顔が、たちまち蒼そう白はくとなった。


　女の肩に、ヤドリギが刺ささっていた。今のミストルティンの槍の一いつ閃せんに合わせて、フィンはヤドリギの矢も放っていたのだ。


「芳蘭！　ふぁ、ふぁんら、ん！」


　泣きじゃくって、ギョームは女へ取りすがった。


「大だい丈じよう夫ぶよ、あなた……」


　芳蘭は、夫の頰ほおを撫なでる。


　それから、厳しい瞳ひとみで敵手を見つめた。


「何を持ってるの、フィン・クルーダ……！」


「さて？」


「隠さないで。……今のヤドリギ、私は確かに禁じたはずよ。それをものともしないほどの呪力、どこから持ってきたの？」


　苦しげな息で、それでも強気に言う。


　涙なみだ目めのギョームもぎゅっと唇くちびるを嚙かみしめて、妻を護まもるように立ちはだかった。


　そんなふたりとダリウスをちらりと眺ながめて、


「……これですよ」


　若者は、背中に隠していた手を前に回した。


　その手が抱だき上げていたのは──かつて、死霊術師ネクロマンサーメルキオーレが使っていた呪物フエテイシユと酷こく似じした硝子ガラス瓶びんだった。


　実際、大きさを除けば、同じものだったかもしれない。


　そこには、脳が浮ういていたのだ。


　ふたつの、脳が。
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「…………っ！」


　さしもの芳蘭が呼吸を止め、ギョームは露ろ骨こつに顔をひきつらせた。


　いや。


　脳ではなかった。


　脳そのものと紛まがうほどに縮こまった、それは人間の木乃伊ミイラだった。


　ふたつの身体がつながった──あたかも接つぎ木された樹にも似た姿の、保存液に浸ひたされた木乃伊であったのだ。


「これが……〈螺旋なる蛇オピオン〉の双首領です」


「そうとも」


「そうとも」


　声がした。


　この場の誰だれでもない声は、やはりその硝子瓶からしているのであった。


「私が」


「我らが」


「〈螺旋なる蛇オピオン〉の〈理解ビナー〉の座セフイラーであり」


「〈螺旋なる蛇オピオン〉の〈智慧コクマー〉の座セフイラーである」


　かつて、ツェツィーリエを諭さとした〈螺旋なる蛇オピオン〉の代表の声がこれであった。


「私のご先祖様……というわけか」


　ダリウスが苦笑した。


　かつて、〈螺旋なる蛇オピオン〉の死霊術師ネクロマンサーメルキオーレは〈協会〉との宣戦布告でこう言った。





　──『魔女狩がりを忘れるな』





　そして、いつきはその魔女狩りが歴史上で最も有名だった時期のものではなく、スペインを中心とした異い端たん審しん問もんであったことを証明した。当時現世の権力と結びついていた〈協会〉こそが、自らの一部であった〈螺旋なる蛇オピオン〉を、異端として裁いたのだと。


「魔女狩りを忘れなかったか」


「魔女狩りを忘れなかったぞ」


　双首領は言い募つのる。


　怨おん念ねんのこもった声こわ音ねは、正面からダリウスを捉とらえた。


「……ああ。お前たちは忘れないだろう」


　ダリウスも、認めた。


「かつて〈協会〉の暗部だった〈螺旋なる蛇オピオン〉に何もかもを着せて、知らぬ顔で現世の利益を貪むさぼったのは、他ほかならぬ〈協会〉自身なんだからな」


　過去の、真実。


　魔女狩りによって葬ほうむられた、多くの魔法使いたち。


「問題は、抹まつ殺さつしたはずの奴やつらにアンブラーうちの血統がいたことだな」


　ダリウスが、苦く笑しようする。


　だから、〈螺旋なる蛇オピオン〉にも第三団サード・オーダーをつくる技術が流出した。魔女狩りを生き延びた〈螺旋なる蛇オピオン〉の魔法使いたちは自らの第三団サード・オーダーをつくることで、〈協会〉に対たい抗こうしようとした。


　しかし、〈協会〉と同じようにはいかなかった。


　第三団サード・オーダーの人格は、つまるところその結社に所属する魔法使いたちの集合無意識によって成り立っている。天てん仙せんが個性を無くして世界に溶とけ込んでしまうのと、ちょうど逆の理り屈くつである。


　もともと人格をもたない魔法を魔法使いとするために、〈協会〉ほどの規模があれば十分といえよう。単に人格テンプレートを所属者の無意識から検けん索さくしているだけなので、なんら負担があるわけでもない。


　しかし。


〈螺旋なる蛇オピオン〉は、そうではなかった。


　もとより暗部を務められる魔ま法ほう使つかいなどそう多いはずもなく、魔女狩りを生き延びた魔法使いなどなおさらだった。それでも、魔女狩りの復ふく讐しゆうを果たすため、その意志や組織を維い持じするために、彼らは第三団サード・オーダーを必要としたのだ。


　ゆえに、〈螺旋なる蛇オピオン〉の第三団サード・オーダーは生いけ贄にえを必要とした。人格と呪じゆ力りよくを提供し続ける強大な魔法使いが、複数人柱となることを強要された。


　いいや。


　もともと──タブラ・ラサを除く座セフイラーとは、幹部ではなく、そのための生け贄の名前だったのだろう。アンブラーの血を引く古い魔法使いが選んだ、第三団サード・オーダーのための生け贄の呼こ称しよう。


　その最初期たる九人の内、ふたりだけが現代まで生き延びていたというのだ。


　それが、彼ら。


〈螺旋なる蛇オピオン〉の双首領。


　だが、それでもなお、常に呪力が足りているわけではなかった。


　タブラ・ラサを起動するのは〈螺旋なる蛇オピオン〉にとって無視できぬ事件が発生した場合のみであったし、彼ら自身も長い眠ねむりにつき、タブラ・ラサを必要としない程度の事件には示し唆さを与あたえてきた。


「……長く耐たえたものだな」


　ダリウスが賞賛する。


　彼もまたアンブラーの血と名を持つ者であればこそ、その労苦のほどが身に染しみて理解できたのだろう。


「先祖の名ぐらいは聞いておこうか？」


　その問いに、硝子瓶の双首領は答える。


「名はない」


「すでにない」


「我らは恨うらむもの」


「我らは望むもの」


「復讐の成じよう就じゆを」


「渇かつ望ぼうの成就を」


「魔法使いへの復讐を」


「魔法使いによる創世を」


　強きよう烈れつな感情の照射に、ダリウスが顔を歪ゆがめた。


（これが……呪力のもとか）


　フィン・クルーダが、飛行船の防ぼう壁へきを一いつ蹴しゆうできた理由。


　本来第三団サード・オーダーを維持するための呪力を、双首領はフィン・クルーダに注いでいるのだ。個人ごとに波長が異なるはずの呪力だが、フィン・クルーダの妖精眼グラム・サイトをもってすれば、それを自分と同様に調整することも可能だったのだろう。


「惑わく星せい魔術は、今僕を起点としています」


　フィンが告げる。


　ついさきほどまでタブラ・ラサが稼か働どうさせていた惑星魔術を、今はフィン・クルーダが受け継ついでいるのだと。


「今夜の内にも世界は変わります。科学を信しん奉ぽうしていた人々は、魔法を視みるための真実の瞳を宿すでしょう」


　考えてみれば。


　この惑星魔術にとって、フィン以上に適切な相手はいまい。


　世界中に妖精眼グラム・サイトを与えるにあたって、妖精眼グラム・サイトを持つ取り替え児チエンジリングほどの人選があろうか。


「チェックメイトです。〈協会〉副会長。負けを認めていただけませんか？」


「…………」


　突つきつけられた槍やりに、ダリウスは沈ちん黙もくした。


　そして、


「……いいや」


　否定する声は、ドアからあがったのだ。


　身を硬かたくしたフィンのそばから、どっと炎ほのおが巻き上がった。


　ミストルティンの槍で炎を切り裂さいたフィンの瞳ひとみは、新たな人物を映した。


「道理で、さきほどから惑星魔術への干かん渉しようが空回りすると思った。術者が変わっては、同じ術式では通じんな。──しかも、あれに渡わたされるべき呪力と術式を受け継いだだと？」


「ええ……そうですよ」


　フィンが認める。


　硝子瓶を抱き寄せ、魔ま槍そうを慎しん重ちように構え直す。


　この相手だけは、いまだ予断を許さないというように。


「ならば、君は吾われの敵だ」


　厳おごそかに、黒い少年は告げる。





　もうひとりの第三団サード・オーダー──漆しつ黒こくの肌はだを持つニグレドが、フィン・クルーダの前に立ち塞ふさがったのだ。





　　　　２




「穂波！　オルトヴィーン！」


　中央公園へ駆かけつけたいつきも、すでに異変を悟さとっていた。


　精根を使い果たした司つかさや影崎たちをおいて、この場にやってきたのはいつきとアディリシアのふたりだった。


「伊庭くん、アディ」


　穂波が、そのふたりに振ふり返る。


　ついで、人じん狼ろう化を終えたオルトヴィーンが血まみれの手を拭ぬぐった。


「悪い。ツェツィーリエはやったけど……肝かん心じんのやつは逃にがした」


　誰のことかは訊きかずとも分かった。


　だから、いつきはひどく複雑に顔を歪めて、別のことを訊いた。


「ツェツィーリエは……オルトくんが？」


「……ああ」


　少年がうなずく。


「……そっか」


　ぽつりと言って、いつきはかぶりを振った。


「……ごめん。もっと言うことがあると思うんだけど、思いつかない」


「うるせえ。黙だまってていいんだっつの」


　オルトヴィーンももう一度頭に帽ぼう子しを被やぶりながら、答える。


「あいつはやりたいことをやりたいだけやった。その因果として、ボクはあいつを倒たおすことになった。それだけだろ」


　長い長い旅の終点。


　この少年オルトヴイーンからすれば、自分の家族も魔術結社も滅め茶ちや苦く茶ちやにぶちこわされ、あの女吸きゆう血けつ鬼きに奪うばわれてからの時間。


　あの女吸血鬼ツエツイーリエからすれば、適当に少年を拾って弄もてあそんで飽あきて捨てた──なのに、たまたま〈アストラル〉に所属することが許せなかったとか、ひどく身勝手な理由で再び結び直された因いん縁ねん。


　時間と因縁は、ここに終わった。


　だけど、


「それでも、オルトくんの人生と長く関かかわった相手だと思う。だから……君に何を言ったらいいのか、僕には分からない」


「馬鹿（Dummkopf）」


　いつもの罵ば倒とうを口にして、それでもオルトヴィーンは少しだけ嬉うれしそうに唇くちびるの端はしを吊つり上げた。


　もちろん、その微び笑しようは手の平で隠かくし通したけれど。


「変なこと気を回してる場合じゃないだろ。お前はお前の仕事をかっちりやれよ」


「……うん」


　それから、いつきはもう一度穂波へ向き直った。


「惑星魔術はどうなってるの？」


「稼働してるままなのは確か。多分、起点となるべき何かをほかの誰だれかに譲ゆずったんや。その分進行は遅おそくなってるけれど、どういう理屈かは謎なぞのまま」


　まさしくこのとき、フィンが双そう首領を露あらわにしたのだが、穂波が知るはずもない。


　きっ、と少年の視線が天空へあがった。


「じゃあ、やっぱりあの飛行船まで行かないと……」


　そう、言ったときだった。


「…………ぁ」


　アディリシアが、がくりと膝ひざを折ったのだ。


「アディ！」


「アディリシアさん！」


「……ごめんなさい。少し、疲つかれたみたいですわ」


　優やさしく、少女は微笑した。


　いいや。


　疲れた、などというものではあるまい。


　魔神と人間の融ゆう合ごう自体、本来不可能事なのだ。まして、以前ガラがやったときとは違ちがって準備は不完全な上、扱あつかった魔神は至高の四柱。わずかでも調律セツテイングが狂くるえば、アディリシアなどという器うつわは弾はじけて砕くだける。


「…………っ」


　それが、いつきに分からないはずもなかった。


　妖精眼グラム・サイトという瞳を持つ以上──いいや、たとえそんなものがなくても、伊庭いつきにアディリシアの状態が分からぬはずもない。


　でも、今は。


「ごめんなさい。ほんの少しだけ、ここで休ませてもらいますわ。──イツキは、先に行っていただけます？」


　少年が、沈黙した。


　うつむいて、少女の手を握にぎったままの少年へ、アディリシアはことりと首を傾かしげる。


「イツキ？　だから大だい丈じよう夫ぶですわ。すぐに追いかけます」


「…………」


　それでも、少年は反応しなかった。


　まるで、陸に上がった魚のようだった。突とつ然ぜん呼吸の仕方を忘れたかのように、もう片方の手でスーツの胸を握りしめていた。今や埃ほこりだらけのスーツに何本もの皺しわが寄り、蜘く蛛もの巣にも似て広がっていった。


「……イツキ？」


　少女の声が、はたして届いたのかどうか。


　石像のごとく硬こう直ちよくしていた少年は、握りしめたスーツの皺をさらに増やして、





「……嫌いや、だ」





　ぽつり、と言ったのだ。


「え──」


　小さく、アディリシアが唇を開いた。


　穂波とオルトヴィーンさえ、その言葉に振り返った。


　ひどく苦しそうに顔を歪ゆがめて、石から水を絞しぼり出すみたいに少年が続けたのである。


「……嫌だ！　僕が嫌だ。僕は、アディリシアさんを置いていきたくない」


　それは、初めてのことだったかもしれない。


　この大魔術決闘グラン・フエーデが始まってから──いいや、〈アストラル〉より猫ねこ屋や敷しきと穂波が強制的に派は遣けんさせられてから、いつきが社長としての責務より個人としての感情を優先したことなど、一度もなかったかもしれない。


　なのに。


「勝手だって分かってる。そんなこと言ってる状じよう況きようじゃないのも知ってる。だけど、僕はそうしたくない。アディリシアさんをひとりで置いていきたくない」
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　声が、地面に落ちた。


　魔ま法ほう使つかいの世界を揺ゆるがしてきた少年とは思えぬ、年相応の声だった。


　ずっとずっと少年が隠してきた、もともとの伊庭いつきの声であったろうか。


「あ……」


　その声こわ音ねに、アディリシアも息を止めた。


　普ふ段だんなら、少女も少年を叱しつ咤たしたことだろう。自分の命など考こう慮りよすべきではないと、はねつけたかもしれない。


　しかし、魔神と少女をだぶらせた手は、この一時誰よりも愛いとおしそうに握られていた。たとえおとぎ話のお姫ひめ様であっても、これほど優しく、これほど心を込こめて触ふれられたことはなかろうと思われた。


　だからこそ、少女も少年も動けなかった。


　どちらの想おもいも伝わるからこそ、何も返せなくなってしまった。


　夜気に、ふたつの吐と息いきがこぼれた。月明かりに照らされて、ふたりの影かげは交わっていた。自分たちの肩かたに、自分たちよりも遥はるかに重いものを載のせてきたふたりであった。


　ああ。


　だから、そこに口を挟はさむのが、ふたりを一番知る人間であるのは当然だ。


「──あたしが見てる」


　仕方ないなあ、というように、もうひとりの少女が言ったのだ。


「穂波？」


「あたしがアディを見張ってる。それならどうや？　どうせ〈協会〉としても魔神と融合した魔法使いなんて放置してられへん」


「……それって」


　少年が、瞬まばたきする。


〈協会〉の仕事と言い訳しつつ、それが少女のかけた温情だと分かったからだ。


　アディリシアの状態を外部から制せい御ぎよできるのは、この少女しかいない。ほかに頼たのめる相手など、最初からいないのだ。


「……ありがとう」


「仕事のうちやって言うたやろ。アディも文句ないよね」


「あ……ええ」


「よろしい」


　ぱしんと手を叩たたいて、穂波はむくれたように視線をそむける。


「で、伊庭くんはどうするつもりなん？　飛行船に行くって、ひとりじゃ無理やろ」


「なら、ボクがやる」


　これは、もうひとりの少年が手て袋ぶくろをはめて口にしたのだ。


　オルトヴィーンだった。


「ボクが、連れていく」


「オルトくん」


「アディリシア先せん輩ぱいが動けない間は、ボクがお前を連れていく」


　それは、必ず少女が立ち上がり戻もどってくると、そういう意味を込めた言葉だった。


「お前の行きたいところまで、ボクが連れていく！」


　はっきりと、告げた。


　その宣言が、いつきの顔を叩いた。


「……うん」


　と、少年がうなずいた。


「待ってるよ、アディリシアさん」


　そう、囁ささやいた。


「僕は先に行って、アディリシアさんが来るのを待ってる」


「ええ。行ってくださいませ」


　少女もうなずいた。


　黄金の髪かみが揺れて、少年の手が離はなれる。寂さびしそうに宙にとどまった少女の手を、もうひとりの少女が取った。


　いつきは、振ふり返らなかった。


　駆かけていく。


　オルトヴィーンとともに、駆けていく。


　すべてを終わらせるために、いつきたちが駆けていく。





　　　　＊





　ふたつの呪じゆ力りよくが、飛行船のキャビンに荒あれ狂った。


　飛行船のキャビンとしては広い部屋とはいえ、このふたりの呪力を受け入れるにはあまりに狭せますぎた。構築される術式の余波だけで炎ほのおは竜たつ巻まきとなって、キャビンを燃やし尽つくさんと渦うず巻まいた。





「──我は命ずるハイル」





　再び、フィンが囁く。


　その声に応こたえ、ミストルティンの槍やりが唸うなり、ヤドリギの矢が飛ひ翔しようする。


　しかし、


「無む駄だだ」


　ニグレドの目前で、そのヤドリギが焼け落ちたのだ。


　フィン自らが振るったミストルティンの槍すらが同じほどの距きよ離りで止まるや、火花を散らし、結局若者自らが引くこととあいなった。


　さきほどから、この繰くり返しだった。


　白熱した戦いは、ダリウスや芳蘭、ギョームたちのつけいる隙すきもなく、しかし厳然としてニグレドの有利に進んでいた。


「確かに君は優すぐれた魔法使いであろう。妖精眼グラム・サイトは無比の魔眼でもあろう」


　ニグレドは淡たん々たんと言う。


「しかし、それだけだ」


　フィンが位置を変え、続けざまに放つヤドリギの矢が、散さん弾だんが、次々にニグレドの周囲で弾け飛ぶ。


　ニグレドにとって、それは意識するほどもない現象らしかった。


　ゆっくりと、歩を進める。


　もちろん、炎は霊エーテル体である彼を傷つけるに至らない。


「いかに第三団サード・オーダーを維い持じするための呪力を受け取ろうが、それだけで吾われの相手はできん」


　再び、ニグレドが口にした。


　炎に照り返された黒い手が、ゆっくりと王おう錫しやくを持ち上げる。


「────」


　ニグレドは、何も唱えなかった。


　ただ、その王錫で床ゆかをついただけ。


　それは、まさしく第三団サード・オーダーの魔術だった。


　ぎゅる、とキャビンの一点が不可視の渦を発したのである。その虚きよ無むの渦が、精密にフィンのいる位置だけを呑のみ込んだ。あたかもブラックホールのごとき虚無は炎も家具も呑み込みながら、キャビン自体には傷ひとつつけなかった。


　ニグレドは黙だまって、すぐ隣となりへ視線を移す。


「──危ない危ない」


　数メートルほど離れた位置で、フィンがふわりと笑えみを浮うかべたのだ。


　その瞳ひとみに、鮮あざやかなアカイロが輝かがやいていた。


　妖精眼グラム・サイトの色だった。詠えい唱しようはなくとも周囲に集まってくる呪力から予測し、すんでのところで回かい避ひしたものだろう。


「確かに凄すごい。もはや詠唱も準備も必要なく、念じただけで結果がそこにある。もう魔術じゃなくて神の領域ですね。──しかも、こちらからの魔術は問答無用で消しよう滅めつさせられてる。これが位階の違ちがいですか」


「理解したか」


　ニグレドが、問う。


　内ない陣じんと第三団サード・オーダー。


　人間の限界と、その先。


　しかし、一いつ切さいの油断なく──そんな感情は持ち合わせぬとでもいうように、ニグレドは枯かれ草くさ色の髪の若者を見つめた。


「諦あきらめたらどうだ。チェックメイトを受けたのは君だ」


　ニグレドの勧かん告こくに、若者は微び苦く笑しようを深める。


「そうですね。真っ当にやれば、僕はあなたにかないません。それはまともな肉体を持つ魔法使いがゆえ内陣インナーにとどまる人間と、そんな不自由な拘こう束そくがないゆえに第三団サード・オーダーとなりえたあなたとの差でしょう」


　フィンも、その違いを肯こう定ていする。


　妖精眼グラム・サイトをもってしても埋うめがたい差が、両者の間にはあるのだと。


　ニグレドの視線がフィンを追う。


　そのたび稲いな妻ずまが走り、氷雪がキャビンを埋め尽くした。火か焰えんは若者を捉とらえようとその腕かいなを伸のばし、かまいたちが周辺を圧あつ搾さくした。


　漆しつ黒こくの少年はあらゆる気候を従える、古代の神のようでもあった。





「我は命ずるハイル！」





　その魔ま的てきな現象を、ヤドリギの矢が撃げき墜ついする。


　はたまたミストルティンの槍で断たち切り、フィンの身体からだが縦横に動いた。


　しかし、いかな妖精眼グラム・サイトといえど、これほどの全方位攻こう撃げきは完全に避さけきれぬのか、たちまち若者の身体は自らの血に汚よごれる。


　それでも、若者の微笑は消えなかった。


「ですが、あなたは惑わく星せい魔術を止めるために力を振り絞しぼった直後でしょう？　だからこそ、僕ひとりを仕留められないでいる」


　血を滴したたらせながら、フィンが言う。


　自らの死に直面しながらも、その表情には一切の恐きよう怖ふがなかった。


　恐怖など最初から欠けているというようでもあった。もとより取り替え児チエンジリングとはそういう存在だったろうか。


　妖よう精せいに取り替かえられた子供。


　人間自分たちの子供ではないと、断言された子供。


「……ならば」


　と、ニグレドが口を開く。


「こそこそと逃にげ回れぬよう、この飛行船ごと仕留めてしまえばすむ話。かまわぬな、ダリウス」


「……意見できる立場にございませぬ」


　深々と、ダリウスが頭を下げる。


　けして大げさな表現でないのは、ここまでの攻防でも明らかだ。


　この少年ならばやる。ダリウスがクリスタル・タワーを破は壊かいしたときのような儀ぎ式しき魔術も必要なく、その思念だけで飛行船の一隻せきぐらいは滅ほろぼして見せるだろう。


　実際、避難のためか、ギョームと傷ついた芳蘭は一歩下がったのだ。


「……さすがに、それは困りますね」


　フィンがかぶりを振る。


「だったら……僕はもうひとつ切り札を晒さらしましょう」


「…………？」


　ニグレドが、眉まゆを寄せた。


　いつのまにか、フィンの隣にもうひとり、新たな人物がたたずんでいたのだ。


　少女であった。


　ただし半はん透とう明めいの身体で、足あし下もとまで伸びた長い髪は緋ひ色いろ。


　生まれたままの姿で、若者にすがるようにしがみついている。


「な……っ！」


　ニグレドが、眼を剝むいた。


　ミストルティンの槍を持った手で、フィンは少女を抱だき寄せた。


「この街の霊脈レイラインの……化け身しんだと！」


　名を、ニグレドは知っていたかどうか。


　アストラル。


　この街に居を構える魔術結社と、同じ名前を与あたえられた竜りゆうの化身。


「第三団サード・オーダーと戦うには、天てん仙せんにでもなるか、別の第三団サード・オーダーをもってくるしかない」


　フィンが言う。


　さきほど、ニグレドが証明した理り屈くつ。


「なら、ここで第三団サード・オーダーをつくればいい」


　再び、フィンが片手の硝子ガラス瓶びんを示す。


　硝子瓶の中の木乃伊ミイラは、猛たけ々だけしく笑ったようだった。


「……我らは望む」


「……我らは恨うらむ」


「……我らは乞こう」


「……我らは蔑さげすむ」


「……我らは祈いのる」


「……我らは妬ねたむ」


「……我らは信じる」


「……我らは、呪のろう」


　希望と怨おん念ねんとが入り混じった言葉の羅ら列れつ。


　硝子瓶に凝ぎよう縮しゆくされる呪力。その呪力に励れい起きされるかのごとく、半透明の少女の身体の胸あたりに、新たな真しん紅くの輝きが灯ともったのである。


　紅あかい種が。


　惑星魔術を起動するため、霊脈レイラインから無理矢や理りに摘てき出しゆつされようとしていた紅い種は、当然のごとくその化身たるアストラルの胸に秘ひめられていたのである。


「惑星魔術に使っていた紅い種を、第三団サード・オーダー創造に切り替えるつもりか」


　ニグレドが、奥歯を軋きしらせる。


「そんな即そつ興きようで、第三団サード・オーダーがつくれるものか！」


　ニグレドの叫さけびに、周囲の空間が応じた。


　前にも倍する怒ど濤とうのごとき稲妻。それこそキャビンを吹ふき飛ばすほどの閃せん光こうと威い力りよくが、フィンとアストラルへ殺さつ到とうした。


　それが、不自然に搔かき消えたのだ。


　呪じゆ文もんひとつなく。


　呪物フエテイシユひとつなく。


　まるで、ニグレドと同じように。


「誤解しないでよ」


　と、フィンの隣にもうひとりの人物がたたずんだのである。


　ニグレドと同じ茨いばらの冠かんむり。


　ニグレドと同じ王錫。


　ニグレドと正反対の──純白の髪かみと肌はだの色。


「紅い種は惑星魔術を動かすためのもの。この子を第三団サード・オーダーに変えるのはあたしよ。──ん、どうしたの？　フィンくんが飛行船の防ぼう壁へきを撃うち抜ぬいて、天仙の巨きよ人じんも消えたんだから、あたしが転移できるようになるのは当然でしょう。まあ、少しぐらいは苦労したんだけどさ。ふふん、ずいぶん焦あせってたのねニグレド」


　当然と言うのは、この場合酷こくだろう。


　これだけ呪力流が荒あれている中、瞬しゆん間かん移動などという最高難度の魔術を成功させられるのは、やはり第三団サード・オーダーしかありえまい。たとえ、魔法使いを罰ばつする魔法使いといえど、こんな中で転移をすれば不完全な魔術の反動で命を落としかねない。


　タブラ・ラサ。


　中央公園より転移した、〈螺旋なる蛇オピオン〉の第三団サード・オーダーは、以前よりも薄うすれかかった身体でニグレドと対たい峙じしていた。


　そう。


　以前よりも、その身体を薄れさせていた。


「お前……その身体は……」


「フィンくんが言わなかった？　もうあたしの維い持じに双そう首領の呪力は使われてないの。だいたい、あなたとあたしじゃ直接戦うんだと、互ご角かくすぎてどっちが勝つか分からないじゃない」


　優やさしく、女教皇プリエステスは怯おびえるアストラルの頭を撫なでた。


　あまりに優しすぎて、怖おぞ気けの走るような言葉だった。





「だから、あたしがこの子を、第三団サード・オーダーにしてあげる。世界で最も新しくて、世界で最も強い第三団サード・オーダーに」





　光が、溢あふれる。


　アカイロが広がった。


「っ──！」


　ダリウスやギョームたちのみならず、ニグレドまでがその光に目を押さえた。


　西洋の魔術において、いくつかの色は特別視される。


　黒。


　白。


　赤。


　それぞれ黒化ニグレド、白化アルベド、赤化ルベドともいう。とりわけ錬れん金きん術じゆつにおいて、ひとつの物体が変化する過程のことだ。錬金術師にとって究極的な目標ともされる、大いなる作業マグヌス・オプス。


　そこで得られる、最も純じゆん粋すいな紅い物体を──賢けん者じやの石とも第五元素ともいうのだ。





【あ……あ……ああ、あああ……！】





　声ならぬ声が悶もだえた。


　アストラルの声であると、ただふたり、ニグレドとタブラ・ラサのみが理解した。


　ひとつの生命が、新しい位階に踏ふみ込む際の苦痛と恐怖によって産み落とす声であると、かつての自分たちの経験から知っていた。





「──我らは告げる」


「──我らは誓ちかう」





　硝子瓶の木乃伊が、歌い出す。


「大だい丈じよう夫ぶ。あなたは十二年前からその資格を得てるんだから。アンブラーの血で第三団サード・オーダーになりかかったときから、ううんそれ以前に紅い種を孕はらんだときから、最高の魔法使いになれるって保証されてるようなものよ。そう、きっとあたしたちなら天仙だって超こえられる──」


　歓かん喜きとともに、女教皇プリエステスも言う。


　すなわち、人が魔ま法ほうになる禁きん忌きを超ちよう克こくする──魔法に人格を与えるという神秘。


　魔法を魔法使いへと変える、秘ひ儀ぎ。


　笑って、タブラ・ラサは言う。


「ねえ。あたしのすべてを、受け継いで？」





　　　　３




　変化に気づいた者は、ほかにもいた。


　飛行船の爆ばく発はつに気づかずとも、その直後に空から溢れた呪力が圧あつ倒とう的だったからだ。


　さきほど消えた天仙の巨人に、勝まさるとも劣おとらぬ呪力の規模と密度。


　いや。


　これは、胎たい動どうというべきだろうか。


　巨人たちの呪力が熾し烈れつな戦いから発する軋みだとしたら、その呪力は不安と戦せん慄りつをかき立てる不ふ吉きつな胎動のごとき効果をもたらしていた。


「これは……！」


　と、猫屋敷が顔をあげた。


　四匹ひきの猫ねこたちも、飼い主にならって残らず天空を見つめる。


　その、すぐ隣となりでは、


「おやおや」


　と、地面に座り込み、へたばっていた男も眼鏡めがねをかけ直した。


「どうも、休ませてもくれないようだねえ。年寄りに酷こくな話だよ」


「……はあ。さっさと年寄り宣言で隠いん居きよのつもりですか？」


　混ぜっ返すようなとぼけた台詞せりふを返したのは影崎──柏原かしわらだ。


　ぐるりと司が振ふり返る。


「そりゃ君から見たら若じやく輩はいだろうけど、もう目も脚あしも萎なえててね。これ以上働かせたら過労死しちゃうよ？」


「分かりました。じゃあもう一働きしてください」


「鬼おに?!」


　思い切り眼めを剝いた司へ、柏原はただ肩かたをすくめてかぶりを振るばかり。


　そんなふたりのやりとりに、


「ふ、ふふっ……」


　くすくすと黒くろ羽はが笑った。


　それで気が抜けたのか、ふたりともが少女へ視線を向けた。


「すいません。本当におかしくて」


　目め尻じりを拭ぬぐって、黒羽が謝罪した。


「柏原さんなんですね。本当に」


　その言葉には、さまざまな感情がこもっていた。


　見上げられた柏原が、頰ほおを搔く。


　ソフト帽ぼうに遮さえぎられて、その表情はよく見えなかった。


「いやまあ……ええと、どうでしょう。昔の自分とは結構違ちがう気もしますよ。だいたい、社長に刻まれた術式だって昔の私の欠片かけらをすべて集めたわけじゃない。厳密にいえば、ここにいる私は影崎とも昔の柏原とも違う別人です」


「ううん」


　と、少女が否定する。


「それでも、きっとあなたです。間違いありません」


　確信とともに、告げる。


　その自信が不思議で、つい柏原も訊きき返してしまった。


「どうして？」


「女の勘かんです」


　にっこりと少女は笑ったのだ。


　かつて、黒羽が女の勘だと胸を張ったことが、もう一度だけある。


　──昨年の京都の事件で、柏原代だい介すけと影崎が同一人物だと見破ったときのことだ。


　当時の〈アストラル〉の誰だれもが見抜けなかったその事実へ、少女はただひとり到達していた。影崎と柏原の違いよりも、わずかな相そう似じ点にこそ目を向けられた。


「…………」


　だから、柏原も反論できなかった。


　魔法使いですらないこの少女こそ、世界の真理を得ているかのようで、ひどく眩まぶしく思えたのであった。


「──にまにま見てますね、元社長」


「ん？　こういうのはいいことだろう」


　猫屋敷がかけた言葉に、司は小さくうなずいた。


「これでも、結構頑がん張ばったんだよ。多分こういう光景を見るためだったんだと思う」


「ずいぶん素す直なおですね？」


「たまにはね」


　よっこいせ、と声をあげて立ち上がる。


　スーツに付いた砂すな埃ぼこりを落として、うんと背せ伸のびをした。


「まあ、息子むすこは息子でやるだろうけど、一応ここはうちの土地だしなあ。いやこれ以上働くとか勘弁だし、働かずにすむなら魂たましいとか売りたいレベルなんだけどさ。俺って表ひよう彰しよう状じようとか貰もらってもいいんじゃね。南国でずっと可愛かわいい女の子にかしずかれながらワインとかたしなむ権利ぐらいどっかに落ちてない？　ロマンチックな夕暮れとかセットでさ」


「死ぬ前の走馬灯とかならいいんじゃないですか」


「わ、猫屋敷くん冷たい！　昔はそんな子じゃなかったのに！」


「昔からこんなですよ」


　心底嫌いやそうに顔を歪ゆがめた猫屋敷に、司は苦く笑しようして頭を搔かいた。


　それから、周囲を見回して訊いたのだ。


「もう一働き、みんなしてもらえる？」


　その言葉に。


　まず、控ひかえていた隻せき蓮れんとユーダイクスが応こたえた。


「今いま更さらでござろう」


「主マスターのご命令のままに」


　墨すみ染ぞめの衣ころもを着た僧そう侶りよは拳こぶしを鳴らし、自動人形オートマタの錬金術師はうやうやしく胸に手をあてて身を屈かがめた。


「……はあ。まあ放っておくには因いん縁ねんが深すぎますが。でも、ほとんどの呪じゆ力りよくも使い尽つくした抜ぬけ殻がらですから、あまり期待しないでくださいよ？」


　柏原も帽子を上から押さえて、茫ぼう洋ようと付け加えた。


　それから、猫屋敷が小さくため息をついた。


「……どの道、〈協会〉には戻もどらないといけませんから」


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]あ」


　四匹の猫が奮起するかのように、大いに鳴き声をあげる。


「あ、あたしも協力します！」


　黒羽も、一生懸けん命めいに手をあげた。


　なぜだか服装がいつものメイド服になっていたのは、この少女なりの発はつ憤ぷんのあらわれらしい。


「よし」


　と、司がうなずいた。


　軽く腕うでまくりして、片目をつむった。





「まずは、人の土地で好き勝手やってる奴やつらに、一発くらわせてやろうかね」





　　　　４




　いつきが走る。


　オルトヴィーンが走る。


「今の……強きよう烈れつな呪力は」


「うん。第三団サード・オーダー同士がぶつかりあってる。それに……それだけじゃない何かが、空で渦うず巻まいてる」


　いつきは、片目を押さえて空を見上げていた。


　その指の間から、淡あわくアカイロの光が零こぼれている。ここに至って、もはや少年は妖精眼グラム・サイトを抑おさえることなく、天上を見張っていた。


「急がないと……でも、オルトくんはどこへ。黒羽さんと合流するんじゃないの」


「あいつの能力だと、呪力の乱流には耐たえられないだろが」


　いつきの発案に、オルトヴィーンが牙きばを剝むく。


〈アストラル〉のメンバーの中で、他者を飛ばすのに最も優すぐれた能力者は黒羽である。しかし、彼女自身が魔法使いではなく幽ゆう霊れいであるという特性上、その呪力は極きわめてほかの影えい響きようを受けやすい。


　今みたいな呪力の乱流の中だと、本人はともかく他人を飛ばすには不安定すぎた。


「じゃあ、一体……」


「こういう悪わる知ぢ恵えが必要なときに、一番向いてるヤツがいるだろ。さっき穂波先せん輩ぱいと合流する前に会ったんだ」


「え……」


　少年が、瞬まばたきする。


　闇やみを見通す瞳ひとみは、オルトヴィーンよりも先にその姿を見つけたのだ。


　遊園地の西入り口、ゲートのすぐそばであった。傾かたむいた遊具に背中をもたせかけた男が意外で、いつきは声を止めたのだ。


「……ち、やっぱり来やがった」


　機き嫌げん悪そうに唇くちびるを歪めて、その男は安物のタバコを踏ふみにじった。


「圭けいさん……もう、布留部市を出たんだと」


　そこに立つ青年は、猫屋敷の弟弟で子したる陰おん陽みよう師じだった。


　半日前、伊庭司のメッセンジャーとして現れたその青年は、大魔術決闘グラン・フエーデにはこれ以上関かかわらずに身を退ひくと言ったはずだった。


　すると、


「……後味が、悪くないようにだよ」


　居い心ごこ地ち悪そうに、青年はぼそりと呟つぶやいたのであった。


「後味が？」


「だ、だいたいだ」


　誤ご魔ま化かすように、圭が続ける。


「〈螺旋なる蛇オピオン〉と〈協会〉がぶつかるってんだ。下手に適当なところに逃にげるより、情報が入るところにいたほうが対策も取れて安全ってもんだろう。どうにもこの呪力のせいか、携けい帯たい電話もかかったりかからなかったりだしな」


　手に持ったスマートフォンをかんかんと叩たたく。


　極きよく端たんに濃のう度どの高い呪力が、一部の電波などを妨ぼう害がいするのはよくあることだった。今回ほどの規模ならば申し分あるまい。


　しかし、いつきはその言葉の裏に潜ひそんだ意図を汲くんで、頭を下げた。


「……ありがとうございます」


「やめろ、背中が痒かゆくなる」


　本気で嫌そうに舌打ちして、圭はため息をついた。


「魔術はからきしだけどな。しばらく〈協会〉に籍せきを置いてたし、こういうとき、どんな風に手が打たれるかはなんとなく分かる。さっきの天てん仙せん同士の対決でケリがついてないってことは、〈螺旋なる蛇オピオン〉はなんかの方法で〈協会〉の飛行船に突つっ込んだんだろ。さっきから俺の半はん端ぱな霊感でもぞくぞく来てるしな」


　ぶるり、と身体からだを震ふるわせる。


　実際、魔法使いどころか、常人でも重圧を感じるほどの呪力だった。今こ宵よい、布留部市の市民たちはどれだけが穏おだやかに眠ねむれるだろうか。いいや、惑わく星せい魔術が起動したら、彼らもすべて魔法使いの瞳を得るのか。


　得てしまうのか。


　それは、いかなる地じ獄ごくか。


「僕は……」


　ぎゅっ、といつきが拳を握にぎりしめる。


「僕は、止めたいです。この大魔術決闘グラン・フエーデを始めたものとしても、それ以外への影響を認めるわけにはいきません」


「お前はそう言うよな」


　圭が苦く笑しようする。


「だからさ。正直半々ぐらいの読みだったが、ひょっとしたらこういうことになるかと思って、先に呼んでおいた」


「呼んで？」


　きょとんと口にしたいつきが、すぐ圭の向こうへと視線をやった。


「いつき、大だい丈じよう夫ぶ?!」


　と、真しん紅くの髪かみに漆しつ黒こくのゴシックを纏まとった幼女が、転び出るように現れたのだ。


「ラピス！」


　その名を、少年が呼んだ。


　ユーダイクスのつくりあげたホムンクルス。


　そして、今は〈アストラル〉の錬れん金きん術じゆつ課正社員。


　いくつかの呪物フエテイシユのチェックのため、大事をとって〈アストラル〉事務所で控えさせていた少女が、この廃はい棄きされた遊園地までやってきていたのだ。


「じゃあ、あの飛行船に行く方法っていうのは」


「うん。あたしの……」


　少女が言いかけたときだった。


「────っ！」


　ぞくっ、といつきの背筋に悪お寒かんが走った。


　声を聞いたのだ。


　はたして、一年ぶりに聞くその声を。





【見ロ】





　妖精眼グラム・サイトの内側から響ひびく声と、途と轍てつもない呪力に、少年は身を引き裂さかれるような絶ぜつ叫きようをあげた。





　　　　＊





　そのとき起きたことを、誰だれも完全には理解できなかった。


　ダリウスは、音と感じた。


　ギョームは、熱と感じた。


　芳蘭は、香かおりと感じた。


　フィンは、光と感じた。


　タブラ・ラサが抱だきしめた少女──アストラルへ向けて、ニグレドが王おう錫しやくをあげたのだ。詠えい唱しようも準備も必要なく結果だけを現出させる第三団サード・オーダーの魔力。


　その凄すさまじい呪力と、新たな第三団サード・オーダー創出の瞬しゆん間かんが重なったとき、さしもの魔法使いの五感を超ちよう越えつしたのだ。


　いや。


　そもそもが、五感では受容しきれない現象だったに違ちがいない。


　魔法使いという人外なる者たちでさえ、さらに外に立つ者は理解できないのだという、極めて当然の理り屈くつ。


「っ……！」


　フィンが、初めて妖精眼グラム・サイトを手で覆おおった。


　まともに見れば脳が焼き切れると、悟さとったのだ。この取り替え児チエンジリングをして、自らの能力では認にん識しきしきれないと認めるほどの霊的現象が、そこには幾いく重えにも幾十重にも積層していた。


「本当に……やるのか……！」


　ダリウスもまた、呻うめく。


「〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉の……ハジマリの……」


　呪じゆ力りよくが凝ぎよう縮しゆくする。


　まるで、星が壊こわれる直前だ。


　自らの超重力によって、恒こう星せいが砕くだける過程を想起させる。極限まで圧縮され超新星爆ばく発はつへと至る、終わりのハジマリ。





「──我らは告げる」


「──我らは誓ちかう」





　硝子ガラス瓶びんの双そう首領が歌う。


　歌う。





「原動天ラシツト・ハ・ギルガリムの王冠ケテルより流出せる諸力よ。神聖なる星々の法則と至高の御み名なにおいて汝なんじを支配せん」


「我が神しん殿でんに降り来きたる星せい辰しんの波動と、万ばん物ぶつの根源たる尊き言葉によりて、我が願いの果たされんことを」





「──ふぁ、芳蘭！　に、にに、逃げて！」


「あなた?!」


　ギョームと、芳蘭の声こわ音ねが混じった。


　そして、タブラ・ラサが告げる。





「■■■■──！」





　それは、解読不能の言語であった。


　聖句の形式からすれば、おそらくは……神の名だったのだろう。


　魔法使いでさえ発声も認識も不可能な、まさしく神の言葉。名前こそは対象のすべてをあらわすという魔術の概がい念ねんからすれば、真実の神名が第三団サード・オーダーという存在にしか唱えられぬのは当然で。


「やめろ──っ！」


　ニグレドが、吼ほえる。


　その、結果は。





【ああああアアあああああああアアアアアアアアアアアア──！】





　──刹せつ那な。




竜アストラルの叫さけびが、炸さく裂れつした。







　虚きよ無むと無限と絶叫と静せい寂じやくと爆発と停てい滞たいと始原と終末と宇宙と極小と螺ら旋せんと直線と激痛と快楽と奇き蹟せきと現実と形けい而じ上じようと形而下と闇やみと光と獣けものと人と無む垢くと原罪と過去と未来と可能と不可能と誕生と死と──そのすべてが内包された概念そのものが、一度に飛行船のキャビンへ氾はん濫らんし、徹てつ底てい的に埋うめ尽つくし、怒ど濤とうのごとく外部へと流出した。






[image: ]
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【見ロ】





　世界が変へん貌ぼうしていくのを、いつきは見た。





【視みロ】





　月明かりが急に遠ざかり、星々の輝かがやきが失うせていくのを視た。


「これって……」


　いつきが、呻く。


　凄まじい痛みが右目をつんざいていた。


　この瞳ひとみから、紅あかい種を摘てき出しゆつされて以来の痛みであった。


「第一級の……呪波……汚お染せんだって……?!」


　同じく見上げた圭けいも、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。


　かつて、伊い庭ばいつきが初めて見た呪波汚染は山を海へとつくりかえた。今はその数十倍──いいや数百倍の呪力をもって、さらなる異変を夜空へと呼び込んでいた。





【観みロ】





　巨きよ大だいな何かが、頭をもたげたのだ。


　実際、それは頭であった。


　長い首をもち、いくつもに分ぶん岐きして、夜空を満たしていった。先の巨人が地上から天空を打破せんとする人の子の象しよう徴ちようだったなら、それはまさしく──天空より地上を睥へい睨げいする神の御姿であった。


「多頭の……竜りゆう……！」


　その名を、少年は呼んだ。


　洋の東西を問わず、人が思い描えがいた幻げん想そうの名を。





　　　　＊





　一秒で、すべては押し流された。


　もはや嵐あらしにも似た呪波汚染によって何もかもを洗い流し──夜空を汚お濁だくし、腐ふ敗はいさせ、思いのままに蹂じゆう躙りんしつくしていく。さきほどの巨人たちが人の産物でありながら神聖さを漂ただよわせていたのと正反対に、その多頭竜は堕おちた神のごとき瘴しよう気きを発散させていた。


　だからこそ。


　少年は、焼けた金かな串ぐしを突つき刺さされるような痛みに耐たえた。


「いつき！」


「大だい丈じよう夫ぶ……だよ……」


　ラピスの心配そうな声に応こたえ、歯を食いしばり、右目を押さえつける。


　ひさしぶりのせいか、かつての数倍も激痛は増しているようだった。ここに来て痛みが戻もどってきたのは、規格外のあの呪波汚染のためだろうか。


（…………、）


　いや。


　多分、違う。


　それだけならば、あの天てん仙せんのときにも同じ現象が起きたはずだ。呪力の規模でいえば、この竜が上回ってはいるが、決定的な要因とは思えない。


　つまり、あの竜の核かくになっているのは──


「……大丈夫」


　もう一度、強く言う。


　言わなきゃならないと思った。


　次の瞬しゆん間かん、瞳が別のモノへ食い入った。


「いつき？」


「どうした？」


　ラピスに続いて、圭もつられて訊きいた。


「あっちに──」


　少年が指さした場所だった。


　東入り口すぐそばの、壊れたメリーゴーラウンドに風が巻いたのだ。


　星ほし屑くずのような輝きをまとって、突とつ然ぜん遊園地の地面へ大量の液体がこぼれたのである。鼻び孔こうをつく強きよう烈れつな臭においが、それを血だと悟らせた。


「────っ！」


　ほとんど血の池といってもよいその異常な地点へ、さらにふたつの影かげが出現した。


　人間が、ふたりだった。


「──あなた！　あなた?!」


　その片方が、半はん狂きよう乱らんでもう片方の影を揺ゆさぶった。


　チャイナドレスの女と、小太りのスーツの男であり、いつきにも見覚えのある相手だった。


「……ギョームさん……！」


　ギョーム・ケルビーニ。


　そして、劉芳蘭リウ・フアンラン。


　大魔術決闘グラン・フエーデのため、〈協会〉の精せい鋭えいとして呼び寄せられた魔ま法ほう使つかいを罰ばつする魔法使いの夫婦であった。


「あ、う、あ、ああ……」


　血まみれの顔が、こちらを向いた。


「……き、君に、ひ、ひひ、ひきよせら、られたんだ。か、か、鏡人形のあ、相手が、き、君、だった、から……」


　どもりながら言った男の胸で、何かが砕くだけた。


　乾かわいた音をたてて、小男が首にかけていたペンダントの鏡が割れたのである。同時に、身体からだ中に仕込んでいた護符タリスマンもひとつ残らず砕け散った。


　その意味に、圭が喉のどをひきつらせた。


「まさか……転移してきたのか。この中を？」


　信じられない顔で、口にする。





　──たとえ、魔法使いを罰する魔法使いといえど、こんな中で転移をすれば不完全な魔術の反動で命を落としかねない。





　現状を、圭はそのように判断していた。


　ギョームも同様だった。


　その上で、第三団サード・オーダーのタブラ・ラサだからこそ成しえた転移術を、この男は命を賭としてやってのけたのだ。


　おそらくは、妻を守るために。


　鏡魔術リートウス・スペクルム。


　その秘術によって転写された、いつきの鏡人形。


　一か八かその糸パスをたぐり、渾こん身しんの呪じゆ力りよくをもって、妻を抱だいたまま術式を施ほどこした。その代だい償しようが、この姿だった。


「…………」


　いつきが口元を押さえる。


　少年の瞳には、視えたからだ。


　単に外傷だけではない。先に大量にこぼれたのは血液だけではなかった。その血液とともに、体内の精気オドの流れも破は壊かいされていたのだ。あまりにも根源的な欠損は、命とは別の意味で、男に負担を強しいていた。


　たとえ命を長らえても、もう一度魔術を使うことがかなうかどうか。


　仮にも、魔法使いを罰する魔法使いとなりおおせたほどの男が。


「あなた……！」


　必死で冷静さを保とうとする芳蘭が治ち療りよう用の呪じゆ符ふをまさぐるが、それも効果は出ないようだった。無理な転移へ付き合った結果、彼女の身体自体はギョームによって守られたが、持っていた呪物フエテイシユはすべてがその力を失ったのだ。


　もっとも、マイナスばかりではないようだった。


　女の肩かた口ぐちに刺さっていた呪物フエテイシユもまた、ぼとりと落ちたのだ。


　ヤドリギの矢が。


「それ、あの取り替え児チエンジリングの……」


「──圭さん」


　言いかけた圭の名を、いつきが呼んだ。


「おお」


「〈銀の騎き士し団〉から、治療術に長たけた騎士を呼んでください。圭さんならこんな状態でも連れん絡らくが取れるでしょう。オルトくんも治療を手伝ってあげて」


「て、お前──」


「は？　そら連絡ぐらい取れるけど──」


　表情を変えたオルトヴィーンときょとんとした圭を横目に、いつきが続ける。


「〈協会〉として守るべきは、ダリウス・レヴィと会長たる第三団サード・オーダーニグレドだったはずです。それをおいて転移してきたということは、ギョームさんと芳蘭さんは大魔術決闘グラン・フエーデからリタイヤということでしょう。だったら、僕には保護する責任があります」


「──保、護？」


　その言葉に、弱々しく芳蘭が振ふり返った。


「……この人を、助けてくれるの？」


「全力を尽つくします」


　きっぱりと、少年が言う。


「代わりにというわけじゃないですが、訊かせてください。……何があったんです」


「…………」


　いつきの問いに、一度は芳蘭は沈ちん黙もくした。


　数秒のことだった。


　すぐ、女は微び苦く笑しようしてかぶりを振ったのだ。


「……いいわ。もう大魔術決闘グラン・フエーデどころじゃないものね」


　意識を失ったと思おぼしい夫を気き遣づかいながら、こう口にした。


「……新しい第三団サード・オーダーよ」


「新しい？」


　少年の眉まゆが寄った。


　右目の痛みと別に、胸がざわつくのを覚えた。


　予想はしていたことが、やはりそのままに、最悪のカタチで成じよう就じゆしようとしているその感覚。


「まだあそこで、ニグレドとタブラ・ラサが戦ってるのよ。フィン・クルーダとダリウス・レヴィも一いつ緒しよ。新しい第三団サード・オーダーの身体を舞ぶ台たいにして、戦ってる」


　遠く、夜空を芳蘭は見つめた。


　魔法使いにだけ見える竜りゆうが、魔法使いにだけ聞こえる咆ほう吼こうをあげている。まるで神話の世界にでも迷い込んだかのような光景だった。


「あの竜が、布留部市の霊脈レイラインを──魔法を魔法使いにした、新しい第三団サード・オーダー」


　竜の正体を、女は告げたのであった。


　いつきは、深刻な面おも持もちでその言葉を聞いた。


「やっぱり……そうですか」


　自分の予感を、再確かく認にんする。


　ひしひしと迫せまってくる呪力の、どこか懐なつかしい感じに、ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめる。


「だったら、なおさら僕はあそこに行かないと」


「いつき！」


　ラピスが、声をあげた。


　その指し摘てきに、少年もまた空を見上げ、右目を押さえた。


「あれ……」


　表情を強こわ張ばらせる。


　ぐにゃりと、視界が歪ゆがんだ。


　多頭の竜を天てん蓋がいとして、夜空から白いものが降り落ちつつあったのだ。


　霧きりである。


　同時に、それは竜の吐と息いきでもあった。


　その意味を、いつきは知っている。二年前の事件、はじめてフィン・クルーダがやってきたときに、抵てい抗こう力のない市民をすべて眠ねむらせた霧こそがその竜の吐息であった。


　しかし、今の呪力ならばきっと魔法使いでさえも──


「ま、ず……」


　怒ど濤とうのごとく押し寄せる霧に、思わずいつきが手をあげた。


　そんなことでは防げないと分かってはいても、身体が条件反射的に動いていた。


　そのときだった。





「火天に帰命したてまつる（オン　アグニ　ソワカ）！」





　すなわち、火天真言。


　十二天が一、曼まん荼だ羅らの外周部にありて東南を守護する火天アグニの炎ほのおが、霧とも紛まがう竜の吐息を焼き払はらったのだ。


「若！」


　その魔術とともに、人影が舞まい降りた。


　壊こわれたメリーゴーラウンドを飛び越こえ、少年の前に膝ひざをついたのは隻せき蓮れんであった。


「隻蓮さん」


「先代に言われて、馳はせ参じました」


　この僧そう侶りよならば、同じ遊園地にいるいつきを捜さがすことなど、たやすかったに違ちがいない。


　深くうなだれたまま、続ける。


「この二日間の、若に対するご無礼はどうぞご容よう赦しやください。ご不満ならば、いかようにでも打ちよう擲ちやくされて結構。ですが、今この一時は拙せつ僧そうを信じて、拙僧を使っていただけないでしょうか」


　この二日。


　心ならずもいつきと敵対し、司つかさが紅あかい種を奪うばうための手伝いをしたことだ。もちろん、それはかつての同どう輩はい──影かげ崎ざきであり柏原かしわらである魔法使いを救うための行こう為いだったのだが、だからといって自分を許せるはずもなかった。


　だから、


「もちろんですよ」


　苦笑して、いつきはうなずいた。


　隻蓮と同様に、彼を許さない道理など、少年にあるはずもない。


「こちらからお願いします。露つゆ払はらいを頼たのんでもいいですか」


「おお。お任せござれ！」


　快笑とともに、僧侶は再び夜空を仰あおいだ。


　本当に、嬉うれしそうな笑え顔がおだった。


　僧侶の指が結んだのは、帝たい釈しやく天てんをあらわす印形。





「あまねく諸仏に帰命したてまつり（ナウマク　サマンダ　ボダナン）──とくに帝釈天に帰命したてまつる（インダラヤ　ソワカ）！」





　さきほど炎に焼かれた分も埋うめ尽くそうとする竜の吐息を、今度は稲いな妻ずまを纏まとう独鈷杵どつこしよが引き裂さいた。


　帝釈天。


　すなわち、三十三天にありてその筆頭たる仏法の守護者である。


　地上より天へと遡さかのぼる、五つの稲妻。


　雷かみなり纏う五つの独鈷杵どつこしよは、まるで獣けものの爪つめのごとく夜空と霧を存分に引き裂き、いつきたちの行く先を文字通りに切り開いたのだ。


「いつき、いくね！」


　少女がごくりと飲み込んだ試験管の中身。


　それを、ライモンドゥス・ルルスの秘薬という。


　同じ名を持つ錬れん金きん術じゆつ師が王に背そむいてかのロンドン塔とうへ閉じ込められたとき、自らがつくったこの秘薬をつかって空から脱だつ出しゆつしたという伝説。


　古いその伝承通り、ばさり、と少女の背中に半霊エーテル体の翼つばさが広がったのだ。


「圭さん、オルトくん！　ギョームさんと芳蘭さんをお願いします！」


　次の瞬しゆん間かん。


　ラピスに抱きかかえられ、少年は空を飛んだ。


「拙僧も同道させていただくでござる！」


　隻蓮も、続いた。





「迦楼羅神よ、その翼を貸し与えたまえ（オン　ギヤロダヤ　ソワカ）！」





　迦楼羅カルラ真言。


　数多あまたの神仏でも最速とされる神鳥の真言によって、僧侶の身体からだもまた空中へ舞う。


　隻蓮。


　ラピス。


　いつき。


　三人は、多頭の竜が待つ夜空へと飛ひ翔しようする──！





　　　　２




　竜は、ただ悶もだえていた。


　竜は、ただ苦しんでいた。


　圧あつ倒とう的な力をもちながら、生まれたての竜だった。竜でありながら今や竜ではなく、魔ま法ほう使つかいという新しい属性を付ふ与よされた、星の司つかさどる魔法であった。


　同時に、第三団サード・オーダーでありながら、いまだ独立した人格を持ち合わせていない、ただのモノであった。つくられた魔法であり、つくられた魔法使いであるがゆえに、それはただ哀かなしく泣き叫さけぶしかなかった。





【アアアアアアアアアァァァァァァァァァァァァァァ……！】





　竜は、その力を吸い上げられていたのだ。


　妖精眼グラム・サイトによって。


　それも、呪じゆ力りよくを直接操作する──フィン・クルーダならではの利用法だった。かつて紅い種を埋め込まれていた頃ころのいつきは同じ力を使いこなしたが、今となっては世界でも彼ひとりのみの術といえよう。


　その、竜の背中だった。


　白く、曖あい昧まいな世界。


　あまりの呪力の密度によって、そこは異世界のごとく変へん貌ぼうしていた。


　古い時代の人々が想像した、神々の世界とはこんな風であったやもしれぬ。色を無くした呪力が蜂はち蜜みつのように粘ねばっこく渦うず巻まき、かつての飛行船を核かくとして取り込んだ結果、もはや現実とは思えぬ様相を呈ていしている。


　そして、その中央で、


「どうしました？」


　柔やわらかく、フィンが訊きいた。


「…………」


　ニグレドは、答えぬ。


　この竜が生誕したときに、それを止めようとした漆しつ黒こくの第三団サード・オーダーは致ち命めい的てきな傷を受けていた。生誕を阻はばもうとした自らの魔術が破られたことによって──こればかりはあらゆる魔術がそうであるように、返しの風ブーメラン効果を受けたのである。


　それを見み逃のがすフィンでもなかった。


　さしものニグレドが動きを止めたその一瞬に、若者は勝負を決めていた。


「本気……か、お前は……お前たちは……」


　やっとのことで、ニグレドが呻うめく。


　その言葉のひとつずつが、命をこぼすかのようだった。


「今いま更さらでしょう」


　にこやかに、フィンは笑う。


　命のやりとりを、いとも愉たのしい童わらわ遊あそびであるかのように。


　漆黒の第三団サード・オーダーの霊エーテル体には、深々とミストルティンの槍やりが穿うがたれていた。


　いや。


　すでに、以前の魔ま槍そうとは別物だ。


　第三団サード・オーダーの呪力を存分に吸った刃やいばは、もはや神代のそれオリジナルと比べても見み劣おとりせぬ。文字通り神殺しの呪力を秘ひめて、ニグレドの身体を残ざん酷こくに抉えぐっている。


　しかし、単なる痛みとは別の理由で、ニグレドは表情を歪めていた。


「っ……く……お……！」


「あなたと戦い合うつもりなんかありません」


　静かに、フィンは宣告する。


「お前は……っ！」


「惑わく星せい魔術には……あなたの呪力も使わせてもらいます」


　どくどくと、ミストルティンの槍が脈打つようだった。


　実際に脈動していたのかもしれぬ。タブラ・ラサの覚かく醒せいさせた竜アストラルの呪力を吸って、今またニグレドの呪力を貪むさぼって。


「この……術式は……」


　いくつもの精せい緻ちな魔法円が連なり、複雑に蠢うごめいているミストルティンの槍を、ニグレドは見下ろした。


　これほどの術式は、フィンの独力ではありえない。


　その証しよう拠こに、若者の足元の硝子ガラス瓶びんからは嬉しそうな声がしたのだ。


「……喰くろうた」


「喰ろうた」


「我らの仇かたきを」


「我らの怨おん敵てきを」


「飢き餓がの魔術で」


「貪どん欲よくなる秘術で」


〈螺旋なる蛇オピオン〉の、秘術。


　ひょっとすると、二百年以上を閲けみして構築された術式なのかもしれなかった。それも〈協会〉の第三団サード・オーダーたるニグレドを屠ほふるためだけの。


　だとすれば、さしものニグレドが敗れたことも不思議ではない。


　その代だい償しようとばかりに、双そう首領の思念さえも消えていくではないか。


「……届いた」


「……届いたぞ」


　ゆっくりと掠かすれ、思念は散り散りになっていく。


　人の寿じゆ命みようの何倍もこの世にとどまってきた双首領は、ついにその妄もう執しゆうを叶かなえ、自らのすべてを注ぎ込んだ術式を怨敵へ打ち込んだのである。


　魔女狩がり。


　何百人と死んだ〈螺旋なる蛇オピオン〉の魔法使いたち。


　同じ〈協会〉でありながら、〈螺旋なる蛇オピオン〉という暗部を切り捨てた魔法使い。その最大の象徴シンボルたる第三団サード・オーダー。


　彼らへの恨うらみは、ここに結実する。


「……我らの……裔すえよ」


「……我らの……星よ」


　消えかかった思念が、告げる。


「我らの……夢を……」


　最後は、どちらが遺のこした言葉だったか。


　転がった硝子瓶の中身は、もはやただの残ざん骸がいだった。


　あるいは魔法などではなく、その執念だけで、〈螺旋なる蛇オピオン〉の双首領は生き続けてきたのかもしれなかった。


「……お疲つかれ様」


　フィンの耳には、別の声が聞こえた。


　タブラ・ラサ。


　傍かたわらに立つ少女も幻まぼろしのように薄うすれ、完全に消えかかっている。彼女こそ〈螺旋なる蛇オピオン〉の見たひとときの夢だったというかのように、その存在を無に帰する寸前であった。


　それも当然だったろう。


　彼女を形成する術式は、双首領によって維い持じされていたものだ。ニグレドを討うち果たしてそれが消えた以上、彼女の存在も同様の運命にある。だからこそ、彼女も自分の後こう継けい者しやとして、竜りゆうのアストラルに目をつけたに違ちがいない。


「そちらも順調というべきですか？　それとも、さようならと言った方がいいですか？」


「どっちかなあ。まあ、あたしの存在はこの子に受け継ついでもらえる。あはは、この子に吸い尽つくされるって言った方が正解かな？」


　第三団サード・オーダーとしては死に等しいその状じよう況きようを、朗ほがらかに伝える。


　最後の最後まで、この白い女教皇プリエステスは変わらなかった。


　にっこりと笑って、フィンに囁ささやく。


「任せたからね。惑星魔術もこの子も、〈螺旋なる蛇オピオン〉の夢も。世界の目を、がつんと醒さまさせてあげて」


「願いを叶えるのが、僕の在り方です」


　とだけ、フィンは答えた。


「ふふ、君らしい」


　満足げに、タブラ・ラサがもう一度笑って。


　消えた。


　まるで、後を追うようにニグレドも消えた。


　あれほどの力を誇ほこった第三団サード・オーダーは、ともに消しよう滅めつした。


「…………」


　この場に残された〈螺旋なる蛇オピオン〉はフィンだけになった。


　大魔術決闘グラン・フエーデを前に揃そろえられた〈螺旋なる蛇オピオン〉の猛者もさ。そのいずれもが死に、倒たおれ、滅ほろびて──ただひとりの若者に、すべてを背負わせた。


　あるいは、生き延びるつもりなどなかったのかもしれない。


　あのツェツィーリエでさえも、どこかしら滅びが来るのを楽しんでいた節があった。〈螺旋なる蛇オピオン〉の人間は誰だれもがそんな風に、この大魔術決闘グラン・フエーデで自らの死と向き合うことを覚かく悟ごしていたのかもしれない。


　そして。


　フィン・クルーダという願望器に、自分たちのすべてを託たくしたのだ。


「……馬ば鹿か馬ば鹿かしいですね」


　若者がかぶりを振ふる。


　視線を向ける。


　この場に残った最後の敵を、アカイロの瞳ひとみが見つめる。


「どうします？　あなたでは、僕を止められないでしょう」


「…………」


　ダリウスは、沈ちん黙もくした。


「今のあなたからは大した呪力を感じない。仮にも天てん仙せんを契けい約やくで縛しばり付けていた代償ですか？　だったら、影崎との契約が終わった今はなおさら、このまま倒れ込みたい気分じゃないですか？」


　それも道理だ。


　これまでの戦いで、ダリウスが自ら魔術を振るったことはほとんどない。緊きん急きゆう避ひ難なん的に天使召喚術アルマデルを使ったことはあるが、そのほかは儀ぎ式しき魔術の指揮など、他人の呪力と外の術式を利用することしかしなかった。


　無論、それだって熟練の腕うでと並々ならぬ血統を必要とはする。


　しかし。


　それらの事実こそ、同時にダリウス・レヴィ自身の魔術的な欠損を示してもいた。


　そんな状態を、フィンの妖精眼グラム・サイトが見逃すはずもない。


「……さて、な」


　ダリウスが唇くちびるを歪ゆがめる。


「お前の言う通りだとしても、私は〈協会〉の長だ。ニグレド様が喰われた今となっては、〈協会〉を守る者は他ほかにいまい。まして、お前たちの暴ぼう虐ぎやくを許せるはずもあるまい」


　重く、言う。


　すべての騎き士しと兵士を失いながらも、魔法使いの王はやはり王であった。


　神ニグレドすら彼の前から消えてしまったとしても、それでも王であり続けることが、彼の信念だった。


　最後の最後まで、そうあり続けることも。


「でしたら、仕方ありませんね」


　フィンも、うなずく。


　一いつ瞬しゆん、竜の背中より地表を見下ろして、


「待ち人が来るまでの間なら、付き合ってあげましょう」


　妙みように困ったような顔で、口にしたのだった。





　　　　＊





「遠い……っ！」


　いつきが、呻うめく。


　右目を押さえながら、叫さけんだ。


「回避！　二時方向、斜ななめに回り込んで！」


　指示されたラピスが翼つばさをはばたかせると、元いた場所にぞんっとおぞましい呪じゆ力りよくの波が走った。


　おそらくは、竜の本能だろう。


　多頭の竜は近づこうとするいつきたちへ、自動的にいくつかの頭を反応させて、迎げい撃げきを行ってくるのだ。


　迎撃とは、純じゆん粋すいな呪力の奔ほん流りゆうだった。


　第三団サード・オーダー特有の、魔術ならざる超ちよう常じよう現象。


　生物が巻き込まれれば、いかなる被ひ害がいを負うか想像もできぬ。単なる呪波汚お染せんでも死より惨むごいことになることがほとんどなのに、これほどの呪力密度となればその結果はいかばかりか。





「あまねく諸仏に帰命したてまつる（マウマク　サマンダ　ボダナン）！　とくに大黒天に帰命したてまつる（マカカラヤ　ソワカ）！」





　隻蓮の唱える大だい黒こく天てん真言が、かろうじてその呪力を逸そらす。


　マハーカーラ。ヒンドゥー教においてはシヴァとも呼ばれる主神の真言をもってしても、逸らすのが精せい一いつ杯ぱいであった。


　隻蓮が防ぼう御ぎよし、ラピスが回避する。


　ここまではその繰くり返しだ。


　しかし、限度はある。


　いくらいつきの妖精眼グラム・サイトがあっても、いつまでも回避しきれるものではない。隻蓮の呪力とて、一体いつまで続くものか。


　あの竜の背中まで、辿たどり着けるのか。


　そんな思いが、頭をかすめたときだった。


「────っ」


　いつきの胸むな元もとで携けい帯たいが震ふるえたのだ。


　濃のう密みつな呪力で遮さえぎられていた通信だが、かえって竜の呪力に近づいたことによって、嵐あらしの目のように回復したのかもしれない。


（誰が……？）


　到とう底てい耳元にはあてられないまでも、手て探さぐりで通話ボタンを押す。


　すると、途と切ぎれ途切れに聞き覚えのある声が聞こえた。


『おー……やっと……かかった……か』


「父さん……っ！」


　少年が、目を剝むく。


　こんな状況でも、この父の口調はまるで変わらなかった。


『かけるの……七回目だったんだぜ。いやまあ、呪力に妨ぼう害がいされないよういろいろ小細工をしてみたんだが、やっぱ〈妖よう精せいの悪戯いたずら〉用の方法が一番効果あるみたいだな』


　ゆっくり、声音が安定してくる。


　科学技術と魔術を融ゆう合ごうさせるのは〈協会〉の専売特許だったはずだが、もとより魔法使いならざる妖精博士フエアリー・ドクターもまたその例外であったらしい。


　相変わらずののんきな調子で、こう話しかけてきたのだ。


[image: ]


『どうよ、援えん護ごいるか？』


「援護？」


『まあ任せとけよ。これでも現げん役えきの頃ころは結構ならしたもんだぜ？』


　軽く鼻を鳴らし、電話の向こうの気配は、隣となりの相手へと振り向いた。


　告げた。


『元で悪いが──社長命令だ。対カテゴリーＳ魔ま術じゆつ、術式Ｊ０７』


『了りよう解かいした、主マスター』


　新たに聞こえた声こわ音ねは、厳いかめしくも落ち着いたもの。


　自動人形オートマタの錬れん金きん術じゆつ師・ユーダイクス。


『汝なんじ、鶏けい鳴めいよりもけたたましきもの。汝、緋ひ色いろならずとも白色の原理においてエメラルドの板に刻まれし月の光を示せ』


　多分、起動のキーワードだった。


　それが呼び覚ましたのは、おそらく〈アストラル〉事務所に設けられていた呪物フエテイシユだったのだろう。


　かつて、この事務所を攻こう略りやくする際に、ユーダイクスは〈トートの槍やり〉という術式を使ったことがある。空をゆく呪力流の方角をねじまげ、直接事務所に激げき突とつさせるという力ちから業わざにもほどがある術式だった。以降、いつきが大規模術式を測定するときは、この〈トートの槍〉が基準になったほどだ。


（ああ……）


　いつきは、覚えている。


　伊庭いつきには〈アストラル〉を引き継つぐ資格などないと、この自動人形がそう問い詰つめたときのこと。





　──『だけど、僕は僕になります』





　そう、いつきは答えたのだ。


　ほかの誰でもない、自分らしさを。


　今はまだ辿り着いてないけれど、いつかは自分だけの在り方を手に入れるのだと。


　自分は、そこに至れたのだろうか。


　ほんの少しでも、約束を果たせているだろうか。


（ユーダイクスさん……！）


　強く、思う。


　自分がここに至る最大のきっかけをくれた、その相手に。


　そして今は。





〈トートの槍〉と逆の現象が起きた。





　おそらく、先代〈アストラル〉の社員として勤めていたときから、ユーダイクスとヘイゼル・アンブラーが協力してつくりあげた呪物フエテイシユであり、術式であったはずだ。


　光の柱が、次々と噴ふき上がったのだ。


　まるで高こう射しや砲ほうだった。


　布留部市に流れるいくつかの霊脈レイラインを利用して、多頭の竜りゆうを構築している霊脈レイラインから高密度の呪力を逆流させたのだ。


　竜の頭がいくつか抉えぐれ、粘ねばつくような霧きりに溶とけていった。


「──これ、って」


『どうだよ息子むすこ。パパ、いいとこ見せただろ』


　自じ慢まんたらたらなウィンクが、瞼まぶたに浮うかびそうな口調だった。


　だから、いつきも微び苦く笑しようして返した。


「ユーダイクスさんの仕事でしょう」


『げえ、息子までひどい！　反はん抗こう期なの?!　パパ泣いちゃうよ?!』


　そんなやりとりをしてから、こほんと司は咳せき払ばらいする。


『それに、小細工はほかにも用意しておいたぜ？』





　　　　＊





　地上には、いくつもの出来事が起きていた。


　連れん鎖さ反応、といってもよい。


　ひとりの妖精博士フエアリー・ドクターが、ひとりの名前を掲かかげて伝えた言葉が、それだけの結果をもたらしたのだ。


　ある意味で、それこそ魔法かもしれなかった。


　逆〈トートの槍〉に続いて、その連鎖反応は新たな魔法使いを導く。





　　　　＊





　布留部市の川原で、ひとりの巫女みこが夜空を見上げた。


　幼い横顔は身に余る大術を行使した反動で、蒼あお白じろく染まっている。冷たい水に何時間も打たれ続けたかのように、ぶるりと身体からだが震えていた。


　それでも、少女は顔をあげた。


「……お姉ちゃん、もう一回やるよ」


　その声は、相手には届いていない。


　聞こえるような距きよ離りに相手はいない。


　相手がいるのは、同じ布留部市内でも、ずっと離はなれた川原である。


　だけど、


「……分かった」


　同じタイミングで、もうひとりの少女は呟つぶやいた。


　あの妖精博士フエアリー・ドクターが伝えたのは、もう一度自分たちに手伝ってほしいということだけ。


　それだけで、この姉妹しまいには十分であった。


　やりとりなど一いつ切さい必要なく、少女たちは互たがいを分かり合う。


　まったく同じタイミングで、自分たちの持った玉たま串ぐしを振ふり上げたのだ。





「かむはらひにはらひたまひてこととひし、いわね、きねたち、くさのかきはをも」


「かむはらひにはらひたまひてこととひし、いわね、きねたち、くさのかきはをも」





　天てん仙せんの巨きよ人じんをも束そく縛ばくした神しん道とうの結界を、もう一度姉妹が形成する。


　その清せい浄じようなる祝詞のりとこそが、少女たちのずっと蓄たくわえてきた力。内からも外からも一切の穢けがれを祓はらう、神道の魔術特性。


　天空の竜へ届けと祈いのる──〈禊（Absolute Purification）〉を。


　奇き蹟せきは起こる。


　もう一度。
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　時間が、停止したかと思われた。


　不自然に、竜の頭が硬こう直ちよくしたのだ。


　さすがにすべてではなく、いつきに近しいいくつかにとどまったが──それらの頭が突然動きを止めたのである。


　必然、強きよう烈れつな吐と息いきも止まり、ラピスが口を開いた。


「いつき！　今の、みかんの──！」


「うん」


　ラピスに抱だきかかえられたまま、いつきはうなずく。


「みかんちゃんと……香かおりさんだ……」


　結界の正体が、いつきに分からぬはずがない。


　妖精眼グラム・サイトを持つ少年は、その呪じゆ力りよくが孕はらんだ想おもいを、誰だれよりも深く感じ取っていた。


（お兄ちゃん社長……）


　その声を、実際に感じていた。


　妖精眼グラム・サイトがなくても、きっと聞こえていたろうと思った。


（ガンバレ、お兄ちゃん社長……！）


　その思念に、胸をつかれる。


　伊庭いつきが初めて〈アストラル〉へやってきたとき、最初に迎むかえてくれたのが葛かつら城ぎみかんであった。


　初めて、彼を社長と呼んだのがみかんであった。


　思えば、あのときの猫ねこ屋や敷しきはいつきをとりあえず懐かい柔じゆうするつもりだったのだろう。





　──『〈協会〉からの沙さ汰たがあって、結社の首領──ああウチだと社長のことですが──には、血けつ縁えんを優先しろと。あそこの言い分無視すると商売になりませんし、お引き受けくださらないと明日あしたから私たち全員路頭に迷ってしまうわけで』


　──『とうさん？　りすとら？　ふりょーさいけん？』





　舌っ足らずだったみかんの言葉さえ、懐なつかしい。


　思い出しただけで、涙なみだぐんでしまう。


　しかし、そんな感傷にひたっている時間はなかった。


　動きを止めた多頭の竜が、新たな行動に打って出たのだ。


　ごお、と霧が渦うず巻まく。これまで大量に溢あふれだしていた竜の吐息をもって、邪じや魔まな外敵を打ち払はらうのではなく、もっと別の現象を励れい起きした。


　霧が、カタチを成した。


（……ああ）


　いつきは、思う。


　これも、二年前の事件と同じだ。


　極度に凝ぎよう縮しゆくされた呪力が、それぞれ独立した生物のように動き出し、異分子たるいつきたちを排はい除じよしようとし始めたのだ。


　たとえば翼つばさを持った妖よう蛇じやであり、たとえば鱗うろこ持つ魔鳥であった。


　竜の眷けん属ぞくとして、蛇へびや鳥があげられるのはこうした現象ゆえか。あるいは人がそうした関連を思うがため、竜の余よ剰じよう呪力がそんな風に凝こるのかもしれなかった。


　どちらが鶏にわとりで、どちらが卵か。


「隻蓮さん！」


「うむ！」


　新たな真言を、僧そう侶りよが唱えようとしたときだった。


　美しい音が鳴った。


　矢をつがえず、弓の弦げんだけを鳴らす音。


　鳴めい弦げんという。


　魔物を穿うがつための形なき矢は、確実に妖蛇と魔鳥を滅ほろぼしていく。


　さらに、





「生いく魂たま、足たる魂たま、玉たま留とまる魂たま、国くに常とこ立たちの尊みこと！」





　拍手かしわでが鳴った。


　まともに想像するようなものではなく、天地を合一させたほどの大だい音おん声じようが、分厚い両手の間から迸ほとばしったのだ。


　神鳴り。


　かみなりというよりも、それは一種の衝しよう撃げき波はであった。竜の撒まき散らす霧さえも弾はじき返す、強烈極きわまりない音波の洗礼は、虚こ空くうにあるいつきの耳さえも打ちのめすほどの威い力りよくを持っていた。


　魔ま性しようのものなれば、その存在から微み塵じんにする威力。


　実際に、いつきへ襲おそいかかろうとしていた残りの魔物は、その拍手で霧へと舞まい戻もどったのだ。


「……っ、辰たつ巳みさん！　弓ゆ鶴づるさん！」


「おう！」


　もう地上は遠いのに、小さくなった巨漢の声ははっきりと届いた。


　隣となりに立った桃ももの弓を持つ青年──橘たちばな弓鶴はことさらに声をあげず、小さくうなずいたきりだった。


「もう一働きってことだろ、いつき！」


　がつん、と地上の巨漢は拳こぶしを打ち合わせて、いつきへ向かって叫さけぶ。


　こちらの、胸の奥までも届きそうな声。


　この巨漢はいつもそうだった。


　当たり前に真まっ直すぐに、こちらの真ん中へ踏ふみ入ってくる。


　こちらが怒おこれないときには代わりに怒ってくれて、こちらが泣けないときには代わりに泣いてくれる相手。





　──『おお。あんたらか』


　──『いや、人ひと違ちがいだったらすまん。俺は紫し藤とう辰巳といって……そう、葛城の婆ばあさんから、本家に来るついでにあんたらを案内してくれって頼たのまれたんだが』





　最初に会ったとき、鬼おにと勘かん違ちがいして腰こしを抜ぬかしたいつきへ、巨漢は優やさしく手をさしのべてくれたのだった。


　鬼だとしても、きっと誰よりも優しい鬼。


「行ってこい！」


　辰巳が、声を張り上げた。


「お前はお前がやりたいことを、やりたいようにやってこい！」


「はい！」


　強く、うなずく。


「いつき！　行くよ！」


　ラピスが翼を打ち振った。


　いつきたちが、遠ざかっていく。


「……さて、と」


　それを確かく認にんしてから、辰巳は天空ではなく自分の立つ地上へと目を配った。


　地上でも霧きりが受肉して、新たな魔物を生み出そうとしていることを、彼らは感じ取っていたのだ。


　ゆるゆると、カタチをつくりあげる現実にはありえない魔ま獣じゆうたち。


　自然と背中合わせになって、辰巳は淡あわく微び笑しようした。


「ひさしぶりだなあ。弓鶴とふたりでやるのはさ」


「……もう、そんな日は来ないと思ってました」


　鳴弦を次々と放ちながら、弓鶴も呟く。


　思えば、このふたりは葛城の守もり人として、みかんや香とともに長い時間を過ごしてきたのだった。辰巳の武術にしてからが、兄弟で子しとして細かい示し唆さを与あたえてきたのは、弓鶴だったのである。


　だから。


　ふたりが並んだ姿は、ひどくしっくりと馴な染じんでいた。


　これ以上ないぐらいに堂々と、これまで待ち焦こがれた分も上乗せして、集まり出す魔物たちの前へ立ちはだかった。


「そうだな」


　と、辰巳は大きくうなずいた。


「あいつらへの礼もある。竜りゆうだかなんだか知らんが、まとめてぶっとばすぜ」
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　地上から天空の竜へ──その半ばへと達したときであった。


「若」


　隻蓮が、飛ひ翔しよう速度をゆるめた。


「隻蓮さん？」


「拙せつ僧そう──」


　言いながら、隻蓮が周囲を見つめる。


　辰巳や弓鶴の術によって滅ぼされた魔物たちは、早くもその数を埋うめ戻しつつある。第三団サード・オーダーの呪力が漏もれ出る限り、彼らは無限に供給され続けるのだろう。


　そんな魔物の様子を眺ながめて、


「拙僧、このあたりで退路を確保するでござる」


　と、隻蓮は言ったのだ。


「退路、って──」


「若が第三団サード・オーダーと接せつ触しよくして、問題を解決できればよし。もしできなかった場合でも最低限の安全を確保する必要はあるでござろう」


「…………」


　いつきが、言葉を止める。


　その通りだった。物語のように、一か八かで雌し雄ゆうを決するとはいかない。たとえここで敗北して、人類すべてに妖精眼グラム・サイトを与えられてしまったところで、それでも世界は続くのだ。だとすれば、そのときのことも考えて、隻蓮の言うような退路も必要だった。


　たとえそれが、最も危険な役目と分かっていても。


「……お願いします」


　いつきが、頭を下げる。


　ひどく沈ちん鬱うつで、重々しいものが混じっていた。普ふ段だん他人の感情を斟しん酌しやくしないラピスにしてからが、その仕草に感じるものがあったか、表情を曇くもらせた。


　対して、僧侶は快活に破顔する。


「任せておくでござるよ。これでも拙僧、こういう役目は慣れてるでござるよ。司殿どのはいつも無茶しか言わなかったでござるからな」


『は?!　なんかそっちで俺の悪口言ってね?!』


　いつきの胸むな元もとに入った携けい帯たい電話から、ぎゃんぎゃんと喚わめき立てる声もあがったが、それは誰だれも気にしない。


「じゃあ……」


「どうぞ気軽に。まず二十分かそこらは保もたせてみせるでござる」


　さっと、隻蓮が手を振ふった。


　いつきたちを見送ってから、ひとつ息をついた。


　多分、十数秒といったところだろう。その間に──こちらへ迫せまってくる霧の魔物たちの数は何倍にも増えていた。


　雲うん霞かのごとしという。


　この場合、まさにその文字通りだった。


　集まり来る妖蛇や魔鳥の群れは、中空を埋め尽つくさんばかりであった。


「……ダフネ殿」


　こっそりと、思い人の名を呟つぶやく。


〈ゲーティア〉の副首領にして、アディリシアの腹違いの姉。結局、この大魔術決闘グラン・フエーデが始まってから、顔を合わすこともかなわなかった相手。


　自分を恨うらんでいるだろうか。


　幻げん滅めつしただろうか。


　その呟きに、


『……隻蓮様』


　反応が、あったのだ。


「ダフネ、殿?!」


　呆ぼう然ぜんと隻蓮が、目を見開く。


『そ、その、こちらです』


　思念に促うながされ、隻蓮が胸元から取り出したのは銀の指輪であった。


　結印の関係上、以前ダフネからもらった指輪に紐ひもを通して、隻蓮は袈け裟さの内側に隠かくしていたのだった。


『あ、あの、さきほど……伊庭司様から隻蓮様の事情をお聞きしました。それで……ひょっとしたら、私の指輪を通じて連れん絡らくが取れるんじゃないかと思って』


　つっかえつっかえ、女の声が伝える。


　ソロモンの護符魔術。


　七十二柱の魔神のごとき強大さはないが、その幅はば広びろさと有用性においてはむしろ上回ることが多い。ダフネの術もそれを利用したものだったろう。


　隻蓮は淡く苦笑した。


「なるほど……事情はあれど、若やアディリシア殿と敵対したことは変わりませぬ。言い訳できるようなものでもないでござろう」


『ええ、変わりません』


　即そく座ざに、ダフネは断言した。


　続けて、こう告げたのだ。


『たとえ敵味方であっても、私の気持ちが動くはずもありません』


　隻蓮の呼吸が止まった。


　すぐ目の前に魔物たちが止まっているというこの状じよう況きようで、初めて隻蓮は戦いを忘れた。


　胸元にかかった指輪を握にぎりしめ、見事に硬こう直ちよくしたままの僧そう侶りよへ、慌あわてて指輪から思念が伝わる。


『す、すいません。大事なときに変なことを言いました……！』


「……いいや」


　隻蓮はかぶりを振った。


　ひどく、肩かたが軽かった。


　自分で考えていたよりも、さきほどの言葉にずっと救われたという事実に、やっと気がついたのだった。


「勇気をもらったでござる。これで負けては僧侶以前に男がすたろう」


　にんまりと笑う。


　実際、その瞳ひとみからは充じゆう実じつした輝かがやきが漲みなぎっていた。


「説明不足は謝罪させていただく。以前話していた喫きつ茶さで、アイリッシュコーヒーぐらいは奢おごらせていただけるでござるか？」


『……はい！』


　嬉うれしそうに、ダフネが答えた。


　念のため、呪じゆ波は干かん渉しようを起こさぬよう指輪との接続を断たって、隻蓮は顔をあげる。


「今回はストレスのたまる仕事ばかりでござったからな」


　満まん腔こうの自信とともに、呪力を練る。


　たとえ体調も状況も変わらなくとも、今の隻蓮には一分前と比ひ較かくにならぬ活力が宿っていた。たぎるような熱情こそが、彼の背中を支えているのであった。


「派手にいくでござるぞ！」


　結印する。


　それも、両手の指が別々の印形をつくった。





「火天に帰命したてまつる（オン　アグニ　ソワカ）！」


「あまねく諸仏に帰命したてまつり（ナウマク　サマンダ）──とくに不動明王に帰命したてまつる（バザラ　ダン　カン）！」





　かたや、火天真言。


　かたや、不ふ動どう明みよう王おう真言。


　火天アグニの神しん炎えんと、不動明王の迦楼羅カルラ炎が合一する。膨ふくれあがった炎は地上の太陽にも似て魔ま物ものたちを燃え上がらせ、周囲の霧きりもまとめて干ひ上あがらせた。


　その爆ばく炎えんの中で、僧侶は小さく呟いた。


「……行ってくだされ、若」


　ひどく貴い願いのように、魔物たちの数秒の間かん隙げきに、夜空を見上げたのだった。
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「霊脈レイラインに引っ張られた地ち霊れいや雑霊、悪あく霊りようどもはすべて大地に還かえせ！」


　叱しつ咤たの声が、布留部市の深夜にこだまする。


　老人の声だ。


　しかし、老いなど微み塵じんも感じさせぬ、矍かく鑠しやくとした言明だった。


　対して、応こたえたのは単なる返事にあらず。


　複数人の歌であった。





「主は立ち上がり、敵を散らされる。主を憎む者は御前から逃げ去る（exsurgat Deus et dissipentur inimici eius et fugiant qui oderunt eum a facie eius）」





　まず、クロエ・ラドクリフである。


　能力だけを問うなら騎き士し総長に最も近いとされる女騎士は、自らの十字剣クルセイダー・ソードを掲かかげて、声こわ高だかに歌う。


　さらに、双ふた子ごの正騎士ラジエルとサジエルが続く。





「煙は必ず吹き払われ、蠟は火の前に溶ける。主に逆らう者は必ず御前に滅び去る（sicut deficit fumus deficiant sicut tabescit cera a facie ignis pereant impii a facie Dei）」


「主に従う人は誇らかに喜び祝い、御前に喜び祝って楽しむ（iusti autem laetentur exultent in conspectu Dei et gaudeant in laetitia）」





　祓魔式エクソシズム。


　その魔術特性は、〈聖霊の加護（Divine protection of Holy Spirit）〉。


　もともとが魔物を征せいするためにつくられた魔術である。十字軍が組織される際、ある程度の簡易な訓練で、集団に行使可能な魔術が求められた。


　歌を模した術式も、統一された十字剣クルセイダー・ソードも、すべてそのためのものだ。


　高らかに、歌が伸のび上がる。


　連なって、絡からみつく。


　斉せい唱しよう。


〈銀の騎士団〉の誇ほこる儀ぎ式しき魔術。


　そして、最初の老人もまた自らの剣を掲げて歌う。





「主に向かって歌え、御名をほめ歌え。雲を駆って進む方に道を備えよ。その名を主と呼ぶ方の御前に喜び勇め（cantate Deo canite nomini eius praeparate viam ascendenti per deserta in Domino nomen eius et exultate coram eo）」





　正しく四方を固め、四本の十字剣クルセイダー・ソードが高く振ふりかざされた。


　見えない波が、生まれる。


　聖なる威い力りよくを秘ひめた波は、竜りゆうの吐と息いきによって錬れん成せいされた魔物たちを、たちまち塵ちりへと返した。


「……ふん。まずはいいだろう」


　その結果を確かめ、老人は空を見上げた。


「行ってこい、小こ僧ぞう！」


　叫さけんだ老人は、〈銀の騎士団〉騎士総長ジェラール・ド・モレー。


〈アストラル〉との魔術決闘フエーデを通じて、交こう誼ぎを結んだ魔法使いだった。


　ＡＡダブルエークラスの魔術結社の中でも特筆される組織力を使って、彼らは大魔術決闘グラン・フエーデの足元を支えてきたのだ。


　今も多くの騎士団員が束ねられ、一いつ般ぱん市民の眠ねむりを乱さぬよう、また魔術の眠りが深い昏こん睡すいへと導かぬよう守護している。大魔術決闘グラン・フエーデのはじめに、いつきが依い頼らいした事こと柄がらを、彼らは見事に遵じゆん守しゆしていた。


　妖精博士フエアリー・ドクターを名乗る男からの通達によって、彼らはこの一時こそ勝負の要かなめと全員で打って出たのだ。


「……いつき様」


　クロエも、囁ささやいた。


　切なく、遠く。


「行ってください……！」


　ひたすらに、竜の蠢うごめく空を見つめたのであった。
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　いつきには、すべてが視みえていた。


　地上も天空も、自分たちを助けてくれている魔法使いの呪力が、少年の瞳にははっきりと視えていた。


　どの魔法使いも、自分を手伝ってくれていた。


　あまりにも無む謀ぼうで、あまりにも身勝手な自分を、許してくれていた。


『どうよどうよ。俺って凄すごくね?!』


　自じ慢まんげな携けい帯たい電話からの声に、いつきは困ったように笑った。


「どれも父さんの力じゃないでしょう」


『えええ！　冷たくない?!』


　父の素すっ頓とん狂きような声に、瞼まぶたをつむる。


　それから、


「──僕もそうです」


　不意に、少年は言った。


「僕も……自分だけの力でできたことなんて何もありません」


『…………』


　司は、何も言わなかった。


　いつものように茶化したりはせず、かといって慰なぐさめもせず、沈ちん黙もくによって少年の次の言葉を促うながした。


「何もできなくて、皆みなに頼たよりっぱなしで、皆に甘えっぱなしで、そんな僕のままここまで来てしまいました……」


『…………』


「父さん」


　いつきが、訊きく。


「どうして、僕を拾ったんですか？」


『ん？　ああ。まあ、そうだねえ』


　少し考えて、電話の向こうの相手は口を開いた。


『君を拾ったときは、〈アストラル〉を創設するかどうかで悩なやんで、世界を放ほう浪ろうしてるときだったんだよ』


　もう、ずっと昔のこと。


　ちょっと木こ陰かげで休もうかと思った、それだけの場所で。


『……誰だれかのいたずらかとも思ったよ。俺みたいな魔法使いの血を引かなかったヤツが、君みたいな妖精眼グラム・サイトの子を拾うなんて、ちょっとばかりできすぎだろ？』


　電話の向こうで、ため息混じりに肩をすくめる姿が見えるようだった。


　でも、もとより神かみ隠かくしとはそういうものだ。妖よう精せいという存在を見た者は魔法使いにさえいないが、彼らは最も皮肉なカタチに運命を操作する。


　まるで、運命そのものが妖精であるかのように。


『だからまあ、面おも白しろくなっちゃったわけだけどさ』


「面白いから育てたんですか」


『そうだよ』


　あっさりと、司は告白する。


『いつだって面白かった。君を見ていて飽あきることなんかなかったさ』


「…………っ」


　寸すん瞬しゆん、いつきの息が止まった。


　司の言葉がそこだけはふざけておらず、心底からのものだと分かってしまったからだ。


　だから、話題を変える。


「影崎さ──柏原さんをあそこまでして助けようとしたのは、どうしてです？」


『父親が、息子むすこを命がけで救ってもらったんだよ？　その恩返しができなくてどうする』


「誰も、父さんひとりでやるべきだとは、言わなかったんじゃないんですか。猫屋敷さんもユーダイクスさんも父さんが〈アストラル〉から離はなれた理由を知らなかった。せめて、それぐらいは伝えておいて良かったんじゃないですか」


『かもな』


　司も認める。


　ゆっくりと、言葉を続けた。


『だけどな、俺は自分で責任取りたかったんだよ』


「責任？」


『君が大魔術決闘グラン・フエーデの責任を取りたいっていうように、俺は俺の責任を取りたかったんだよ』


「…………」


　それは確かに、いつきにとって納なつ得とくするしかない理由だった。


　ほかの何より、少年にとって納得のいく理由だった。


「そうですね」


　認める。


　自分とこの父が、確かに相そう似じしていることを。


　物心付いてからきちんと話したことなんてろくにないのに、それでもこの人が自分の父であったのだということを。


　ため息を、つく。


　そして、また話す。


「いろんなものを見ました」


　ぽつりと、呟つぶやく。


「二年とちょっと、〈アストラル〉を引き継ついでからずっと魔ま法ほう使つかいの世界にいて……驚おどろくことばかりでした」


『……ああ』


　司が肯こう定ていする。


　それは、非想非非想の瞑めい想そうにこもる以前の司が、想像もしなかった事態だった。〈アストラル〉なんてカタチは、目覚める頃ころには無くなっているものと考えて疑いもしなかった、彼の一番の誤算であった。


　隻蓮から最初に聞いて、思わず「馬ば鹿かだなあ」と口走ってしまったことでもあった。


　自分以外の社員たちもまた──〈アストラル〉という器うつわにこだわってくれていたという、何よりの証しよう拠こ。


「いろんな人たちがいました」


　万ばん感かんの思いとともに、少年は口にする。


「強い人も弱い人も、怖こわい人も優やさしい人も、哀かなしい人も頼たのもしい人も、無口な人も饒じよう舌ぜつな人も、泣いている人も笑っている人もいました」


　ひとりずつの顔を思い浮うかべて、少年は言う。


　出会ってきた人々。


　通り過ぎてきた人々。


　自分を助けてくれた、自分と戦ってきた、自分が競きそってきた人々。


「でも、たったひとつだけ、はっきりと言える」


　大きく息を吸って、少年は続けた。





「……魔法使いに、一生懸けん命めい生きてない人はいない」





　だから、好きになったのだ。


　その生き方を。


　その在り方を。


　憧あこがれや怖おそれや嫉しつ妬とや共感や、そのすべてをないまぜにして──受け入れたいと思った。この人たちとともに歩んでいきたいと思った。


「本当は……僕のやるようなことなんて、何もないのかもしれない」


　微び苦く笑しようして言う。


　ここまで大げさに話を進めてしまったけれど、それはただいつきの勝手。〈螺旋なる蛇オピオン〉も〈協会〉も、自分たちの都合と自分たちの戦いで、きっと新しいカタチをつくりあげていたはずだ。


「それでも……何かしたいと思った」


　告白する。


「僕は、僕のまわりにいる人たちのために、魔法使いの世界をもっと生きやすくしてみたかった」


　穂ほ波なみ。


　猫屋敷。


　アディリシア。


〈アストラル〉から、一度は引き離されてしまった人々。





　──『僕たちは深く決定的に外の世界とつながっている。何かがあったら、誰かが引っ張られて、あっという間に夢は壊こわれちゃう』


　──『だから考えたんだ。──どうすればこの戦いは終わるんだろうって』





　いつき自身が、かつて口にした言葉。


　携帯から、司が訊いてくる。


『だったら、俺と同じところに辿たどり着くんじゃないのかい？』


「かもしれない」


　いつきもうなずく。


「父さんが言うように、新しい第三団サード・オーダーをつくって〈アストラル〉を第三者の監かん視し機構として再構築する。それが魔法使いの幸せとして正しいのかもしれない」


　柏原を救うために、司が口にしていた詭き弁べん。


　詭弁ではあっても、あれは確かな意味のある言葉だった。


　その方法であれば、魔法使いの世界ももっと楽になるのかもしれない。


「だけど──僕は僕になるって、もうずっと前にユーダイクスさんや皆と約束したんです。それはきっと父さんと同じになることじゃないと思う」


『そっ……か』


　ジジ、とノイズが混じった。


　そのことに気づいて、司がありゃと声をあげた。


『……やれやれ、そろそろ通信が途と切ぎれそうだな。もともと小細工で誤ご魔ま化かしてきただけだったし』


「父さん」


　呼びかけたいつきの声が、届いたかどうか。


『俺は……俺が……とりたかった責任をとって……き……た』


　段々、ノイズはひどくなっていく。


　父の声は遠ざかっていく。


『だか……ら』


　ひとつ息をついて、言った。


『この先は……お前の……好きにしてこい……馬鹿息子……』


　それきりで、司との通信が途切れる。


　地上といつきとをつないできた最後の糸が、断たち切れる。


　父と子と、きっとこの十二年で一番長かった会話は、終わってしまう。


　だけど。


「……うん」


　いつきは、もっと大切なものをもらったかのように微笑ほほえんで、紅あかい髪かみの少女とともに天空を目指したのであった。





　　　　＊





「……行っておいで」


　そして、羽はね猫ねこは囁ささやいた。


　遠い日の流星を思い出すように、その眼めは細められていた。


　彼女の物語は終わっているのだから、これ以上手を出すことはありえない。〈魔女の中の魔女〉──ヘイゼル・アンブラーのやるべきことはすでに終わっている。


　だから。


　羽猫は、困ったように振ふり向いた。


　彼女がつくったささやかな結界に、誰だれかが踏ふみ込んだのを知ったのだ。


「……猫屋敷くん」


　と、歩み寄る魔法使いの名を呼んだ。


「捜さがすのに手間がかかりました。結局、この子たち頼たよりです」


「うにゃあ」


　得意げに三毛猫──青せい龍りゆうが鳴く。


　対する羽猫は、くるりと尻尾しつぽで半円を描えがいて見せた。


「大魔術決闘グラン・フエーデはもういいの？」


「私は空を飛べませんしね。地上の掃そう討とう戦は、〈銀の騎き士し団〉と〈ゲーティア〉が残していた徒と弟ていで十分でしょう。それよりはあなたに事情聴ちよう取しゆした方がまだしも〈協会〉にとって有益そうです」


「仕事熱心だこと」


「貸し出し魔法使いレンタルマギカですから」


　素っ気なく猫屋敷は答えた。





「──で、教えてもらえませんか？　あなたはどうして〈協会〉でも〈螺旋なる蛇オピオン〉でもなく〈アストラル〉の味方を選んだんですか？」





「…………」


　少しの間、羽猫は沈ちん黙もくした。


「君には、いろいろ隠かくせないわねえ」


「隠されっぱなしですよ」


　顔をしかめて、猫屋敷は抗こう弁べんした。


「あなたが伊庭社長の師し匠しようになってることだって、知ったのはつい最近なんですから。なるほど見み違ちがえるはずですよ」


「あの子の成長を促うながしたのは、あの子自身よ」


「そうですね。そうだと思います。だけど、成長のときに誰が隣となりにいるかで、変わってくるものもあるでしょう」


「そうかしら」


「そうですよ」


　うなずいて、猫屋敷がさらに言う。


「かつて、〈協会〉も〈螺旋なる蛇オピオン〉もあなたを捜していました」


　実際、そのために隻蓮とフィン・クルーダは、ヴェネツィアを舞ぶ台たいに一戦交えたことさえある。


　どちらも彼女を見つけられず、戦いは痛み分けに終わった。


「それが第三団サード・オーダーに由来することは、さきほど元社長からお聞きしました」


　事情を知っていれば、捜そう索さくは当然だったろう。


　互たがいのトップである第三団サード・オーダーについて、その秘ひ奥おうにまつわる術式を知る者は、もはやヘイゼル・アンブラーのみだったからだ。血統のみであれば孫まご娘むすめである穂波・高たか瀬せ・アンブラーもそうなのだが、彼女に術式が伝わってないことは明白だったし、息子むすこであるダリウス・レヴィには手の出しようもなかった。


「…………」


　羽猫は、何も言わぬ。


「どうして、ダリウス・レヴィに味方しなかったんですか」


　そうすれば、この戦いは始まらなかったかもしれない。


　大魔術決闘グラン・フエーデが締てい結けつされたのは、ヘイゼル・アンブラーが伊庭いつきに、〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉の秘術とその対抗策を教えたためだ。そうでなければ、ふたつの結社は今も闇やみから闇へと闘とう争そうを繰くり返していただろう。


　この羽猫の存在は、たとえ舞台裏であっても大きな影えい響きようを及およぼしている。


「そうねえ」


　ヘイゼルが、目を閉じた。


　彼女には、人よりも長い人生がある。


　そして、ダリウス・レヴィは、この羽猫が人間の身体からだを持っていたとき、その腹を痛めて産んだ子供のはずだった。


　少しだけ考えて、羽猫は口を開いた。


「飽あきた、というのが一番正解かしら」


「……飽きた？」


「ああ、誤解しないで。あの子を愛してないわけじゃないわ。ただね、〈魔ま女じよの中の魔女〉とか言われて、魔法使いの世界で特別扱あつかいされて、なんだかんだと引っ張り出される。そういうのに飽きたのよ」


　そう言ってから、いいえ、と羽猫は自分の言葉を否定した。


「そんないいものでもないわね。もっとつまらなくて、もっとがっかりする理由よ。そう……きっと、怖こわかったからだわ」


　怖かった、と羽猫は言った。


〈魔女の中の魔女〉とまで謳うたわれた者が。


「…………」


　今度は、猫屋敷が押し黙だまる番だった。


　かまわずに、羽猫は続けた。


「伊庭司と知り合って、〈アストラル〉に入った。魔法使いでも真っ当に幸せになってよいのだとか、他愛たわいない夢も見た。でもそんな夢もある日突とつ然ぜん消え去って、それはまあこんな年寄りでも怖くなるわ。いいえ、年寄りだからこそ怖くなるのかもね。山にこもって、目をつぶって、何も聞こえないように耳に蓋ふたをして。ずっとつまらない時間を過ごしていたわ」


　もう二度と。


　もう二度と、夢など見なくてすむように。


「でもね。あの子が追いかけてきた」


　羽猫が言う。


「隻蓮に連れられて、土下座なんてされてね。本当に馬ば鹿かな子だと思って……でも一いつ緒しよに思ったのよ」


「何を、です？」


「夢が消えたんじゃないかもしれない」


　ほんの少し、羽猫の声は熱っぽくなった。


　どれだけの齢よわいを重かさねたかも分からない魔女の声は、まるで無む邪じや気きな子供のようだった。


「あたしがそっぽを向いただけで、ずっとそこで待っていたのかもしれない。待っていてくれたのかもしれない。ねえ分かる？　この年でもう一度他愛ない夢を見られるっていうことが、どれだけ嬉うれしいことかあなたに分かるかしら？」


「分かりますよ」


　猫屋敷が、答える。


「分かります」


　もう一度、言った。


　それは、彼にとっても同じだった。


　二年前、あの〈アストラル〉事務所に眼帯をつけた少年がやってきたとき、やっと彼の時間は動き出したのだ。凍こおりついた時間がたちまち色づき、多くの人が行き交かうようになっていくことを、彼がどれだけ嬉しく思っていたことだろう。


「あら、あなたは夢にそっぽを向いてなんかいなかったわよ」


　と、羽猫は笑った。


「あの子が引き継いでくれるまで、ずっと〈アストラル〉を守っていてくれたのはあなたでしょう。隻蓮くんもユーダイクスくんも柏原くんもあたしもいなくなっても、ひとりで守っていてくれたんでしょう？」


「……さて」


　曖あい昧まいに、猫屋敷は誤魔化した。


「だからね」


　と、羽猫は言う。


「今度こそ、あたしは待っていないといけないの」


「今度こそ、ですか」


「ええ」


　ひどく切なそうに、羽猫もまた夜を仰あおぐ。


「もう、あたしなんかがいなくても世界はうまく回っていくんだって──あたしが死んでも、あたしの夢は死なないんだって、それを確かめるために、今日だけは手を出さないと決めたのよ」
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　星が近かった。


　夜空の雲を越こえて、いつきたちは竜りゆうのすぐ近くまで飛ひ翔しようしていた。


「…………っ」


　いつきが、ぎゅっと奥歯を嚙かみしめる。


　巨きよ大だいな竜を間近にして、ぞくぞくと身体の芯しんからすくみ上がってしまいそうだった。強きよう烈れつな呪じゆ力りよくに右目は再び痛み始め、少年を蝕むしばみつつある。妖精眼グラム・サイトのことがなくても、耐たい性せいのない一いつ般ぱん人なら気絶しかねないほどの圧だった。


（……僕も、もう一般人とは言えないかな）


　ぼんやりと思って、苦笑する。


　その耳元へ、


「……ごめん、いつき」


　ラピスが囁ささやいたのだ。


「そろそろ、限界。ラピスの翼つばさじゃ、これ以上濃こい呪力密度に耐たえられない。……あの中には入れない」


　ラピスの生態の問題もあったろう。


　ホムンクルスとして魔術によってつくられたラピスの身体は、その分通常の生物よりも呪力の影響を受けやすい。さきほどの霧きりのように打ち払はらえるならば対応できるが、これより先は呪力密度が濃すぎて、自律神経にも影響を与あたえかねない。


　だから、


「大だい丈じよう夫ぶ」


　と、いつきはうなずいた。


「ひとりでも、いける。竜の背中より上に回ったら僕を落として。あそこの呪力圏けんの感じだと、多分怪け我がしないように降りられると思う」


　右目を押さえる。


　妖精眼グラム・サイトと呪力を利用することで安全に着地できると、少年はそう見込んだらしい。


「でも」


　抗弁しようとしたラピスへ、


「大丈夫」


　もう一度、少年が言った。


　力強い笑えみを、浮うかべていた。


　ラピスと初めて出会ったとき──竹たけ筒づつの羊よう羹かんを渡わたしてくれたときと似ていて、やはり二年の時間を経て、相応の成長を遂とげていた。





　──『おなか……すいてるの？』


　──『あのさ、これ……食べる？』





　あの言葉が、どれだけ嬉しかったか。


　ずっとユーダイクスとだけ暮らしていたホムンクルスの少女が、初めて他人と触ふれ合った瞬しゆん間かん。世せ俗ぞくから離はなれた魔法使いというものがそれでも幸せになってよいのだと、そう教えられた出会い。


　だからこそ、ラピスにとっては辛つらかった。


「──いつき。無理しないで」


「無理なんかしないよ。できることを、後こう悔かいしないようにやるだけ」


　いつきが言う。


「……分かった」


　ラピスの翼がはばたく。


　限界まで、竜に近づいた。ユーダイクスの光の槍やりや、隻蓮の猛もう攻こうに気をとられているのか、小さな少年少女などに竜が気を払うこともなかった。


　限界まで近づく。


　できるかぎり、ギリギリまで近づこうとする。


　しかし、


「もういいよ」


　と、少年が言った。


　まだいけると言おうとした少女の視界に、アカイロの瞳ひとみが食い入った。


　その瞳は、ラピスの限界も知り尽つくしているようだった。


「……うん」


　うなずくしかなかった。


　そっ、とラピスが手を離した。


　重力に従って、少年いつきの身体からだが竜の背中へと落ちていく。





　師隻蓮の庇ひ護ごから離れ。


　父司の言葉を断たたれ。


　翼ラピスさえも失って。





　たったひとりで、ひとりきりで──伊庭いつきは竜へと墜おちていく。





　　　　＊





　最後に。


　夜空を見上げる魔ま法ほう使つかいたちは、もう一組いた。


　中央公園の柔やわらかな地面に座り込み、ふたりの少女が互たがいの手を握にぎっていた。


　栗くり色いろの髪かみの少女と。


　黄金色の髪の少女。


「……羨うらやましいなあ、アディ」


　と、穂波が呟つぶやいた。


　少女の手は片方がアディリシアの手を握り、片方がアディリシアの髪を梳すいていた。ずっと前からそうしているようだった。髪に魔力が宿るというのは、洋の東西を問わぬ古い伝承だが、ここでもそれに倣ならったらしい。


　少女の内側の魔神を落ち着かせるのに、穂波は髪を梳くという行こう為いを利用しているらしかった。


「初めて見た。いっちゃんのあんな顔」


「……あんな、顔？」


　穂波の言葉に、アディリシアの瞳が動く。


　いまだ魔神と自分の制せい御ぎよができないものか、呼吸はひどく弱々しかったが、それでも親友穂波に触れられていると、少し楽になるようだった。


「気づいてへんの？」


　優やさしく、穂波が微び笑しようする。


　アディリシアは、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。


「だって……イツキは、他人が苦しんだらいつだって、自分も苦しそうな顔をするでしょう？」


　その疑問に、穂波はほんの少し悔くやしそうに、表情を苦くした。


「うん。いっちゃんは優しいからね。ちょっとどうかって思うぐらい、他人に共感する。一いつ緒しよに仕事してて、さすがにやりすぎって怒おこったことも両手の指じゃ全然足りへん。──でもね、さっきのは特別や」


　断言する。


（だって……ずっといっちゃんのことを見てきたんやから）


　だから、分からないわけがない。


　たとえいつき自身に分からなくても、穂波・高瀬・アンブラーにだけは分からないわけがない。


「あれはね。自分の一番大切なものを、自分が見えないところに託たくさなきゃいけないっていう──そういう顔やった」


「大切な、もの？」


「うん」


　穂波が、うなずく。


「みんな、大切なものは無くしてから気づくもんや。もしも無くす前に気づけたなら、どんなみっともなくても必死に守るやろ」


「…………」


　アディリシアには、その意味が分からない。


　いや。


　分からないのではない。


　本当は分かっているのだけど、受け入れることができないのだ。


　自分の今の身体と、心と、あの少年と。


　いくつも積み重なった課題は、少女をいつよりも臆おく病びようにしている。誰だれよりも気高く勇ゆう敢かんな〈ゲーティア〉の首領は、このことについてだけ、まるで小さな栗鼠りすのようだった。


「……私、は」


　その『私』からして、ぐらんぐらんと揺ゆらいでいるのだ。


　魂たましいの在あり処かとは、一体どこなのだろう。


　視界はずっと揺れっぱなし。聞こえる音もどんどん分からなくなる。肌はだに触れるそよ風も遠く、ただひたすらに眠ねむい。何もかもに紗しやがかかっているようで、現実感がどうしようもなく薄うすかった。


　身体を丸めて、目を固くつむって、何もかもから逃にげてしまいたいぐらいに。


「アディ！」


　声がする。


「しっかりして、アディ」


　その声が、少女を揺り動かす。


　融ゆう合ごうした魔神アスモダイではなく、『アディリシア・レン・メイザース』を目覚めさせる。


「アディが……いっちゃんから逃げてどうするの」


　ひどく、真しん剣けんな瞳だった。


　ひょっとすると魔法使いを罰ばつする魔法使いとして、〈アストラル〉の前へ立ち塞ふさがったときよりも、真剣に向き合っているのかもしれなかった。


「分かってます……わ」


　だから、アディリシアも必死に応こたえる。


　ひどく曖あい昧まいになっている自分の欠片かけらを搔かき集め、眠気を払はらう。いまも朧おぼろになりつつある魔神との境界を意識する。


　そんなアディリシアの様子を慎しん重ちように見つめて、穂波は訊きく。


「あれ……もう、いっちゃんに話したんやろ？」


「あれ？」


　その意味を考えて、アディリシアは瞬まばたきする。


「え、ええ。でも……あれは、この大魔術決闘グラン・フエーデが終わってからのつもりで。それに……こんな状じよう況きようじゃ……どうやっても準備も呪じゆ力りよくも……」


「大だい丈じよう夫ぶ」


　と、穂波はうなずく。


「さっきは、〈螺旋なる蛇オピオン〉の惑わく星せい魔術を止められなかったから。おかげで、もう一回ぐらいは〈生きている杖リビング・ワンド〉も使えるんや。──その儀式の呪力ぐらいは、十分あたしひとりでまかなえる」


「……本気、ですの？」


　アディリシアの瞳に、かすかな力が宿った。


　突とつ拍ぴよう子しもない発案によって、つかのまだが、彼女自身の意識が揺さぶりおこされたのだ。


　対して、


「本気に、決まってるやろ」


　とん、と少女はアディリシアの胸をこづいた。


　あまりに柔らかな拳こぶしだった。優しすぎて、その優しさに心臓を貫つらぬかれるようだった。


「────っ」


　不意に。


　二年前のことが、電流のように脳のう裏りを走った。





　──『あなたはイツキが好きなんですの?!　それとも、ただ昔のことに負い目を感じてるだけですの?!』





　あのとき、穂波を叱しつ咤たした自分。


　今は。


　その、逆。


「……あたしの背中を叩たたくのがアディなら、アディの背中を叩くのはいつやってあたしや」


　少女が言う。


　親友が言う。


　かつて自分が贈おくったものを、この親友が返してくれている。自分が贈ったときよりもずっと重くて、掛かけ替がえなくなったものを、渡わたそうとしてくれている。


「やから、行こう？」


　立ち上がって、穂波が手を伸のばした。


　たとえ、どれだけ視界が歪ゆがんでも、その手だけは見み間ま違ちがえようがない。


「……ええ」


　苦しそうに、息を荒あらげて。


　それでも、少女は親友の手を取った。


「よろしくお願いしますわ。ホナミ」


　ふたりの魔女は、夜空の竜りゆうを見上げて、立ち上がったのであった。
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　　　　１




「我が東方にラファエル！　風よ、癒いやしの加護もて我を守れ！」





　ダリウスが叫さけび、手を打ち振ふった。


　天使召喚術アルマデル。


　四大元素を、四方と四大天使と照応させ現実を上書きする、〈協会〉では基本的な魔ま術じゆつである。


　風は、東方に座するラファエル。


　水は、西方に座するガブリエル。


　地は、北方に座するウリエル。


　炎ほのおは、南方に座するミカエル。


　この組み合わせによって、ダリウスは呪力を誘ゆう導どうする。


　善戦といってよかった。


　呪力だけでいえば、ふたりの第三団サード・オーダーを吸収し、さらに竜りゆうの呪力も貪むさぼらんとしているフィンである。現存のいかなる魔法使いでも、これには抗あらがえるはずもない。


　しかし。


　同時にそれは、単にフィンがとどめを刺さそうとしないからという、それだけのことでもあった。





「我が西方にガブリエル！　死の加護もて外敵を撃うち抜ぬけ！」





　凝ぎよう縮しゆくされた水の弾だん丸がん。


「…………」


　あっさりと、その弾丸は魔ま槍そうに断たち切られる。


　もとより魔術としての完成度はそう高くなかった。ぎりぎり一流と呼べるレベルには達しているが、〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーや、魔法使いを罰する魔法使いたちには比べるべくもない。


　対して、


「……殺す価値もないか」


　そう口にした壮漢ダリウスの姿の、なんたる無む惨ざんなことか。


　すでに片かた腕うでは潰つぶれ、右みぎ脚あしの太ももも抉えぐられている。獅し子しを思わせる金きん髪ぱつは自らの血に汚よごれ、トレードマークといえる蒼あおいスーツもいまやあちこちが裂さけてしまっている。


「あるとお思いですか？」


　にっこりと笑って、フィンが返した。


「こんなものは退たい屈くつしのぎですよ。終わりの時間まで気を紛まぎらわせるための、手て慰なぐさみでしかない」


　ゆらゆらとミストルティンの槍やりが回る。


　あまりに呪力の密度が濃こいここは、まるで水族館アクアリウムのようだった。白いスーツを纏まとうフィンもまた、ヒトの姿をした熱帯魚のよう。ほんのりとこぼれた吐と息いきが、いまにも水すい泡ほうになって浮うかんでいきそうだった。





「我が南方にミカエル！　炎よ、我が敵を縛しばる鞭むちとなれ！」





　炎が舞まい踊おどる。


　何本もの鞭と化した天使召喚術アルマデルの業ごう火かを、つまらなそうにフィンが断ち切った。


　同時、返礼とばかりにヤドリギの矢が放たれ、今度はダリウスの太ももを貫いて、壮そう漢かんに膝ひざをつかせたのである。


「……本当に、あなた、あの穂ほ波なみ・高たか瀬せ・アンブラーの父親ですか？」


　フィンが、眉まゆ根ねを寄せた。


「魔術に工く夫ふうがなさすぎます。いくら呪じゆ力りよくに差があるといっても、彼女ならもう少し食くらいついてきますよ？」


「……は」


　ダリウスが、笑った。


　血みどろの膝をついたままで、低く、笑った。


「は……は、はははははははは」


「どうしました？」


　問うたフィンへ、ダリウスは笑いに歪んだ顔をあげた。


「ご自じ慢まんの妖精眼グラム・サイトでも分からなかったかね？」


　身を起こす。


　貫かれた太ももががくりと力を無くし、片手でその傷口を摑つかみ上げる。ぎりぎりと万力のごとく締しめ上げて、強ごう引いんにダリウスは立ち上がった。


「天てん仙せんを縛っていたとか、そんなことは関係ない」


　笑う。


　だが、彼は誰だれを笑っているのか。





「もともと私に、魔法使いの才能などありはしない」





　躊躇ためらいなく、言った。


「娘むすめの穂波や、〈魔女の中の魔女〉と呼ばれた母ヘイゼルには遠く及およばん。そんなことは子供の頃ころに、母からしつこいぐらい聞かされている。──ああ、お前には星が与あたえられなかったねえ、だとさ」


　告白する。


　自らの欠損を。


〈協会〉の長としてあまりに致ち命めい的てきな、欠落を。


「アンブラーの血統を受け継ついだゆえに呪力はあったし、第三団サード・オーダーにまつわる魔術だけはいささかの適性があったがね。そういう意味では、いびつな才能と言えるかもしれないな。はは、いっそもう少し才能がなければ、魔法使いのことなど知らされず俗ぞく世せに帰されたかもしれん。迂う闊かつにも第三団サード・オーダーにまつわる才能があったとなれば、これは血を残すためにも魔法使いにせざるを得まい」


　自じ嘲ちようする。


　影かげ崎ざきと契けい約やくし、アンブラーの魔術によって縛りつけたのも、〈協会〉での地位を不動にするためだったろう。あるいは魔法使いとしての才能を諦あきらめていたことこそ、俗な権けん威いにはこだわらない魔法使いとしては異質な在り方を生み、彼を副会長まで上りつめさせたのかもしれない。


　一いつ瞬しゆん、フィンが言葉を止めた。


　すぐ、


「虚むなしいとは思わないのですか？」


　改めて、尋たずねた。


「それでは、あなたはただ血統をつなぐためだけのパーツでしょう。普ふ通つうの人間は、そうした生き方を忌き避ひするのではないですか」


「…………」


　ダリウスも押し黙だまる。


　黙ったまま、自らの呪力を練る。才能がないと言った通りに凝縮される呪力は拙せつ劣れつたるもの。それでもアンブラーの血統は十全たる力を、壮漢に供給する。


　退ひく気はないのだと、その姿が訴うつたえていた。


　たとえ、彼ひ我がにどれだけの差があろうとも。


「────、」


　そのとき。


　見えない水泡を追うように、フィンの視線があがった。


「ああ、来ましたか」


　竜の背中には、天てん蓋がいのごとき霧きりがたちこめている。


　その霧が、割れたのだ。


　硝子ガラスが割れるように、蜘く蛛もの巣状のひびが走った。あちらとこちらを隔へだてる結界が、侵しん入にゆう者を前に儚はかなくも砕くだけ──自らの顔を覆おおうようにして、スーツを着た少年がそこから墜おちてきたのである。


「────っ！」


　アカイロの瞳ひとみが、光を放つ。


　呪力は柔やわらかなクッションのように、少年の身体からだを受け止めた。


　魔術というよりも、これは黒羽の騒霊現象ポルターガイストや顕現現象アポートに類るい似じする現象である。ある意味で第三団サード・オーダーにも近しい力を、この場に限定して妖精眼グラム・サイトは引き起こすらしかった。


「……フィン、さん」


　少年が、竜の背中より立ち上がる。


　最後の決戦のその舞ぶ台たいを、自らの両足で踏ふむ。


　そして、


「イツキくん」


　愛いとしい人でも迎むかえるように、フィン・クルーダは恍こう惚こつと少年の名を呼んだ。


　妖精眼グラム・サイトと、妖精眼グラム・サイト。


　かたや、〈螺旋なる蛇オピオン〉のすべてを託たくされた若者。


　かたや、〈アストラル〉の意志を受け継ぐ少年。


　相似して相反するふたりは、ついに衝しよう突とつの瞬間を迎えたのであった。





　　　　＊





「…………フィン、さん」


　もう一度、名前を呼ぶ。


　踏み出す一歩が、ひどく重かった。


　決戦の地まで辿たどり着いて、ますます濃のう度どをあげる呪力に、内臓を搔かき回されている気分だった。右目の痛みもますます悪化しており、眼球から神経を伝わって、少年の脳までも蝕むしばんでいくようだ。


「────っ！」


　気にしない。


　歩いていく。


　右目を押さえたまま、フィンへと歩を進める。


　不意に、その身体が外部からの力によって、急制動をかけられた。


　たくましい腕が、少年の肩かたをつかんだのだ。


「……どけ」


　歯を軋きしらせ、壮漢が言ったのだ。


「ダリウスさん」


「お前とあれがなんだろうが、だからといって、私が退く理由にはならん」


　重く、〈協会〉の副代表は告げる。壮漢もまたヤドリギの矢に貫つらぬかれ、見た目からは想像もできぬ魔ま術じゆつの苦痛に苛さいなまれているはずだった。


　それでも、


「私が、魔法使いの秩ちつ序じよだ」


　王が言う。


　傷ついた王は、しかしその誇ほこりだけは一いつ切さいの揺ゆらぎなく、少年を押さえつける。


「──さっきの問いに答えてやろう。取り替え児チエンジリング」


　ぎり、と奥歯を嚙かんで、ダリウスはフィンへと告げた。


　少年と若者の間へ割り込むように、傷だらけの足を進ませる。


　ぼとぼとと大量の血がこぼれて、蒼いスーツを真しん紅くに染めていく。衣服のみならず革かわ靴ぐつまでも不ふ吉きつな色に染めて、ダリウスは若者へ歩み寄る。


　まるで殉じゆん教きよう者のごとく、壮漢は口を開く。


「私には、アンブラーの名も与えられなかった」


　ダリウスは言う。


　ダリウス・レヴィが言う。


「私の母はそれだけの資質を私に認めなかった。私の才能の無さは、あらゆる意味で私を否定した。魔法使いとして大成することも、魔法使いでないことも許されなかった。私は古い世代と新しい世代のつなぎでしかなく、けしてそれ以外の意味を与えられることはなかった」


　独白が、混こん濁だくした世界に漂ただよっていく。


〈協会〉の副会長たる壮そう漢かんは、ただ自らの身に起きた事実をつまびらかにする。


　一いつ拍ぱくをおいて、





「……だから、何だ」





　さらに、言った。


「ああ、環かん境きようはろくでもなかった」


　血まみれの顔で、断言する。


「だが、どこの誰だろうが、生きている意味など与えられないのが当然だろう。たまたま、魔法使いが鎖くさりにつながれやすいからといって、自分の鎖を喜ぼうが悲しもうが蔑さげすもうが勝手だろう。そんなものがどうして、自分の人生を虚しく思う理由になる」


　壮漢は、さらに一歩を進める。


　たとえ魔術で敗北しようが、それは思想の敗北ではないと立証するように。


「パーツならばパーツで結構。次代につなぐためだけの歯車なら歯車で結構。生きる意味など、そんな鎖と押しつけの中で、自分で見いだすものだろう」


「……なるほど」


　フィンが、うなずく。


「だから、あなたは魔法使いなのに魔法使いらしくないんですね」


　それは、魔法を使わない魔法使い伊庭司の、対極のように。


　ダリウス・レヴィは、まったく逆の意味で、普通の魔法使いからかけ離はなれる。


「あまりにも魔法使いらしすぎて、そこに割り切りができすぎていて、あなたはもはや魔法使いとはかけ離れた領域だ。──同時に、確かに、あなたは魔法使いの王だ。たとえあなた自身に魔法使いの才能がなくとも、王であることに変わりはないでしょう」


　枯かれ草くさ色の髪かみの若者も認める。


　彼こそが、王だと。


　そして、


（……ああ）


　ひそやかに、いつきも認めていた。


　少年は、すべての言葉を聞いているわけではない。


　フィンとダリウスの間で交かわされた会話を、知っているわけではない。


　それでも、分かった。


　彼らが話していることは、今までいつきが垣かい間ま見みてきた魔法使いの宿しゆく業ごうの、その一側面であった。


　魔法使いの、優先順位。


　すべてに血統が優先し、その血統も才能がなければ活いかされず、努力など誰だれにも顧かえりみられないという絶対的なシステム。


　同時に、少年はフィンとは別の感想を抱いだいてもいたのである。


（……辛つらくなかった、はずがないよ）


　フィンはダリウスの言葉を額面通りに受け止めたようだが、そんなはずがない。


　ダリウス・レヴィにも幼い頃ころがあり、若かりし頃があった以上、最初からそんな風に完成されていたはずがない。


　たとえば、それは妖精眼グラム・サイトという体質で生まれてしまったいつきのように。


（……この人も、そうなんだ）


　いつきは、思う。


　いつきも、嚙みしめる。


　これまでの出会いで、十分分かっていたはずの事実。


　欠けてない人間など、いないこと。


　寂さびしくない人間など、いないこと。


　現実に生きていく以上、誰もが餓うえ、誰もが飢かつえ、自らの埋うめがたい欠けつ陥かんや欠落に堪たえていくしかないということ。


　結局は、そうやって生きていくのだ。


　誰だって。


　いつだって。


　どこだって。


「……うん、だから分からない」


　フィンが、口を開く。


「そんなあなただから、〈螺旋なる蛇オピオン〉に属した者の気持ちなど分かるはずもない」


「〈螺旋なる蛇オピオン〉の、気持ちだと？」


「ええ」


　フィンがうなずく。





「──私を、見て」





　歌うように、言った。


　いつもの彼とは違ちがう一いち人にん称しようで、口調だった。


「私たちは弱くて哀あわれで負け犬で罪深くて、だからこそ誰にも顧みられないことに耐たえられない。そしてそんな弱さなど、あなたには理解もできないでしょう。私たちの気持ちなど分かるはずもない」


　気持ちなどまるでこもっておらず、教科書の詩でも朗読するよう。


　ひとしきり口にしてから、若者は軽く肩をすくめた。


「〈螺旋なる蛇オピオン〉の代表タブラ・ラサから、あなたへの伝言ですよ」


「……虐しいたげられてきた者の言うことなど、どこも大して代わり映ばえせんな」


　ダリウスはため息をつく。


　ぐっと手を持ち上げ、呪じゆ力りよくを再び練る。


「早く、この茶番を終わらせろ。でなければ私を殺せ。勝者がすべてを持っていくという当たり前の結末をつけてみせろ。その後は、お前たちが新たな負け犬の恨うらみも悲しみも背負う番だ」


　引きずり下ろされようとしている王者ダリウスは、その役目を終えるべく、新たな勝者へとバトンを渡わたそうとする。


　しかし、


「──勘かん違いされてますね」


　フィンが、ことりと首を傾かしげた。


「勘違い？」


「ええ。僕も〈螺旋なる蛇オピオン〉ですが、今の話は単なる伝言です。僕自身が抱かかえている願いでも望みでもなんでもない」


「…………」


　一いつ瞬しゆん、壮漢は沈ちん黙もくした。


　若者の言っていることが、真しん剣けんに分からなかったのだ。


　魔法使いとして異質であっても、やはり魔法使いとして相手を捉とらえていたダリウスには、フィン・クルーダが何を口にしているのか理解できなかった。


「なら、お前はどうして──」


「簡単ですよ」


　ひどく虚うつろに、若者は笑ったのだ。


「あの人たちに、先に頼たのまれたからです」


　それだけのこと。


　ただの順番で、ただの成り行き。


　フィン・クルーダが自分に課した決まり事。


「……頼まれた？」


　ダリウスが、鸚おう鵡む返しに呟つぶやく。


　壮漢の呼吸がかすかに揺らいだ。自分の話している相手が、ヒトの姿をしているだけの別の何物かだと、初めて悟さとったかのようだった。


「じゃあ、お前の意志は──」


「ああ。〈螺旋なる蛇オピオン〉とあなたたちには、理念も思想もあるのでしょう。それぞれ立派な理想や信念も持っているのでしょう。その衝しよう突とつで未来や文化を生んだりするのでしょう。多分、人間の歴史はそういう繰くり返しでできあがっているのだと思います」


　空々しく、枯れ草色の髪の若者が言う。


　道どう化けが前口上でも述べるようだった。真っ白なスーツを纏まとい、世せ俗ぞくの穢けがれなどひとつも受けてないかのような若者は、柔やわらかくかぶりを振ふった。


「でも、僕には関係ありません」


　フィンが言う。


「僕はただ、伝えられた願いを、そのままに叶かなえるだけです」


　フィンが、言う。


　その無意味。


　その無価値。


　あまりにも自動化された、願望器の所業。


　ダリウスさえも想像しなかった空くう虚きよ。ひょっとしたらタブラ・ラサだけは知っていたかもしれない虚きよ無む。


　これまでの〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉の闘とう争そうさえ、真っ向から否定するその絶望。


「お前──！」


「さあ、終わらせましょう」


　ダリウスの叫さけびに、アカイロの瞳ひとみがその光を増した。


　螺ら旋せんのごとく、ぐるぐると緋ひ色いろが回る。


　廻めぐる。


　捻ねじれる。


　若者を──いいや竜りゆうを起点とした魔術が突とつ然ぜん加速したのを、場の全員が感じた。加速度的に広がっていく術式は布留部市どころか、この地方を、この国を、いや国境さえ越こえて無限に拡散していく。


　その意味を視て、


「フィンさん！」


　いつきもまた叫ぶ。


　すると。


　ふわりと、少しだけ哀かなしそうに、フィン・クルーダは微笑ほほえんだ。


「ずっと術式を止めていたニグレドはいない。その呪力も上乗せして、惑わく星せい魔ま術じゆつはここに進行してる。今、魔術は完結します」


　そして、もう一言付け加える。


　長い長い遊びがついに終わってしまうというように、どことなく寂しげに。





「──タブラ・ラサ。あなたの願いを叶えましたよ」





　　　　＊





　呪力には、三つの色があった。


　黒。


　白。


　赤。


　第三団サード・オーダーとなりし三つの存在の色であった。


　その色のすべてが、今妖精眼グラム・サイトのもとに統とう御ぎよされ、融ゆう合ごうしようとしていたのである。


　世界のすべてへ、流出しようとしていたのである。


　術式の名を、惑星魔術。


　術式の意味は、妖精眼グラム・サイトをすべての人々へ与あたえること。


　術式の意義は、魔法使いの存在と意義を全世界へ知らしめるという──〈螺旋なる蛇オピオン〉の悲願。





　──『私を見て』





　多分、たったそれだけの、悲痛な叫び。


　その実現まで、後ほんの数秒。


　四、


　三、


　二、


　一、





　──カチリ。





　　　　２




　──カチリ、と音がしたように思えた。





　異変はその音とともに起こった。


　あるいは、起こらなかった。


　止まったのだ。


　今にも完結するはずだった術式が、その直前に停止させられたのである。


　まるで、ずっと大きな誰だれかの手のひらによって、優やさしく包まれたかのようだった。


「────っ！」


　さしものフィンが、目を剝むいた。


　いかに巨きよ大だいかつ前例のない術式とはいえ、呪力そのものを可視化する若者の妖精眼グラム・サイトであれば、ミスなど起こすはずもなかった。また、惑星魔術に干かん渉しようできる魔法使いなど、ほぼ存在しないはずだった。


　対して、


「──やあ困った。ちょっと前なら、この魔術の術式ごと雲うん散さん霧む消しようさせられたんですけどねえ。今だと、止めてるのもしんどい」


　人の好よさそうな声が、多頭の竜の背中に響ひびいたのだ。


　とんとん、と自分の肩かたを叩たたく人ひと影かげだった。


　どこにでもいそうで──だけど、今は『どこにでもいそうな人好きのする相手』という、そのくらいの個性を取り戻もどした男。


「柏原かしわらさん……に、黒くろ羽はまで」


　いつきが、瞬まばたきする。


　男の隣となりには、長い髪かみの少女も寄り添そっていたのだ。


「ごめんなさい。柏原さんから、〈螺旋なる蛇オピオン〉の魔術を止めるのにどうしても付いてきてほしいって言われて」


　ぺこりと、見慣れた少女が頭を下げる。


　この場でメイド服になっているのが、不思議と似合っても見えた。


　それから、


「飛行の術式と一いつ緒しよに、この惑星魔術に干渉するのはちょっとしんどかったものでして」


　帽ぼう子しの下で曖あい昧まいに笑って、柏原も言い訳する。


　フィンは動かない。


　この大おお詰づめで現れた乱入者が、いかなる手を打ってくるのか、用心深く見守っている。


「失礼しますね」


　そう言って、柏原は絶句したもうひとりの人物へと歩み寄った。


「ダリウス・レヴィ」


　そっと、話しかけた。


　かつての、自分の主あるじへと。


「…………」


　壮そう漢かんは、ただ視線のみを返す。


「無理をしたものですね」


「するとも」


　うつむいたまま、壮漢は肯こう定ていする。


「ここで無理をしなくて、どうするというのだ」


「……あなたらしい答えです」


　柏原もうなずいた。


　ダリウスは続けて、吐はき捨てるように言う。


「魔法使いに勝者などいない」


　はっきりと、告げた。


「〈協会〉も〈螺旋なる蛇オピオン〉も関係ない。この現実において、魔法使いというだけで最初から敗者なのだ。大魔術決闘グラン・フエーデなどという茶番でその優ゆう劣れつをつけようが、しょせんはコップの中の嵐あらしに過ぎぬ。ああ、魔法使いの願望とは、つまるところが〈螺旋なる蛇オピオン〉の言うような戯ざれ言ごとだろうよ」


　戯れ言と蔑さげすみつつ、同時にダリウスは認めていた。


　魔法使いの願望として。


　魔法使いの欲望として。


〈螺旋なる蛇オピオン〉の論理は正しいのだと。


「最初から負けていて、逆転などありえない以上、〈協会〉なんて組織のやれることはせめて現状維い持じするだけだろう。これ以上負けが込こまないよう、残った貯金でやりくりするだけだろう」


　また、ダリウスは言う。


「……私しか、そんなものに興味を持たなかった」


　汚よごれた蒼あおいスーツの胸を叩く。


「いいか。私しか持たなかったのだ。魔法使いは自らの魔法にしかこだわらなかった。現実で何が起きようが、自分の世界がどれだけ狭せまくなろうが、魔術の意味がどんどんと消え失うせていこうが、一いつ切さい関かかわらないままだった、おかげで私が〈協会〉の副会長におさまるのは、簡単なことだったさ」


　せせら笑う。


　自らを含ふくむ、狭い狭い世界を笑う。


　だからこそ、ダリウス・レヴィは〈協会〉による支配にこだわったのだ。意味がないと言いながら、そんな世界を動かす歯車であることにこだわった。


　その理由は、何だろう。


　困ったようにうなずいて、柏原が言う。


「……知ってますよ。何年、あなたのそばにいたと思います？」


「お前がそんなことを話したことはなかったがな」


「あなたが上うわ澄ずみしか拾わなかったせいですよ」


　ダリウスの言葉に、柏原はため息をつく。


　不思議な空気が、ふたりの間をつないでいた。


　この主従にも、何らかの絆きずなはあったのかもしれない。たとえ、片方がいつでも使い捨てるつもりであり、もう片方はいつでも使い捨てられるつもりだったとしても。


「……ひとつ、提案があります」


　柏原が切り出した。


「何だ……？」


「退職金をいただきたい」


「退職金、だと？」


　この場でそんなことを言い出されるとは想像しなかったのか、ダリウスが苦しげな息の中で太い眉まゆをひそめた。


　そして、柏原はこう口にしたのだ。





「この大魔術決闘グラン・フエーデにおける〈協会〉の権利を、すべて〈アストラル〉へ提供していただけませんか？」





「な、に……っ」


　ダリウスが、息を詰めた。


　痛む身体からだをおして、少年へと振ふり返る。


　少年にとっても今の発言は意外だったのか、いつきは目を丸くしていた。


「柏原さん」


「双そう方ほうに利益があると思いますよ」


　ふたりを交こう互ごに見つめて、柏原が話す。


「私との契けい約やくが終わった以上、〈協会〉はここで打てる有効策を持たないでしょう。同時に〈アストラル〉も〈螺旋なる蛇オピオン〉を止めるための大義名分を持たない。どちらかが大魔術決闘グラン・フエーデの勝利条件──伊い庭ばいつきを倒たおそうとしない限り、〈アストラル〉は判定役ジヤツジにすぎないのですから」


「柏原さん、それって──」


　何かしら言おうとしたいつきに、柏原はゆっくりと振り返った。


　ソフト帽を手のひらで押し下げて、


「いつきくん」


　と、呼びかける。


「君は、たくさんのものを背負っているのでしょう。返せるものも返せないものもたくさん受け取って、ここにやってきたのでしょう」


　諭さとすようではなかった。


　ただ、空気に溶とけ込みそうなぐらい自然に話していた。


「だったら、どんなに後付けでも苦し紛まぎれでも、現実と折り合うための言い訳は必要です。この戦いを、小さな感情論や、世界を救うためなんていう個人的な正義感に貶おとしめてはいけません。それこそが、続く時間や世代につなげるための土台になるのですから」


　一言ずつ区切るように、柏原は口にする。


　ある意味で、彼だからこそ言えることだったろう。


　伊庭いつきが社長に就任して以来、最も長く〈アストラル〉と〈協会〉の双方を見続けてきた者として。


　やがて、


「……認めよう」


　ダリウスが、言った。


　彼にとっても苦渋の決断だったろうに、一いつ切さいそんなことを窺うかがわせない表情だった。


「〈協会〉は大魔術決闘グラン・フエーデにかかわるすべての権利を〈アストラル〉に移い譲じようする。〈アストラル〉の勝利した場合も本来の報ほう酬しゆうは主張しない。決けつ闘とうを続けるも終しゆう了りようするも〈アストラル〉の自由だ」


　それは、事実上の敗北宣言。


〈協会〉の副会長が、初めて認めた敗北かもしれなかった。


「私は盤ばん上じようから去る。敗者が居座るほど無様なことはあるまい。いいな、柏原」


「ええ、もともとそのつもりでした。惑わく星せい魔ま術じゆつなんて止めていられるのも、そう長くはありませんし」


　柏原が肩をすくめる。


　もう一度、少年へ呼びかける。


「十分は止めていましょう。それ以上は知りませんよ？」


「ありがとうございます」


　いつきが、頭を下げる。


　それを見て、柏原は少しだけ懐なつかしそうに言った。


「たった二年なのに、ずいぶん長い付き合いだった気がします」


　軽くこめかみをつついて、付け足した。


「私が提供できる最後の入札かもしれません。もっとも今回は競合相手もなしで、入札としては成立してませんが」





　──『なにしろ〈アストラル〉さまはここ六年ほど入札されてないでしょう？』


　──『規則上、〈アストラル〉さまが一両日中に正式入札されないなら、今回の〈夜〉からは手を引いていただくことになります』





　二年前の、会話だ。


〈協会〉の担当としてやってきた影崎が、〈アストラル〉へと切り出した入札。そこから伊庭いつきの〈アストラル〉は始まったのだ。


　誰だれよりも不ふ吉きつだったこの男との出会いが、今のいつきを生んだ。


　その隣となりからも、


「……いつきくん」


　黒羽が言った。


　だけど、そこで詰まった。


　何度も何度も言いかけて、そのたび喉のどにつっかえて止まった。


「……、頑がん、張ばって」


　結局、それしか言葉を持たなかったように、やっとのことで口にした。


「うん」


　いつきがうなずく。


　言葉以上の意味を、少なくともこの少年は受け取ったのだ。


　騒霊現象ポルターガイストによって、ダリウスと柏原と三人の身体が浮うかび上がる。濃のう度どの高い呪じゆ力りよくによって、騒霊現象ポルターガイストも影えい響きようを受けそうなものなのだが、そこは柏原が干かん渉しようしているらしい。


　飛行の術式よりその方がたやすかったのか、あるいはその言葉自体、この場に黒羽を連れてくるための言い訳だったのかは分からない。


　後に、ふたりだけが残った。


　少年と、若者が。


　妖精眼グラム・サイトを持つ、ふたりの宿命だけが。


「…………」


　息を吸う。


　吐はく。


　若者を見上げて、


「……フィン・クルーダ」


　フルネームで、呼んだ。


　自分と相手の境界を、そういうカタチではっきりさせる。





「これが、最後だよ」





「……ええ」


　フィンもうなずいた。


　ぐるりと、ミストルティンの槍やりを回す。それだけで強きよう烈れつな呪力は嵐あらしのように渦うず巻まいた。喰くらった第三団サード・オーダーの大部分は惑星魔術の維い持じに使われているが、その質も量もかつてないほどに高まっている。


　おそらく、〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーの中にも、今のフィンを止められる者はいまい。


「それでいいよ、イツキくん」


　微び笑しようして、若者も言う。


　ひどく、嬉うれしそうだった。


「……うん」


　もう一度、今度はもっとささやかにうなずいた。


「初めて、僕にも欲しいものができた気がするよ。不思議な感じだね。なんだか胸がざわざわする。頭の内側からくすぐられてるみたいだ」


　微笑が深くなる。


　もとより邪じや気きのない笑えみは、ここにきてますます透とう明めいに純化していくようだった。


「でも、君ひとりでどうするつもりだい？」


「ひとりじゃないよ」


　と、いつきは言い切ったのだ。


「ひとりじゃない？」


「さっきまで、ひとりで来たつもりだった。いままでずっと誰かに頼たよって、誰かに甘えて、だからひとりでここに来たときは、ほんの少しだけ救われた気分だった」


　父親に話したこと。


　自分の力で成し遂とげたことなんかないと、告白したこと。


「だけど」


　だけど、と否定する。


「やっぱり僕はひとりじゃないんだ」


　今、最後の〈螺旋なる蛇オピオン〉となった若者を前に言う。





「本当の意味で、ひとりになんてなれないんだ。誰だって」





　　　　＊





　ひとりになんか、なれない。


　その言葉が、フィンには分からなかった。


　その言葉を、いつきは信じていた。


　だから、


「────っ！」


　妖精眼グラム・サイトでそれを察知したのは、ふたりとも同時。ただ信じていた分だけ、いつきの方が早く行動に移せたのである。


　多頭の竜りゆうのすぐそばに、ほとんど現実の雲のごとくたちこめた呪力の渦。


　その真下から、ふたりの少女を乗せた箒ほうきが飛び出したのだ。


「穂波！」


　いつきが呼ぶ。


　魚がはねるように、箒がはねる。


　その箒を押さえつけながら、少女もまた叫さけんだ。


「いっちゃん！」


「────っ」


　その呼こ称しようだけで、いつきは少女の状じよう況きようを判断できた。


　何があったかまでは知らないが、今の彼女は自分の味方なのだと。


　そして、実際のところは、こうだ。





　──『〈協会〉の権利を、彼に預けました』





　柏原の投げた霊れい符ふが鳥になって、入れ違ちがいにこの場へ来ようとした穂波へと、その言葉を伝えていたのである。


（……うん！）


　少女もまた、胸中でうなずく。


　今、穂波は自由だった。


〈協会〉に属する、魔法使いを罰ばつする魔法使いとして──同時に穂波・高瀬・アンブラー個人として、伊庭いつきに協力することができた。


　それはつまり、幼なじみを助けられるということ。


　ずっとできなかったこと。


　自分の思いのままに、動いて良いということ！


「受け取って！」


　箒の後ろには、もうひとりの少女が乗っていた。


　苦しげな吐と息いきで、穂波の背中にしがみついていた。


　今や黄こ金がねの髪かみも、漆しつ黒こくのドレスも、半霊エーテル体は曖あい昧まいに溶とかしている。魔神と人間とを区別する壁かべはさらに脆もろくなり、少女を決けつ壊かい寸前の状態へと追い込んでいる。


「アディ！」


　その背中を叩たたくように、再び穂波が叫ぶ。


「……え、え」


　と、アディリシアも応こたえた。


　やっとのことで意識を取り戻もどし、中空より愛いとしい少年を見下ろす。


「……イツキ！」


　彼女もまた、名を呼んだ。


　たった三文字の名前だけが、少女をずっと支えていたのだった。


　そのことを察して、とても嬉しそうで──同時に困ったような顔をして、穂波は親友に続けて叫んだ。


「あたしが協力する！　見届けたげる！」


　少女が手に持ったのは、〈生きている杖リビング・ワンド〉。


　一世一代の魔ま術じゆつの用意を、少女はここまでに済ませていた。


「やから、今──アディとの約束を！」


　片手で箒を操あやつりながら、少女はいつよりも強く、口にした。





　　　　＊





（これは──?!）


　何が起きているのか、フィンにも分からなかった。


　呪力は視みえる。


　妖精眼グラム・サイトによって、穂波とアディリシアがやってきたことと、アディリシアが魔神と融ゆう合ごうしかけた恐おそるべき状態にあることは一目で分かった。


　しかし、その先が分からない。


　穂波が何をしようとしているのか。


　そんな状態のアディリシアを連れて、何を目的としているのか。


　だから、好きにさせるわけにはいかなかった。彼が〈螺旋なる蛇オピオン〉の願望を受け取った以上、その妨ぼう害がいとなる可能性はすべて摘つみ取らなければならない。


（……約束？）


　胸にざわめく、かすかな揺ゆらぎを無視する。


　そんなものは自分に関係ない。


　願いを叶かなえる以上に、自分に意味のあるはずもない。





「我は命ずハイ──」





「させへん！」


　穂波の呪力に応じて、マントの内側から触媒カタリストが溢あふれ出た。


　ヤドリギの自動射出。


　残ったヤドリギの矢すべてを打ち込もうとするような、一いつ斉せい射出であった。


　ほとんどマシンガンのような乱打を、フィンはミストルティンの槍を掲かかげ、呪じゆ力りよくの操作だけで無効化せしめる。それでも嵐のごとく叩きつけられるヤドリギの制圧射しや撃げきはつかのまフィンを釘くぎ付づけにすることに成功し、その間に穂波は〈生きている杖リビング・ワンド〉を高く突つき上げた。





「我は願うハイル──」





　詠えい唱しようが、伸のび上がる。


　本来、ケルト魔術が扱あつかう樹木はここにない。


　しかし、樹木が象しよう徴ちようする呪力はあった。


　第三団サード・オーダー。


〈螺旋なる蛇オピオン〉たちが名乗っていた座セフイラーの名前も、セフィロトの樹きといわれる魔術的象徴から採られている。実際、第三団サード・オーダーという『魔法使いになった魔法』は、このセフィロトの樹と密接な関係にあったのだ。


　いわば、魔術的な樹木が、そこに結実していた。


　だから。


（あたしは──できる！）





「我は願うハイル──」





　フィンが集めたこの場の呪力へ、見えない手を伸ばす。


　三柱もの第三団サード・オーダーの呪力を、〈生きている杖リビング・ワンド〉をもって逆用する。


（あたしが──この呪力を使う！）


　できないはずはない。


　できないはずがない。


　もともと、アストラルという竜の第三団サード・オーダーが生まれるきっかけとなったのは、十二年前の自分なのだから。





「我は願うハイル──！」





　一番大切な親友ライバルと、一番大好きな幼なじみを祝福するために、少女の声は高く高く高く──星空までも伸び上がる。





　　　　＊





（約束──！）


　その言葉で、いつきも弾はじかれるように動いていた。


　アディリシアとの、約束。


　父親伊庭司と再会する直前、遊園地の入り口近くで話したこと。





　──『だから、ひとつだけ、あなたにお願いがありますの』


　──『決めるのは、イツキです。私はそれがどんな答えでも受け入れます』





　そう、言われていた。


　答えだって、決めていた。


　それが今になるなんて思いもせず、しかしだからこそ、少年は一いつ瞬しゆんたりとも迷いはしなかった。


「アディリシア！」


　少年が、呼んだ。


　時折、本当に時折、この少年は少女を呼び捨てにする。


　どんなときかなんて、決まってる。


　一番、大事なときだ。


　一番、大切なときだ。


「僕と──誓ちかいを！」


　少年は、全力で叫ぶ。


　魔法使いなんかじゃないけれど、それでも自分のありったけを言こと霊だまに込めるようにして、強く叫ぶ。


「…………」


　だから。


　とても、嬉うれしそうに。


　まるで、泣き出しそうな顔で。


　指輪を受け取った花はな嫁よめみたいに、アディリシアは笑った。


　強く、笑って、うなずいた。


「ええ……っ」





　　　　＊





　至上の四柱。


　アスモダイと融合したとき、アディリシアは垣かい間ま見みた。


　魔神の奥深くに眠ねむらされていた術式。


　父──オズワルド・レン・メイザースが、やはり魔神と融合して、魔法のなり損そこないと化す寸前に遺した術式だった。


（お父様の……）


　自分が、とどめを刺さした父だった。





　──『・・可愛かわい・イ・アディ・・・ワシ・デ・ハ』


　──『ナレ・・・ナカッ・タ』





　おそらくは。


　あの言葉より以前、魔法になるための術式を試ためすより先に、オズワルドはアスモダイの奥底へもうひとつの術式を遺のこしていたのだ。


　それは、かつてオズワルドが目指したもうひとつの方法。


　すべての魔神を統すべたソロモン王とも異なる、もうひとつの方法。


　少し前に、アディリシアは言った。


　魔法となった魔法使いがことごとく呪波汚お染せんを撒まき散らす災わざわいとなるのは、結局その魔術を制せい御ぎよする主体がいなくなるからだと。逆に、魔法使いになった魔法──第三団サード・オーダーの場合は、結社の構成員の集合無意識を使い、制御用の人格を新たにつくりあげている寸法だ。


　ならば。


　もしも、魔法になった魔法使いがそれでも個我を維い持じし、維持できる間に、誰だれかと契けい約やくを結んだとすれば？


　いや。


　もしも、ではない。


　例は、すでに存在する。


　影崎と、ダリウスの関係だ。


　七つと契約数こそ限定したものの、あのふたりは限りなく第三団サード・オーダーに近い──天てん仙せんになりかけた影崎を、現実にとどめおくことに成功していた。魔ま術じゆつ系統が違ちがうゆえ、あくまで大意としてのみだが、オズワルドの遺した術式はあれとよく似ている。


　似ていながら、肝心なところが違う。


（……ああ）


　少女は、思う。


　きっとその差異ゆえに、この術式を完成させながら、父は使えなかったのだと。


　理由は簡単だ。この術式に必要なのは、魔術の腕うでや才能ではない。行使者にこそ一定の血統を要求されるが、それとて重要な要素ではない。


　必要なのは代だい償しようではなく。


　犠ぎ牲せいではなく。


（……たとえば）


　たとえば、と思う。


（……ともに、あること）


　健すこやかなるときも、病やめるときも、喜びのときも、悲しみのときも、富めるときも、貧しいときも。


　そんな信しん頼らい関係なんて、幻想ゆめでしかない。


　魔法使いが魔法使いである以上、誰かとともにあるということは、結局魔術を極きわめる上での付属物でしかない。


　だけど。


　もしも、当時の父オズワルドに母がついていたのなら──


（……いいえ）


　この想おもいも、アディリシアは断たち切る。


　結局、そうはならなかった過去だ。そのひとつひとつを愛いとおしむのはもっと後でいい。


　今は、今を大事にしなければならない。





「我は願うハイル──っ！」





　穂波の詠唱が、聞こえる。


　自分が崩くずれぬように、支えてくれている。


　魔神と融ゆう合ごうした身体からだは、もはや限界寸前であった。


　自我は曖あい昧まいになり、感覚はひたすら鋭えい敏びんに、制御できない呪力が身内から膨ふくれあがる。安静をとらず、強ごう引いんにこの場へと来た自分は、もはや魔法になりかかっている。この変異は不可逆で、押しとどめることすら不可能だろう。


（……それでも）


　膝ひざはつけない。


　穂波の集めた呪じゆ力りよくを、自分の内側に取り込む。


　もともと第三団サード・オーダーの純じゆん粋すいな呪力を逆用しているため、呪波干かん渉しようの度合いは極きわめて低いが、慎重に吸収していく。


（…………っ）


　呪力と一いつ緒しよに、穂波の感情も伝わってしまう。半霊エーテル体となっている自分には文字通りに、少女の胸の痛みが共有できた。


「イツキ。私は……」


　痛みも歓よろこびも、悲しみも嬉しさも、何もかもが一体となって攪かく拌はんされながら、アディリシアは言う。


　寄り添そった少年へ、囁ささやく。


「あなたに……を、誓います」





　　　　＊





「ホナミ！」


　フィンが、跳とんだ。


　妖精眼グラム・サイトの光が、周囲を塗ぬりつぶす。


　足止めしていたヤドリギの制圧射しや撃げきを、強引に呪力の渦うずで逸そらしたのだ。すべてのヤドリギの矢を迎げい撃げきし、無効化し、真っ向からミストルティンの神しん槍そうを振ふり落とした。


　栗くり色いろの髪かみが、ちぎれた。


　つう、と少女のこめかみを赤いものがたどる。頰ほおを伝い顎あご先まで涙なみだのように滴したたった血の雫しずくを、少女は拭ぬぐいもしなかった。


〈生きている杖リビング・ワンド〉。


　その樹木から伸のびた枝が、神槍を絡からめ取ったのである。


　真っ向から刃やいばを受ければ、たとえ穂波の切り札たる〈生きている杖リビング・ワンド〉といえど断ち切られると、そう判断したためだろう。自分より強大な相手に対して、その力を巧たくみに受け流すテクニックは、穂波がこの一年で最も重視して覚えてきたものだった。


「……どうして、君は願わない？」


　杖つえと神槍を絡み合わせたまま、フィンが言う。


　半分はいつものように不思議そうに、半分は──この若者には珍めずらしいことに、ひどく苛いら立だった口調だった。


「一度は僕に願ったろう」


　二年前。


　初めて布留部市にフィン・クルーダがやってきたときのことだ。当時、紅あかい種が宿っていたいつきの妖精眼グラム・サイトを浄じよう化かするため、穂波はフィンの力を欲ほつした。


　そして、今は。


　穂波は、困ったように笑う。


「願って、後こう悔かいしたもん。死ぬほど後悔した。叶かなえてくれたフィンが悪いんやないけれど、だらしなかった自分にはホントに幻げん滅めつした。何度も何度も思い出しては死にたいぐらいの気分になった」


　誰にだって、そんなことはあるだろう。


　生きることは、失敗と後悔の連続だ。能力や才能があったところで、むしろそんなものがあるからこそ、より大きな苦難が襲おそいかかってくる。


　いつきも。


　アディリシアも。


　そして、穂波もまた。


「あんなんは、もうごめんや。自分の大事な相手を、自分のわがままで傷つけるなんて」


　神槍と杖は、互たがいにせめぎ合いつつ、それぞれに別の魔術も稼か働どうしている。


　惑わく星せい魔術と、ケルトの祝福。


　穂波は、吼ほえる。


「あたしの魔法は──あたしの大切な人たちを、守るためにある！」


　そのまま、力ちから尽ずくで杖を持ち上げ、星に向かって叫さけんだ。





「霊樹の末まつ裔えいたる穂波・高瀬・アンブラーが乞こい願う！　この樹木のあるところ、この樹木の統べるところが我が国なり！　我が領地なり！　されば我が声に集つどえ！　神官にして予言者なる我が声にこたえ、四方の災いをあまねく祓はらい、我が友を祝福せよ！」





　　　　＊





　──『もともとアスモダイは、イツキとも糸パスを結んでいる魔神です』





　あの遊園地で、アディリシアは、そういつきに説明していた。


　かの至上の四柱を初めて喚かん起きしたとき、アディリシアはいつきと糸パスを結ぶことによって、妖精眼グラム・サイトを中ちゆう継けいして魔神との再契約を可能とした。


　あのときから、アスモダイの糸パスはいつきとも繫つながっている。


　無論、通常の魔術などには使えない、細い細い糸ではあるのだが、今回の場合は「ある」ことのみが重要だった。


　まるで自分の身を切られるような声こわ音ねで、アディリシアはさらに言った。





　──『そして、魔法使いが魔法となったとき、自分を制御できなくなるのは、変化の対象と観測者が重なってしまうからです。観測者自身が変化する以上、変化を制御するのは不可能でしょう』


　──『逆にいえば、魔術を制せい御ぎよする観測者が別にいるならば、魔ま法ほう使つかいが魔法になる際の問題はクリアできます』





　観測。


　見ること。


　視みて、測ること。


　ごくり、といつきは唾つばを呑のみ込んだ。





　──『それは、アディリシアさんを使い魔アガシオンにしろってこと？』


　──『いいえ』





　アディリシアはかぶりを振った。


　そんなことならば、どれだけ楽だろう。ただ、愛しい人にこの身を差し出すだけなんて、悩なやむほどのことでもない。





　──『そもそも観測者に与あたえる制御権自体が、極きわめて強大な魔法なのです。お父様が遺のこしてくれた術式は、一方が一方を観測するのではなくて、互いが互いを観測することによって、やっと安定を得るというものです。いつきはもともとアスモダイと糸パスを結んでますから、この魔ま術じゆつとの相あい性しようは良いでしょう』





　極きわめて強大な魔法。


　互いが互いを観測する。


　その意味は。





　──『イツキ、あなたは』





　そこで、少女は口ごもった。


　精せい一いつ杯ぱいの勇気を振り絞しぼるようにして、告白する。





　──『あなたは、私と一緒に、魔法になってくれますか？』





　　　　３




　いつきが、手を伸ばす。


　アディリシアが、手を伸ばす。


　触ふれあった指先に、電流が走るようだった。か細くて甘あま酸ずっぱくて、胸の奥を痺しびれさせるようなそれは、たちまち太陽のごとき灼しやく熱ねつへと変じた。


　アディリシアの痛みが、少年に伝わる。


　アディリシアの苦しみが、少年の神経を刺し激げきする。


（…………）


　伝わったからこそ、少年は痛みよりもその事実に苦く悩のうした。


　今のアディリシアの状態をつくりあげたのは自分だと、そう思ったからだ。


　取り返しのつかないことを自分はさせてしまったのだと、そう思ったからだ。


　想像していたよりずっとひどい状態に少女は耐たえ続けていたのだと、そのことを知って少年は、自分の心臓を摑つかまれるような気分に苛さいなまれたのである。


（──しっかりなさい、イツキ）


　少女の思考が、聞こえた。


　同じだけの苦痛を感じているであろうに、優やさしくて温かい声だった。


（別に、人としての属性を失ったわけではありませんわ）


　諭さとすように、思念は告げる。


　それが偽いつわりでないのは、少年にも分かった。互いに、そんなことは出来ないつながりかたをしているのだった。


（……それに、こ、子供だって産めますもの）


（え？）


　いつきが、きょとんと瞬まばたきする。


　次の瞬しゆん間かん、その思いも誤ご魔ま化かされずに伝わってしまって──それに応じていつきが一いつ瞬しゆん考えた事こと柄がらさえも、アディリシアにすぐさまリターンされて、双そう方ほうが意識を凍とう結けつさせた。


　双方が霊れい的てきにつながった今、現実の時間にすれば、コンマ一秒に満たない空白。


（だ、だから！）


　少女の思念が、言う。


　ありったけの理性を搔かき集めて、アディリシアは囁ささやく。


（私と……誓ちかってくださいませ）


　精一杯の想おもいが、その思念に籠こもっていた。


（私が散り散りにならないように……ただの『力』の塊かたまりに成り果てないように……ちゃんと人としての命を全まつとうできるように……あなただけは最後までいてください。私も、きっとそうしますから）


（……分かった）


　いつきも、その心でうなずいた。


（ちゃんと、最後の最後までいるよ。アディリシアと一いつ緒しよにいる）


　噓うそ偽りのない、心のやりとり。


　だから、それ以上はどちらも躊躇ためらわなかった。





「──Domus haec quam aedificas si ambulaveris in praeceptis meis et iudicia mea feceris et custodieris omnia mandata mea gradiens per ea firmabo sermonem meum tibi quem locutus sum ad David patrem tuum（汝が建てたる神殿におき、我が律に殉じて歩み、我が法を行ない、我がすべての戒めに従いて歩むなら、我は汝が父に告げし約定を汝に対しても果たさん）」





　アディリシアが歌う。


　それが、オズワルドの遺のこした術式。


　呪じゆ力りよくが巡めぐる。


　魔術が巡る。


　アディリシアの宿した魔神の源霊が、つないだ手を通して、いつきの身体からだへと移っていく。





「──I praise thee, I bless thee, I adore thee, I glorify thee, and I pray thee now at the present time to be merciful unto me, a miserable sinner, for I am the work of thine hands. Save me, and direct me by thy holy name, thou to whom nothing is difficult, nothing is impossible（我は御身を賞賛し、崇拝し、跪拝し、賛美し、祈り奉らん。ただ今この時、我ら哀れなる咎人に慈悲を。御身が手の業によりて、我を救い給え。神聖にして至高なる神秘の名によりて我を導き給え。御身に一切の困難なく、一切の不可能はあらざるなり）」





（…………っ[image: 〓]）


　その感覚に、いつきは歯は嚙がみする。


　使うのではない。


　使われるのでもない。


　かつてのソロモンが魔神と成した契けい約やくとは、何もかもが違ちがっていた。それでいて〈ゲーティア〉の古式もふまえた、秩ちつ序じよ正しい術式。長い伝統と歴史が積み重なり、その時間にオズワルドとアディリシアがとある創意を加えてこのカタチになったのだろうと、いつきですら思わされる詠えい唱しようだった。


　多分、加えられたものは──





「──Come Thou forth, and follow Me: and make all Spirits subject unto Me so that every Spirit of the Firmament, and of the Ether: upon the Earth and under the Earth: on dry Land, or in the Water: of whirling Air or of rushing Fire: and every Spell and Scourge of God, may be obedient unto Me!（我が前に来たりて恭敬し、天空の諸霊と天上の諸霊を我に服せしめよ。大地の諸霊を、地底の諸霊を。あらゆる渇きし地と大海の諸霊を。そして逆巻く風と爆ぜる炎の諸霊を。森羅万象の秘奥と至高の権能のすべてよ、我に従うべし）」





　詠唱が、終わる。


　その結びとして、手をつないだふたりが宣せん誓せいする。





　アディリシアが、言う。


「私は──あなたとともに生きる」





　いつきが、言う。


「僕は──君とともに生きる」





　ただ、ともに生きるのだと。


　口にしてしまえば、それだけの誓い。


　だけど、その後の生き方をも決定する、とても大切な言こと霊だま。


　それは、魔法使いとただの人間の──新しい契約。


　まるで婚約エンゲージのような、脆もろくて儚はかなくて頼たよりなくて、しかし何よりも神聖な誓い。





　　　　４




　穂波の身体が弾はじき飛ばされた。


　呪力の差を技術で無理矢や理りカバーしていたのが、ついに破は綻たんを来きたしたのだ。竜りゆうの背中でもんどりうって、激痛に穂波の顔が歪ゆがむ。


　ついで、〈生きている杖リビング・ワンド〉が粉々に砕くだけ散った。


「おじいちゃん！」


　悲痛な声は、彼女の修しゆ業ぎよう時代から見守ってくれたウェールズの老木へのものだったろうか。フィンの操あやつる凄すさまじい呪力と、アディリシアの魔術を支し援えんする儀ぎ式しきの双方への酷こく使しに、ついに穂波の切り札も限界を迎むかえたのである。


「なら──っ！」


　とどめなど考えもせず、フィンは振ふり返った。


　若者の狙ねらいは穂波ではなく、彼女の守っていたふたり。ミストルティンの槍やりを振りかぶり、これ以上の邪じや魔まはさせまいと駆かけ出す。


　駆け出そうと、した。


　その寸前、フィンの足が止まった。


　視みたのである。


「────っ！」


　若者の妖精眼グラム・サイトは、確かに視た。


　ヴェールが落ちるようだった。


　誰だれの目にも見えず、しかしささやかな風と音で存在だけは知覚できる、そんなヴェールであった。


「イツ……キ……くん？」


　フィンが、呻うめいた。


　その先に、新しいふたりがたたずんでいた。





　　　　＊





（間に合った……）


　激痛の中、上半身だけを起こして、穂波が微び笑しようした。


　目の前で起きている光景を、少女だけはまったく不思議とは思わなかった。


「だって、そんなの……普ふ通つうの人間なら……当たり前のことやろ……」


　その目が、涙なみだに滲にじんでいた。


　自分の成し遂とげた魔ま術じゆつと、誇ほこりをもって胸を張ることができた。


　もとより、一族の生も死も、出会いも別れも祝福するのがケルト魔術の魔法使い──ドルイドの役割である。砕け散ってしまった〈生きている杖リビング・ワンド〉は悲しいし、この大儀式を即そつ興きようでつくりあげた代だい償しように精気オドの喪そう失しつも著いちじるしかったが、今この瞬間だけは忘れることができた。


「ほんと……ふたりとも最後まで世話を焼かすんやから」


　嬉うれしそうに。


　そして、ほんの少しだけ痛む心を笑い飛ばすように、穂波は口にしたのだ。





　　　　＊





　ふたりの姿は、最初、妙みように朧おぼろだった。


　互たがいに手をつないだまま、霊エーテル体と実体の間をゆらゆらと揺ゆれている。能でいうところの、幽ゆう玄げんの境にでも入っているようだった。


「…………」


　その状態ゆえにか、フィンの槍先も一瞬戸と惑まどった。


　深い眠ねむりから覚めるように、ゆっくりと片方の──少女の瞳ひとみが開いた。


「イツキ？」


　手をつないだ少年へ、囁く。


　銀ぎん鈴れいのごとき声に、少年の睫まつ毛げも揺れた。


　ほう、と息をついた。小さく頭が上下して、その身体をぶるりと震ふるわせる。まるで、生まれて初めて呼吸したかのようでもあった。


「私の声が、聞こえますか？」


「うん、聞こえる」


　自分の耳を押さえて、少年が肯こう定ていする。


「不思議な感じ。二重に聞こえてるみたい」


「霊エーテル体と実体の両方で聞いてるからですわ。じきに慣れます。もともと、イツキの妖精眼グラム・サイトもそういうものですから」


　アディリシアが言った。


　気き遣づかわしげな声は、しかし、ここに来たときよりもずっと生気を取り戻もどしていた。おそらくはそれが儀式の成果なのだろう。


「今はつながったばかりですから、私とホナミの儀式が余よ韻いんとして残ってる分、あなたでも制せい御ぎよしやすいと思います。でも、長くはありませんわ」


「うん、分かる」


　二度、三度と、いつきが拳こぶしを握にぎったり、開いたりする。


　その都度、少年の白い手は霞かすみ、おぞましい爪つめや鱗うろこを生やした魔神の手へと変じて、また元に戻った。


　以前のアディリシアのように。


「イツキくん、君は……！」


　フィンの言葉に、いつきが視線を向ける。


「フィンさん」


　前と同じに、若者へ呼びかけた。


「今思うと、フィンさんは、僕がこうならないように考えていてくれた気がします」


「…………」


　若者は答えなかった。


　何かを言いかけたけれど、唇くちびるから先には出なかった。


　ひょっとすると、自分でもその答えが分からないのかもしれなかった。


「アディリシア」


　不意に、いつきが言った。


　少年の一歩前へ、少女が踏ふみ出そうとしていたのだ。


「私が、やりますわ」


「駄だ目めだ」


　厳しく、いつきが言った。


「今のアディリシアがどんな身体なのか、誰より分かるよ。だから、絶対にアディリシアにはやらせられない」


「……そうでしたわね」


　アディリシアが、身体の力を抜ぬく。


　代わりに、こう訊きいたのだ。


「じゃあ、ちゃんと、お願いしていただけます？」


「え」


「だって、いつも成り行きや命令ばかりで、きちんとイツキからお願いされたことってほとんどなかったでしょう？　だから、こんなときぐらいは、イツキの口から言葉をくださいな」


　悪戯いたずらっぽく笑って、少女が申し出たのだ。


　いつきも、それを受けた。


「お願い、アディリシア」


「ええ。分かりましたわ。私の伴侶マイ・パートナー」


　満足げにうなずき、ダンスのパートナーでも譲ゆずるかのように、アディリシアは一歩横へ退いた。


　自然と、いつきとフィンが向かい合った。


　構図はさきほどと同じ。


　ただし、いつきが身に纏まとうものは、まるで変わっていた。その内側からこぼれてくる魔神の圧力は、少年を異なる存在へと変へん貌ぼうさせつつある。


　ともすると、魔法使いよりもずっと人から外れたモノへと。


「──君が、そんなになってしまうなんて」


　フィンが、口にした。


　いつも、どこか陽気さを湛たたえていた彼の口調とは思えぬ、冷たいものだった。


「君だけは、そうなってほしくなかった」


「…………」


　すぐには、いつきは答えなかった。


「それは、フィンさんの願いですか？」


「……僕の、願い？」


　若者が首を傾かしげ、瞼まぶたを閉じた。


　少しして、


「……かもしれない」


　自分でも不思議そうに眉まゆをひそめ、吐と露ろしたのだ。


　彼にしてみればひどく珍めずらしい表情なのに、ひどく自然な表情であった。


「ああ。だったら、やっぱりこの惑わく星せい魔術は最後まで続けるべきだ」


　ため息とともに、枯かれ草くさ色の髪かみの若者は口にした。


「そんなになった君も僕も受け入れられるような、そういう世界に変えなきゃならない。ここまできて、やっと〈螺旋なる蛇オピオン〉のみんなの気持ちが分かった」


「僕は、それを止めに来たんです」


　きっぱりと、いつきが宣言する。


　周囲の呪じゆ力りよくは、いよいよ密度と強度を増している。


　惑星魔術を食い止めていた柏原の結界も、ぎしぎしと軋きしんでいるようだった。魔法使いである少女ふたりはもちろん、向かい合う少年と若者の瞳には、その軋みもはっきりと映っていた。


　言葉を交かわす時間はない。


　すでに、そうしたタイミングは過ぎている。


　今は、これまでに進んできた道と、互いの在り方を比べるとき。


「だから、僕は！」


　踏み込む。


　いつきから、先に前へ出た。


　自然と、身体は慣れ親しんだ動きを選んだ。


　たとえ魔神に身を侵おかされようとも、芯しんに染しみついたものは離はなれないのだと、いつきは改めて知った。そんなものを惜おしみなく与あたえてくれた師隻蓮に感謝した。


　五ご行ぎよう拳けん。


　同時に、少年の内側から溢あふれる魔神の呪力も、その拳に宿っている。


　至上の四柱。


　魔神アスモダイ。


　いつきが五行拳をもって初めて相対した魔物が、その魔神ではなかったか。


　はたまた、いつきにとって初めて出会った邪じや悪あくそのものたる女吸きゆう血けつ鬼き──ツェツィーリエを打ち倒たおしたのも、地中に眠る竜アストラルの霊れい気きを受けての拳ではなかったか。


　ただの偶ぐう然ぜんは何度も絡からみ合って、必然のごとく。


　運命の糸というならば、その織り手はどれほど皮肉な運命を好んでいるのだろう。


「イツキくん！」


　フィンの手で神しん槍そうが回った。


　穂ほ先さきを避さけて、柄え元もとでいつきの左拳が受けた。本来ならば、柄でも少年の身体ごとき粉ふん砕さいしうるミストルティンの槍であったが、今ばかりは魔神の呪力が彼の身体を守った。


　言葉にすればたやすく、しかしフィンの呪力を考えれば、これも人間業わざとはいえぬ。


　いや、まともな魔法使いですらありえない。


　７＝４アデプタス・イグゼンタプス。


　人間の限界たる階位。


　少年と若者とは、それぞれが第三団サード・オーダーの呪力を利用して、かたや魔神に、かたや神槍に巨きよ大だいすぎる力を託たくす。脆もろい人間の器うつわにはありあまる暴ぼう虐ぎやくの嵐あらしが、ふたりを中心に吹ふき荒あれる。


　まるで、死を賭としたサーカス。


　気にせず、いつきはさらに踏み込んだ。


「ああああああっ！」


　吼ほえた。


　拳と槍は、何度となく交わる。幾いく十万と鍛たん錬れんした型に従い、魔ま神じんの呪力もまた少年の思うままに動いた。


（…………っ！）


　それでも。


　フィンと交わす一合ごとに、魂たましいが張り裂さけるようだった。


　けして大げさな表現ではない。


　なぜならば、ふたりは視ていたからだ。


　一年前の、京都の事件で。


　三ヶ月前の、ロンドンの事件で。


　過去に二度、いつきとフィンは糸パスをつないでいる。それも、呪力に対する感度ならばいかなる魔法使いにも勝まさる、妖精眼グラム・サイト同士の接せつ触しよくであった。


　普ふ段だんは意識せずとも、こうして魔術とともに接近すれば、否いや応おうなく糸パスは結ばれる。


　ふたりの意識は、ひどく複雑にもつれあっている。


（僕は──アディリシアに願った──）


（僕は──〈螺旋なる蛇オピオン〉に願われた──）


　どちらがどちらか、彼らにも分からなかった。


　それも、当然。


　どちらも妖精眼グラム・サイトである以上、視みたものさえすぐさま視られる道理だ。もともとがひとつのものだったかのように、ふたりの瞳ひとみは引かれ合う。


　奥の奥まで。


　底の底まで。


　つながって、しまっている。


　若者はとある樹きの下で拾われた赤子であり、少年はさる孤こ児じ院いんで魔術結社に見いだされた取り替え児チエンジリングであり、陳ちん腐ぷな怪かい談だんで気絶してしまうほどの臆おく病びよう者であり、ケルト魔術など最初から身につけていた異能者であり、〈アストラル〉を受け継つがされた二代目であり、〈螺旋なる蛇オピオン〉の願いを受け入れた願望器であった。


　妖精眼グラム・サイトなんて関係なく幸せに生きてきた少年であり、妖精眼グラム・サイトのゆえに幸せなど知りもせず知りたいとも思わずに生きてきた若者であった。





【見ロ】


　瞳が言う。


　フィンの槍が、真まっ直すぐに突つき出される。





【視ロ】


　瞳が言う。


　皮一枚かすめただけで槍を避け、いつきが前に出る。





【観みロ】


　瞳が言う。


　かすめた少年の皮ひ膚ふから魔神の紫むらさきの血がこぼれ、たちまち再生する。





　ふたりが、円を描えがく。


　交こう錯さくする姿は、まるでワルツのよう。


　何年も練習してきた円えん舞ぶを披ひ露ろうするごとく、優美にして大だい胆たん。ステップが一度でも狂くるえば、たちまち破は綻たんしてしまいそうな狂きよう気きのリズム。槍と拳こぶしをぶつけあわせながら、ふたりの足取りはますます速度をあげていく。
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（……ああ）


　いつきは、思う。


　今いま頃ごろになって妖精眼グラム・サイトから声の聞こえた理由が、分かる気がした。


　かつての、自分の人格を少年は思い出す。眼帯を取るたびに、まるで豹ひよう変へんしていた自分の口調。妖精眼グラム・サイトを露あらわにして社長命令を下していた自分の在り方。


　あれは人格の変異などではない。


（……あれも）


　あれも、いつきだ。


　ただし、視点だけが違ちがういつきだ。


　紅あかい種を宿していた頃の妖精眼グラム・サイトは、単なる呪力の感知を超こえて、あたかも宇宙から見下ろすがごとき視点を強要した。


　たったそれだけのことで、人間の思考などたやすく変わってしまうのだと、いつきは思い知った。今対たい峙じしている取り替え児チエンジリングの若者フインと自分の差異など、ひとつボタンを掛かけ違った程度のことでしかないのだと。


　見ろ、と言っているのはきっと自分なのだ。


　奥の奥まで、底の底まで、求めているのは自分なのだ。


　この若者が他人の願望を漁あさるように、きっと自分の内側にもすべてを知りたいという欲求が存在する。





「──我は命ずるハイル！」





　ヤドリギが、フィンの手から放たれた。


　円が破れる。


　必死の思いで後ずさったいつきを追って、さらに神槍が唸うなった。


　魔神と融ゆう合ごうした速度をもってしても完全には避けきれず、ざっくりと二にの腕うでが裂ける。ミストルティン神殺しの槍の霊気が浸しん透とうしたのか、今度こそはすぐさま再生もままならないようであった。


「勝てないよ」


　フィンが告げる。


「いくら魔神と融合しても、君が魔術の素人しろうとなのは変わりない。こちらの思惑さえ妖精眼グラム・サイトで読んだとしても、単純に選せん択たく肢しの数で僕が勝まさる。しかも僕の場合、惑わく星せい魔術が完成するまで時間稼かせぎするだけでいいんだ」


「いいえ」


　否定は、少年からは発せられなかった。


　フィンが、視線だけを移す。


　アディリシアであった。


　少年と同じく魔神と融合した身体からだは、儀ぎ式しきを終えたとはいえ、やはりただならぬ疲ひ労ろうを強しいているらしく──それでも少女は誇ほこり高く胸を張る。


「もう、長くはかかりませんわ」


　満まん腔こうの自信とともに、宣言する。


　次の瞬しゆん間かん、フィンもまたその自信の源泉を知った。


　いつきの唇から、ある言葉が詠えいじられていたのだ。





「──I do strongly command thee, by Beralanensis, Baldachiensis, Paumachia, and Apologle Sedes; by the most Powerful Princes, Genii,Lichide, and Ministers of the Tartarean Abode; and by the ChiefPrince of the Seat of Apologia in the Ninth Legion──」





「な──っ！」


　フィンが呻うめく。


　それは、アディリシア・レン・メイザースが何度となく唱えた呪文。


　しかし、同じ呪文がいつきの唇くちびるからこぼれたとき、その意味にフィンは戦せん慄りつした。


　続けて、叫さけぶ。





「──来たれフォルネウス！　二十九の軍団を支配する侯こう爵しやく！」





「──来たれマルバス！　三十六の軍団を統すべる王！」





「──来たれエリゴール！　六十の軍団を治める、堅けん固ごなる騎き士し！」





　呼応して、アディリシアの手の平から、青銅の小さな壺つぼがこぼれた。


　その内側からエッセンスたる源霊が溢あふれだし、周囲の濃のう厚こうな呪じゆ力りよくを喰くらって、飛ひ翔しようするギンザメを、黄金の獅し子しを、黒くろ鉄がねの騎士を顕けん現げんせしめる。


　いつきが、喚起したのである。


　ばかりか、呪文はさらに続いた。





「──来たれベリアル！　八十の軍団を支配する炎ほのおの王！」





　ギンザメフオルネウスと金獅子マルバスと黒騎士エリゴール。


　三柱の魔神の上空には、緋ひ色いろの炎を纏まとう魔神も浮ふ遊ゆうしていた。溶よう岩がんがヒトガタを取ったかのようなその魔神は、引き裂くような笑えみを浮うかべて、自らを喚起した少年を睥へい睨げいしている。


　ベリアル。


　七十二の魔神の中でも、至上の四柱に次ぐか──あるいは同格ともされるモノ。


　もちろん、いつきに魔ま法ほう使つかいの血も才能もない。


　だが、こうして契けい約やくを結んだ以上、ソロモンに関する知識や技術はアディリシアから自然と流れ込んでくる。血統にしたところで、至上の四柱と融合した今の少年にとっては関係のないものだ。


　ゆえに、アディリシアですら使し役えきしなかった悪徳の魔ま神じんをも、今の少年は喚起できる。


「……フィンさん」


　低く、いつきは言う。


「これが……僕の全力です。凌しのげたならフィンさんの勝ちです」


　もう手札はないと、規定する。


　この札に残ったすべてを注ぎ込むと、すべて以上を注ぎ込むのだと誓ちかう。


「…………」


　黙だまり込んだフィンへ、続けていつきは問う。


「隣となりにいるあなたも、それでいいですか？」


　いつきの瞳には視えていた。


　フィンの隣にたたずむ、残留思念が。


　タブラ・ラサ。


〈螺旋なる蛇オピオン〉の頂点たる彼女の意思だけは、まだこの場に残存していたのである。


（……ねえ）


　消えかかった女教皇プリエステスが言う。


　最後の〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーたる若者へ囁ささやく。


（あたしの願いを叶かなえて）


　タブラ・ラサの思念は、自分の一番核かくとなるその言葉を伝える。


（あたしたちの、願いを叶えて？）


　あまりにも純じゆん粋すいに。


　あまりにも無む邪じや気きに。


　祝福にも呪のろいにも似た言葉を投げかける。


「……ええ」


　その呪いに、その祝福に、フィンも応こたえた。


「叶えましょう。この僕が」


　うなずく。


「だから、あなたたちは僕を必要としてください」


　若者の行動原理。


　願望器となった、そのシンプルな理由。


　取り替え児チエンジリングである若者からすれば、そう生きていくしかなかっただけの話。


　ふたりが、ゆっくりと近づく。


　もう一度螺ら旋せんを描くように、星と星が引かれ合うように、近づいていく。


「いっちゃん……！」


　言いかけた穂波が、自分の口を押さえる。


　対照的に、


「願って！　イツキ！」


　アディリシアは、叫んでいた。


「私に私であることを！　あなた自身に！　あなた自身であることを！」


　それこそが、ふたりを成り立たせている魔術。


　魔神と融合しながらも、魔法となってしまいながらも、ふたりの状態を安定させている術式の真実。


「うん……！」


　いつきも、うなずいた。


　どちらともなく、ふたつの妖精眼グラム・サイトはアカイロの光で世界を覆おおい始める。


　願う者と、願われる者。


　叶える者と、叶えられる者。


　ふたつの立場が、ここに交こう錯さくする。





「──我は命ずるハイル！」





　フィンが唱える。


　星ほし屑くずのごとく、神しん槍そうとヤドリギが煌きらめいた。





「フォルネウス！　マルバス！　エリゴール！　ベリアル！」





　いつきの声が、呪力を宿す。


　王の指令に四柱の魔神たちが従い、多頭の竜りゆうの背中を疾しつ駆くした。


　少年の操あやつる魔神たちと、若者の手にした神槍とが、長い長い大魔術決闘グラン・フエーデの──最後の決着を期して、激げき突とつする。





　　　　５




　ミクロとマクロが、呼応したようでもあった。


　少年と若者が螺旋を描えがくのと同時に、この星を巡めぐる惑星魔術もまた、封ふう印いん結界から解放されて最後の欠片ピースを嵌はめようとする。


　ひどくゆっくりと、しかしその規模ゆえに本来は凄すさまじい速度で、大気を埋うめ尽つくす。


　地面の下に呪力の網あみを這はわせて、マントルまでも到とう達たつする。


　うねる蛇へびを思わせて、地中と空中から星を縛しばる。


　完成する──





　　　　６




「いつき……」


　未練で地上に戻もどりきれず、中空を漂ただようラピスが呟つぶやいた。







──マルバスが、神槍に切り裂さかれた。







　　　　＊





「お兄ちゃん社長……」


　もう結界も失われて、半ば放心状態のまま、みかんが囁いた。







──フォルネウスと、エリゴールを、無数のヤドリギの矢が貫つらぬく。







　　　　＊





「いつきくん……」


　柏原とダリウスを騒霊現象ポルターガイストで支えながら、黒羽はきゅっと唇を嚙かみしめた。







──ベリアルの操る炎の戦車が、一帯を焼き尽くす。







　　　　＊





「馬鹿（Dummkopf）が……」


　オルトヴィーンも、空を見上げた。


　ギョーム・ケルビーニに治ち療りようを施ほどこし、〈銀の騎士団〉に預けた直後である。


　あの女吸きゆう血けつ鬼きの最後に遺のこした言葉が、彼の鼓こ膜まくにはずっとへばりついていた。





　──『愛してるぞ、馬鹿（Dummkopf）』





　そんな言葉だった。


　ああ、確かに呪いだろう。


　きっと一生、オルトヴィーンは忘れられまい。単なる気まぐれと悪意の発はつ露ろに、この先ずっと縛り付けられるだろうと思った。あのツェツィーリエが自分をどう考えていたのか、そんな意味のないことを、これから何度も考えるのだろう。


（……それでもいい）


　と、思う。


　人間が生きていくなんて、そんなものだろう。


　過去にひきずられて、現在に躊ちゆう躇ちよして、それでも未来へと傷つく足を伸のばす。生きるとはそういうことなんだと、オルトヴィーンは覚かく悟ごしている。


　だから。


　今はただ、〈アストラル〉の社員として、自らの主あるじを気き遣づかっていたかった。







──神槍と引き替えにベリアルを排はい除じよしたフィンへ、いつきが飛び込んだ。







　　　　＊





「あれが……今のいつきか」


　ひどく不思議そうに、地上の男は首を傾かしげていた。


　舌の上に転がるその言葉が、何度口にしても、納なつ得とくのいかないようだった。


「ああ、俺には立派すぎる息子むすこだよなあ」


　微び笑しようと苦笑がいりまじる。


　ひたすら放ほう埒らつに生きてきた結果、あんな風に息子が育つなんて思ってもみなかったからだ。嬉うれしくて悔くやしくて、ほんの少しだけ誇ほこらしかった。


　惑わく星せい魔術など、それに比べたら些さ細さいなことだった。


「どんな結果でもいいから……帰ってこい」


　心の底から、伊庭司つかさはそう告げた。







──いつきの拳こぶしが、フィンの懐ふところに叩たたき込まれる。







　　　　７




　そして。


　泡あわのように、何かが弾はじけた。





　　　　８




　──静かであった。





　とても、静かであった。


　膨ぼう大だいな呪じゆ力りよくを抱かかえていた多頭の竜の背中は、惑星魔ま術じゆつの完成とともに空っぽになってしまったかのようだった。


　魔神と神槍の激突も、すでに遠い。


　まるで、何もかもが悠ゆう久きゆうの時間に押し流された果ての光景。


　そんな中で、


「……昔、知り合いに言われたことがあるんだ」


　ぽつりと、声がこぼれた。


　呪力はますます、波を思わせて引いていく。


　それにあわせて、〈協会〉の飛行船を核かくにしていた多頭の竜が、ぼろぼろと崩くずれていく。


「幸せにはいろんなカタチがあるんだって」


　少しおかしなことに、それを言ったのは魔法使いではなかった。


　ほんの一時関かかわっただけの、みかんの小学校の先生だった。みかんの家庭環かん境きようをいぶかしく思った女教師は〈アストラル〉事務所まで訪問して、いつきたちを問い詰つめ、和解した最後に話したのである。





　──『幸せに答えなんかありません。ううん、それぞれの家庭に──それぞれの環境に、それぞれの答えがあっていいんです。大事なのは、真面目まじめにその答えを考えているかってことです』





　幸せの、たくさんの答え。


　きっと、誰だれでも知っていることだ。


　時々は忘れているかもしれないけれど、それでも足を止めて振ふり返れば、必ず胸の真ん中にある真実。


「……それが、どうしたんですか」


　応じる声があがった。


　霧きりが薄うすれ、ふたりの姿が浮うかび上がってくる。


　フィンと、いつき。


　すでに魔神たちの姿はない。


　フィンが頼たよりとしていたミストルティンの槍やりも消え失うせていた。ふたりの瞳ひとみからこぼれていたアカイロさえも、淡あわく朧おぼろとなってしまっている。


「幸せがいくつあろうが、そんなことは僕たちに関係がない。魔法使いはただ魔法使いであることしか望まないでしょう」


　フィンの語るのは、魔法使いとしての理り屈くつ。


　冷然と世界の裏で続いてきた、魔法使いたちの在り方。


「うん。魔法使いには、普ふ通つうの幸せとかいらないのかもしれない。僕も、ずっとそう思っていたよ。──だけど」


　だけど、といつきは言う。


　いつのまにか、いつきの隣となりには紅あかい髪かみの幼女の霊エーテル体がたたずんでいた。


　竜りゆうのアストラルも、惑星魔術の完成とともに解放されていたのである。


「〈螺旋なる蛇オピオン〉は、そうじゃないでしょう？」


「…………」


　フィンが沈ちん黙もくする。


　いつきは、気にせず言葉を重ねた。


「科学に魔法を駆く逐ちくされた現代が、〈螺旋なる蛇オピオン〉は嫌いやだったんでしょう。たとえ〈協会〉への復ふく讐しゆうがあったとしても、でなければ惑星魔術なんて考えないはずだよ。──それは、〈螺旋なる蛇オピオン〉の魔法使いは、幸せが欲しかったからじゃないの」


　伊庭いつきが、〈協会〉にも〈螺旋なる蛇オピオン〉にも消えてほしくないと思ったのは、それが理由だった。


　彼らは、欲ほつしていたのだ。


　自分たちが自分たちであることを、認めてもらいたいと。


　そして、そんな〈螺旋なる蛇オピオン〉に多くの魔法使いたちが与くみしたということは、やはり魔法使いたちも──そのすべてでないとはいえ、彼らなりの幸せを求めているということなのだ。


　自分たちも人間だと、そう訴うつたえているという何よりの証明。


「…………」


「もうひとつ、思うよ」


　いつきが言う。


「ひとりだけでは、自分を認めてやることなんかできないんだ」


　だから。


　誰だって、自分じゃない人が欲しい。


　魔法使いだって、魔法使いでない人と知り合いたくなる。


「魔法使いは、幸せになれないんじゃない。魔法使いだけで世界を狭せまくして、時計の針を止めてしまったら、その中は息苦しいってだけ。それはきっと、〈螺旋なる蛇オピオン〉の人たちが誰よりも知っていると思う」


「…………」


　たとえば、それは。


〈アストラル〉が、伊庭いつきという人間を必要としたように。


　どんな世界だって、時間を進めるためには新しい出会いが必要なのだ。


　世界をぐるぐると回す、異化作用。


　価値観と価値観の、幸せな出会い。


「君は……」


　フィンが、顔をあげる。


「それはもちろん、違ちがう人と会うことって苦しいよ」


　いつきは呻うめいた。


　少年は知っているからだ。


　出会ってきた数々の事件は、新たな出会いが様々な不幸も引き起こすことを、これ以上なく露あらわにしてしまっている。多くの人々が傷つき、倒たおれ、少年自身やその仲間もどれだけ苦く悩のうしてきたことだろう。


「嫌なこともある。辛つらいこともある。苦しいことだってある。喧けん嘩かじゃすまないかもしれないし、その果ては戦争だったりするのかもしれない。不幸せな出会いの果ての果ては、この星だって滅ほろぼしてしまうのかもしれない」


　いつきの言うことは、まったく綺き麗れい事ではなかった。


　むしろ、過激な言葉かもしれなかった。魔法使いの世界を動かすプレイヤーのひとりとして、少年が持つに至った信念は、ひどく危あやういものにも思われた。


　それでも。


「それでも……僕たちは、会いたいんだ」


　強く、言う。


「自分じゃない人と、会いたいんだ……！」


　拳を握にぎりしめ、いつきが言う。


　フィンの胸むな元もとに突つき当てられた拳だった。


　激げき突とつの最後で、ついに若者を打ち抜ぬかなかった拳。至上の四柱の呪力がこもったまま、その拳は優やさしく若者の服に触ふれただけだった。


「…………」


　フィンは何も言えなかった。


　かすかに残った妖精眼グラム・サイトのアカイロはもはや呪力を操あやつったりはせず、ただふたりをつなげるだけだった。


　心や気持ちよりも、ずっと奥底を互たがいに視みてしまっていた。


　この取り替え児チエンジリングさえ理解せずにはいられぬほどに、深く覗のぞき込んでしまっていた。


「……だから」


　と、いつきは続けた。


「だから……生きていてください」


「生き……る？」


「僕の、お願いです」


　いつきの顔が歪ゆがんだ。


　くしゃくしゃと、子供みたいに。


「この大魔術決闘グラン・フエーデで、僕の思ったとおりにいったことなんてまるでありません。〈アストラル〉が審しん判ぱんになるって大おお見み得えを切って、そのために僕を倒せばいいなんて勝利条件をつけて、それでも結局うまくいかなかった。〈協会〉の人も〈螺旋なる蛇オピオン〉の人もたくさん犠ぎ牲せいにして……やっと辿たどり着いたのがここです」


　終着地点。


　いつきの願いの果て。


　もっとたくさんの人々の願いの、ぶつかりあった果て。


「……だから、フィンさんだけは生きていてほしいんです。ほかの誰よりも多くのものを視られる僕らだから、視たものを覚えていてほしいんです」


　いつきが、言う。


「それが、僕のわがままで……僕のお願いです」


「…………」


　フィンも、すぐには答えられなかった。


　多頭の竜の崩ほう壊かいが、徐じよ々じよに早まっていく。


　いつきたちのいる場所が、どんどん落下していく。魔ま法ほう使つかいにしか聞こえない音と、核かくとなった飛行船が崩壊していく誰でも聞こえる音を複層に重ね合わせて、次々に傾かたむき、壊こわれていく。


「いっちゃん」


「イツキ！」


　見守っていたふたりの魔女が、我が慢まんしきれずに呼んだ。


　それでも、いつきは動かない。


「…………」


「…………」


　沈黙の間にも、崩壊は加速度を高めていく。


　大魔術決闘グラン・フエーデの最後の舞ぶ台たいは──おそらく〈協会〉の飛行船として非常用の魔術がかかっていたのだろう──地表に激突する前に、まるで砂のように崩れ去っていく。


　何もかも。


　何もかも消えていくその中で──





　　　　＊





　星が、動いた。


　魔術の完成する音を、誰もが聞いた。


　国境も人種も関係なく、とてもとても多くの者たちが、自分たちのまわりに不思議な現象を見た。





　　　　＊





　誰もが、視た。


　あるいは虹にじ色いろに輝かがやく蝶ちようであったり、あるいはアスファルトの道路を踏ふむ水すい晶しようの恐きよう竜りゆうであったり、あるいは大地から天空へと昇のぼる黄金の翼蛇であったりした。


　科学や理性でなどけして理解できない、神秘の存在。


　ひょっとしたら、その現象がしばらく続いたなら、世界は大きく変へん貌ぼうしたやもしれぬ。


　だけど。


　彼らは、それが夢でないと気づく前に、別の音を聞いた。





　本来ならば一ヶ月は維い持じするはずの惑わく星せい魔術が──ほんの数秒で、砕くだけた音を。





　　　　＊





「……ああ、君のお願いじゃ……仕方ないな」


　どこかで、誰だれかが、困ったように笑った。





　　　　９




　音は、世界中に響ひびき渡わたった。


　硝子ガラスにも似た、夢の砕け散る音だった。





　それこそは、この数十年で最も大きな──魔法使いたちの決けつ闘とうが、終わりを告げる音であった。
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　──この数日で、日差しはずいぶん柔やわらかくなっていた。





　九月も下げ旬じゆん。


　秋の気配が、街に訪おとずれる頃ころ。


　その季節に気づくと、誰もがそっと唇くちびるをほころばせる。


　さやさやと吹ふく風も優やさしく、あちこちの街路樹も紅あかく色づいていた。その雅みやびな葉が惜おしげもなく散っていき、通りを美しく彩いろどっていく。受験を近くに控ひかえた下校中の三年生たちも、その通学路を歩く一時ばかりは緊きん張ちようを和やわらげ、くだけた感じで話し合っていた。


　そんな集団のひとりが、突とつ然ぜん目を剝むいて離り脱だつしたのだ。


　碁ご盤ばん顔の少年だった。


　名前を、山やま田だ和かず志しという。前学期には物理部の部長も譲ゆずり渡し、ゲーム三ざん昧まいに勤いそしんでいた少年だが、さすがに今月からは志望校の絞しぼり込みや予備校のスケジュール調整などで頭を悩なやませることが多かった。


　その山田が、ぱっと顔を輝かせたのである。


「イバイツ！　アディリシアさん！」


　少し外れた通りの人ひと影かげに、呼びかける。


　振ふり返ってくれた相手の顔に、ほっと息をつき、この野や郎ろうとばかりに手を振り上げた。


「どうしたんだよ！　二学期始まってるのに三週間も休みやがって！」


「や、その……なかなかこっちに戻もどってこれなくて」


　いつもの調子で、いつきが頰ほおを搔かいた。


　小学校以来の幼なじみからすると飽あきるほど見てきた仕草だけに、ほっとするやらむかつくやらで、山田はますますまなじりを吊つりあげる。


「おっまえなあ！　心配した功刀くぬぎさんとか、わざわざずーっとノートを取ってくれてたんだぞ?!」


「山田じゃなくて功刀さん?!」


「俺がするわけねえだろ！」


　けたたましく、ふたりの少年が喋しやべり合う。


　日本のどこでもたいして変わらない、日常風景。


　対して、そのふたりを見つめていた──あまり日常的とはいえない少女が口を開いた。


「山田は、本当にイツキを気にしてたのですわね？」


　そう言った金きん髪ぱつの少女は、今は制服ではなく、漆しつ黒こくのドレスを纏まとっていた。


　アディリシア・レン・メイザース。


　わっと声をあげて、山田が振り返った。


「や、すいませんアディリシアさん。この馬ば鹿かの相手でそっちのけにしちゃって！　あ、そうだ！　せっかくだし皆みなでラーメンとか行きませんか?!　すぐ学校に戻れば功刀さんもまだいるはずですから！」


「ごめんなさい。今日は近くまで来たから立ち寄っただけで、すぐに移動しますの」


「それは残念！　でもアディリシアさんに会えただけで、今日は最高の一日ですよ！」


　暑苦しくもうやうやしく、漫まん画がやドラマの執しつ事じみたいに一礼する。


　そこで何かに気づいたように、碁盤顔がはっと跳はね上がった。


「……お前ら、もう学校には来ないとか……」


「あ、いやそういうわけじゃなくて」


　いつきが否定して、アディリシアが口くち添ぞえした。


「来週から、また高校へ通わせてもらうことになりますわ」


「ふたりとも一いつ緒しよに？」


「もちろんです。どうぞよろしくお願いします」


　優美に、少女がうなずく。


　それで、山田も納なつ得とくしたように胸を撫なで下ろした。


「はあー、妙みように焦あせっただろが」


「山田」


「ん、何？」


　ぱちぱちと瞬まばたきした親友に、いつきは微び苦く笑しようして、首を横に振った。


「ううん。なんでもない。また明日あした」


「おお、また！　絶対来いよ！」


　ぶんと手を振って、碁盤顔の少年は通学路へと戻っていった。


　急ぎ足の背中を見送ってから、


「……変わってませんわね、山田」


　くすくすと、アディリシアが口元をおさえた。


　隣となりの少年を振り向いて言う。


「さっき、ありがとうって言いかけたんじゃありませんの」


「……読めた？」


　いつきが、ちょっとはにかんだ様子でうつむく。


　アディリシアはそっとかぶりを振った。


「心を読んだわけじゃないですわ。もう、以前ほど糸パスがしっかりはしてませんもの。でも、そんなの表情だけで十分でしょう。──組織の交こう渉しよう事だとあんなに厚顔なのに、普ふ段だんはまったく変わってませんのね？」


「こ、厚顔?!」


「腹黒社長だって、クロエがぶつぶつ言ってましたわよ。まあ、それぐらいでないと〈ゲーティア〉の提てい携けい相手としても困りますけれど」


　隣を歩きながら、少女はくるくると指を回す。


　それも、大魔術決闘グラン・フエーデを経て変化したことのひとつだった。


　以前より〈アストラル〉と密接な協力関係にあった〈ゲーティア〉だが、現在は正式な提携を結び、〈協会〉圏けんの魔ま術じゆつ結社に公示したのだ。むろん正式な提携となれば、それぞれの魔術や人材についても交流をはかることとなるし、首領の私情でできるようなものでもない。


〈アストラル〉がかつての落ちこぼれ結社でなく、〈協会〉でも一目おかれる存在となったからこそ、できる芸当ではあった。


「──あ」


　と、いつきが瞬きする。


　コンマ数秒遅おくれて、アディリシアも視線をあげた。


　自分たちの行く先に、もうひとり──こちらは山田と同じ、学校の制服を着た少女が待っていたのだ。


「穂ほ波なみ」


「やっと見つけた。ふたりとも遅おそいと思ったら、先に学校行ってるんやもん。これやったら、しまい込んでた制服、探さなくて良かったわ」


　すねたように、栗くり色いろの髪かみの少女が唇をとがらせる。


「あ、いや、てっきり穂波は先に事務所に戻ってるのかと思って」


「ふうん？　あたしだけひとりで？」


　少年の目を覗のぞき込んで、少女は悪戯いたずらっぽく微笑した。


　そうすると、少女の美び貌ぼうはますます華はなやかになったようだった。


　なんとなく罪悪感を感じて目を離はなし、いつきは話題を切り替かえる。


「あの、そっちはもう、〈協会〉の仕事は終わったの？」


「うん。大魔術決闘グラン・フエーデの後始末もだいたい終わったし、派は遣けん契けい約やく自体は終しゆう了りよう。こまごました手続きは残ってるけれど、それはこっちにいてもできるから」


　穂波も、あっさりとそれを受けた。


「じゃあ、ダリウスさんは？」


「剛ごう腕わんなのは相変わらずやからね。よくもまあ大魔術決闘グラン・フエーデであれだけぐちゃぐちゃになったのを、一ヶ月足らずで丸め込んだもんやと感心するわ」


　少女が肩かたをすくめる。


　大魔術決闘グラン・フエーデにおける敗北を〈協会〉の重じゆう鎮ちんたちに責められたものの、〈螺旋なる蛇オピオン〉も事実上壊かい滅めつしており、当面の危機を排はい除じよしたことから、ダリウス・レヴィはかろうじて地位を保ったのであった。


　もっとも、〈協会〉内の反ダリウス派も発言力を増すこととなったらしい。


〈螺旋なる蛇オピオン〉へ与くみしていた結社の処しよ罰ばつについても、大魔術決闘グラン・フエーデ自体が勝負無しという結果のため、黙もく認にんという結果に落ち着いたそうだ。このあたりはジェラール・ド・モレーを中心とした〈銀の騎き士し団〉がとりわけ寄き与よしたらしく、かの老人は大いに満足していた。


　そういう意味では、いつきの目もく論ろ見みが成功したことにもなるだろう。


　価値観と価値観の、ぶつかりあい。


　世界は止まらない。


　今も、新しいカタチを求めて動き続けている。


　魔法使いたちの世界もまた、運命の車輪のごとく、回り続けている。


「そっか」


　いつきは、小さくうなずいた。


　しみじみとした少年の仕草を見て、穂波は少し迷ったように付け足す。


「フィンも……まだ見つかってへん。一回だけヴェネツィアの方でそれらしい人物を見かけたとか報告があったけれど、それ以降はなしのつぶてや」


「……うん」


　もう一度、いつきがうなずいた。


　多頭の竜りゆう──その核かくとなった飛行船が崩ほう壊かいする中で、フィン・クルーダはその姿を消した。もちろん〈協会〉の魔法使いたちはすぐさま総出で捜そう索さくにかかったが、結果は穂波の言う通りだ。


　もうひとり。


　生死不明だった混こん沌とん魔術の使い手、ジェイクもまた。


「……生きてるなら、それでいいよ」


「そやね」


　いつきが言うと、穂波も困った顔で肯こう定ていした。


「──で、そっちはどうやったん？」


「うん。まあいろいろあったんだけど」


　少し考えて腕うでを組んで、いつきが何度かその拳こぶしを握にぎったり開いたりする。


　すると、かすかだが腕の色が変じたのだ。


「────っ」


　魔法使いでなければ気づかない変化だったが、穂波は眉まゆをぴくりとあげた。


　意味は、明らかだった。


　まだ、魔神は──至上の四柱は、この少年と少女の内側にある。


「とりあえず、この身体からだをどうにかしないといけないもの。今のままだと、アディリシアさんと一日も離はなれてられないからね」


「……あら、イツキは私と離はなれたいんですの？」


　アディリシアの囁ささやきに、いつきが大きく狼狽うろたえたのだ。


「い、いやだって！　このままだと、学校もアディリシアが日本に戻ったときしか通えないし！」


「冗じよう談だんですわ」


　くすくすと、またアディリシアが笑う。


「〈ゲーティア〉だけじゃなく〈協会〉の秘蔵書も提供していただきましたし、人間に戻ることも含ふくめて、より安全な術式を考案している最中です。〈協会〉の審しん査さも受けて、一応状態が安定しているということで見過ごされてますが……本来禁きん忌きであることに変わりはありませんものね」


〈協会〉の掟おきてだけでいえば、すでに半ば人間ではない彼女たちが結社の首領を務めていることも問題になるのだが、これは大魔術決闘グラン・フエーデからの混乱の最さ中なか、いつきが強ごう引いんに認めさせたものだ。


　その際の手て際ぎわをして、厚顔とアディリシアが表現するようになったのだが、これはまた別の話だろう。


　とまれ、それぞれの話を聞いて、穂波は唇くちびるをほころばせた。


「ふたりともうまくやってるみたいで、良かった」


「ええ」


　アディリシアがうなずく。


　そっと近づいて、穂波が耳打ちした。


「……絶対に、いっちゃんを守ってね」


「もちろんですわ」


　これは、どんな魔法を使うときよりも厳げん粛しゆくに、アディリシアが肯定したのである。


「な、何？」


　ふたりの魔女のひそひそ話に、いつきが視線を交こう互ごにやる。


　対して、


「なんでもありませんわ」


「なんでもあらへん」


　ぴたりと揃そろって、ふたりはにこやかに笑ったのだった。





　　　　＊





　それから、三人でしばらく歩いた。


　どことは言わなかったけれど、行く場所なんて決まっていた。


　商店街を通って、途と中ちゆうから路地裏に入り込む。ふたりも横に並んだらつっかえてしまいそうな狭せまい道は、それでも誰だれかが清せい掃そうしているのか、ゴミひとつ落ちてはいなかった。


　そんな裏道を抜ぬけていくと、やがて古びた洋館が目に入ったのだ。


　壁かべには、よく磨みがかれた銅板がはめられている。


　その銅板には──こう刻んであるのだ。





〈魔法使い派は遣けん会社・アストラル


　──あなたのご要望に合った魔法使い、お貸しします〉





　誰もが懐なつかしそうな顔をして、一いつ瞬しゆん三人が立ち止まったときだった。


「いつきくん！」


　メイド姿の霊エーテル体──黒くろ羽はが血相を変えて飛び出してきたのだ。


　幽ゆう霊れいが血相を変えてとは、いかにもおかしな形容だったかもしれないが、まさしく少女はそういう顔をしていた。


「黒羽？」


「今！　今、あの人が帰ってきて──」


　絡からまる舌で少女が伝えるよりも先に、事務所から聞こえてきた声で、三人は状じよう況きようを把は握あくした。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]あ」


　鳴き声をあげる四匹ひきが、〈アストラル〉事務所の狭苦しい庭に寄り添そっていたのだ。


　軟やわらかな土の上で寝ねそべる、黒くろ猫ねこの玄げん武ぶ。


　きゃっきゃと楽しそうに跳はね回る、白猫の白びやつ虎こ。


　いかにも背せ伸のびした感じに澄すました、ぶち猫の青せい龍りゆう。


　ただひたすら伸びやかに鳴き声をあげる、三毛猫の朱す雀ざく。


　そして、その中央で、


「──あ、社長」


　実にのんびりと、銀ぎん髪ぱつの青年が振ふり返ったのだ。


「猫ねこ屋や敷しきさん！」


「強ごう欲よく陰おん陽みよう師じ！」


　いつきだけでなく、アディリシアも目を見張った。


「や、これはどうも。穂波さんともども、ようやっと派遣契約が切れたものでして。いやあ、やっぱり故郷ではこの格好ですよね！　猫たちの愛くるしさも三倍増！　自作もよいのですがキャットフードばかりは日本に限りますよ！」


　力強く話す猫屋敷の服装も、以前の和服に戻もどっていた。


　そのすぐ隣となりには、ツーテールの巫女みこと、フランス人形みたいに無表情な少女もたたずんでいた。


「お兄ちゃん社長、おかえり！」


「いつき」


　みかんとラピスも、それぞれに少年たちへ挨あい拶さつする。


　その騒さわぎで気づいたのか、ついでもうひとり、真しん紅くのコートを纏まとった少年も事務所から出てきたのである。


「お前ら、少しは静かにしろ」


　オルトヴィーン・グラウツ。


〈アストラル〉のお目付役ともいえる少年は、いつきたちの姿を見て、鋭するどい視線をほんのわずか柔やわらかくした。


「ようやっと帰ってきたか、馬鹿（Dummkopf）」


　罵ば倒とうでありながら、ひどく優やさしい声こわ音ねだった。


「……うん」


　いつきも、やっとのことでうなずいた。


「……ただいま、みんな」





　　　　＊





　事務所には、全員で戻った。


　わいわいがやがやとごったがえせば、それなりに広い洋館でも、妙みように狭苦しく思えてくる。夏が終わったばかりのこの季節、空気をぬるくかきまぜるシーリングファンでは圧あつ倒とう的に足りず、どっと汗あせが噴ふき出してくるほどだ。


　でも、


「…………」


　それだけで、いつきは涙なみだを滲にじませそうになった。


　一年前から、取り戻そうとしていた景色。


　この〈アストラル〉事務所でもう一度見たかった光景。


　そっと目め尻じりを拭ぬぐい、ひそやかに深呼吸して、猫屋敷へと問いかける。


「柏原かしわらさんはどうなったんですか？」


「ああ、あの人ですか」


　猫をまとわりつかせて、青年が苦く笑しようする。


「あちらはあちらで、柏原さんの状態がまだ不安定ですからね。先代社長の霊エーテル体の修復もあって、今は一いつ緒しよに霊地を廻めぐってるはずですよ。そのへん、黒羽さんには話してたんじゃないですか？」


「……あ、はい」


　メイド姿の霊エーテル体は、ちょこんとうなずく。


「多分、一年か二年したら戻ってくるって、そんな風に言ってました」


「父さんと、ですか」


　いつきが呟つぶやくと、猫屋敷が訊きき返す。


「あれから先代社長とは何か？」


「少しは話しましたけれどね。──〈アストラル〉はお前の好きにしろーって。なんかそれだけ言って、行方ゆくえをくらましちゃいました。僕も〈協会〉の審査や〈ゲーティア〉との提てい携けいがあって、ほとんど日本にいられませんでしたし。どっちかというと、〈ゲーティア〉の本部に間借りしてる隻せき蓮れんさんの方が、話すこと多かったぐらいで」


「むう、お兄ちゃん社長、お父さんとまだ喧けん嘩かしてるの？」


　みかんがことんと首を傾かしげる。


　すると、くつくつと猫屋敷が肩かたを震ふるわせた。


「いやいや、恥はずかしいんじゃないですかね。主に向こうが」


「恥ずかしいの？」


「まあ、大人ですからねえ。この場合身体からだばかりがということですが」


「……にゃあ」


　猫屋敷の言葉に賛同するように、黒猫が鳴く。


　思えば、この黒猫たちもまた先代〈アストラル〉で働いてきた同どう僚りようといえた。そんな四匹の猫たちを見守りながら、いつきが口を開いた。


「じゃあ、ユーダイクスさんは？」


「あちらは──」


　猫屋敷が言いかけたときだった。


「──ユーダイクスくんなら、当たり前のように司つかさくんについていったわよ」


　窓まど際ぎわに新たな影かげがひょっこりと現れて、その答えを返したのだ。


　みかんが、もともと大きな目をさらに大きくする。


「猫先生だ！」


「その呼び名は慣れないわね」


　羽猫──ヘイゼル・アンブラーは、くるりと尻尾しつぽを回して見せた。


「ヘイゼルさん、どうして急に？」


「別に。いい加減隠いん居きよも飽あきたし疲つかれてきただけ。そろそろ〈協会〉の監かん視しもゆるまってるだろうと思って帰ってきたのだけど、しばらく、このあたりの軒のき先さきを借りていてもいいかしらね？」


「もちろんです！」


　いつきが大きくうなずく。


　猫屋敷はいささか難しい顔をしたのだけれど、これは空気を壊こわさぬためか沈ちん黙もくする。


　複雑な感情のおおよそは、新入社員時代の思い出によるものだろう。ヘイゼル自身も猫の顔ながらにまにまとしてるあたり、このふたりの関係は一ひと筋すじ縄なわでいかないらしい。


「──お婆ばあちゃん」


　小声で、穂波が呼んだ。


「あら、何かしら穂波」


　羽猫が視線を向けると、そのまま小さな声で穂波は語りかける。


「ひとつ、大魔術決闘グラン・フエーデのときに言うん忘れてた。……昔の事件で、いっちゃんを助けてくれたのは影かげ崎ざきさんなんやろ」


「そうなるわねえ」


　羽猫が肯こう定ていする。


「やったら……あたしを助けてくれたのは、お婆ちゃんなん違ちやう？」


「…………」


　今度は、羽猫は答えなかった。


「あたしを助けたから……お婆ちゃんは、そんな姿になったん違ちやう？　影崎さんが天てん仙せんになったのと同様に、お婆ちゃんも人間でいられなくなったんやないの？」


「……もう忘れたわよ」


　ため息混じりの、言葉。


　だから、穂波もそれ以上追つい及きゆうしなかった。


　ただ、一言、だけ付け足した。


「ありがとう……」


　とても短くて、その分いろんなものが詰つまった言葉だった。


　ヘイゼルもただ小さくかぶりだけを振って、それからいつきの方に改めて話題をもちかけた。


「フィン・クルーダとジェイクの行方は、いまだに分からないそうね？」


「はい」


　いつきが認める。


　さきほども、穂波との会話で出た事こと柄がらだった。


「フィンはともかく、ジェイクを見失ったことの意味は大きいわよ。あの男の資金、そして〈螺旋なる蛇オピオン〉の管理者だった立場をもってすれば、〈螺旋なる蛇オピオン〉そのものの再建すら不可能じゃないもの。もともと〈螺旋なる蛇オピオン〉は、そうやって歴史の闇やみで生き続けてきた集団なんだし」


〈螺旋なる蛇オピオン〉の復活。


　それもありえると、羽猫は言っているのだ。


　そして、


「それで、いいと思う」


　と、少年は言ったのだ。


　羽猫の眉まゆのあたりが、少しあがった。


「あなたは、〈螺旋なる蛇オピオン〉の在り方も認めるのね」


「ええ、そのための大魔術決闘グラン・フエーデでもあったんですから」


「でも、魔ま法ほうなんて長くは続かないわよ」


　羽猫が切り返す。


「どんどん魔法の領域は科学に駆く逐ちくされていく。今〈螺旋なる蛇オピオン〉が闇で生き続けるかもとそう言ったけれど、そんな戦いすらいずれは矮わい小しよう化して、とるにたらないものとなるでしょう。大魔術決闘グラン・フエーデも、その衰すい退たいの道程を一時飾かざっただけかもしれないわよ？」


　その言葉に。


　事務所の魔法使いたちが、残らず羽はね猫ねこと少年を振ふり向いた。


　彼らにとっても、けして無視できない話題だった。あまりにも根本的で、もはや誰だれも指し摘てきすらしないほどの問題。


　羽猫は、言う。





「私たちは、遅おそからず最後の魔法使いになるのよ？」





「──いいえ」


　と、いつきが断言した。


「なくなりませんよ。絶対に」


「どうして？」


「だって、そうでしょう。僕らが宇宙に行ったって、火星や金星に行ったって、魔法への憧あこがれはなくなったりしない。きっと僕らはそこでも星ほし占うらないをするし、これから会う人を気にして恋こい占うらないをする。ラッキーカラーなんて言って風水や天使召喚術アルマデルの知識を使い、トイレの花子さんとか高速ばあさんとか、新しい都市伝説のつもりで古い古い伝説やおまじないをひもといたりするんです」


「…………」


　羽猫は、不思議そうな顔をした。


　うっかり小学生に、ずっと昔から放置していた宿題を解かれてしまったかのような、そんな表情。


「それが、あなたにとっての魔法？」


「はい。それが僕にとっての魔法です」


　いつきが言う。


　そっと、胸を押さえる。


「僕たちの世界は、いつだって僕らが考えるよりほんの少しだけ不思議が多いって、そう思ってます」


　万ばん感かんの思いを込めて、口にする。


「いつだって、僕らが考えるよりほんの少しだけ神秘が多いって、思ってます」


　少年の答え。


　少年だけの答え。


　この二年と半年ほどの時間が彼に与あたえた──きっとどんな賢けん者じやよりも真まっ直すぐな答え。


　──ふと。


　玄げん関かんの呼よび鈴りんが鳴った。


　今日、これ以上の来客の予定はない。


「──あ」


　と、穂波と黒羽が顔を見合わせた。


「うん」


　と、ラピスとみかんもうなずいた。


　猫屋敷やオルトヴィーン、羽猫はただ苦笑する。宅配便や新聞の勧かん誘ゆうかもしれないけれど、それはそれでいいだろう。


　アディリシアがそっと背中に触ふれて、いつきを玄関の前へと押し出す。


　ゆっくりと。


　扉とびらが開く。





　いつものように──とても久しぶりな気持ちで、いつきと彼らは告げたのだ。





「……ようこそ、魔法使い派は遣けん会社〈アストラル〉へ！」







〈完〉





　あとがき




　ついに、お届けします。


『レンタルマギカ』本編最終巻『最後の魔法使いたち』です。その名の通り、長い大魔術決闘グラン・フエーデの終しゆう焉えんと同時に、一巻から構想してきた物語はここに幕を閉じます。





　──多くの魔ま法ほう使つかいたちが、戦いました。


〈協会〉も〈螺旋なる蛇オピオン〉も〈アストラル〉も、傷つかなかった魔法使いなどひとりもいません。





　──多くの信念が、激げき突とつしました。


　現代において魔法使いであるために、彼らの信念は研とぎ澄すまされ、互たがいを傷つけずにはおきませんでした。





　──多くの要素が対立し、はたまた融ゆう和わし、幾いく度どとなく舞ぶ台たいを飾かざりました。


　たとえば、魔術と科学。


　社長と社員たち。


　仇きゆう敵てき同士も。


　師し弟ていも。


　恋こいも。


　親子も。


　ふたりぼっちの妖精眼グラム・サイトも、また。





　これは──そういう物語です。





　　　　＊





　思えば、長い旅でした。


　二○○四年の第一巻発売から八年。


　全二十二巻＋外伝一冊、アニメ化や漫まん画が化もしていただき（とりわけMAKOTO2号さんの『From SOLOMON』には強い影えい響きようを受けました）、執しつ筆ぴつ前には思いもかけなかったほどに物語は大きく膨ふくらみました。


　それでいて、一巻の構想から軸じくがぶれることもありませんでした。


　おそらく、それはいつきや〈アストラル〉のキャラクターたちのおかげであり、彼らの成長についてきてくださった皆みな様さまのおかげです。読者の応おう援えんがあったからこそ、物語の芯しんをぶれさせることもなく、最後まで執筆し続けることができました。


　本当にありがとうございます。





　　　　＊





　そして。


　旅の終わりは、また始まりでもあります。





　二○一二年八月現在、スニーカー文庫様から二巻まで発売させていただいてますが、『クロス×レガリア』という小説をスタートさせていただいてます。


　王権レガリアの交差クロスする、吸きゆう血けつ鬼きたちの物語。


　千円ボディガードの少年と、最終兵器たる少女のボーイミーツガールです。


　この本と連続刊行で、九月一日には三巻となる『クロス×レガリア　滅びのヒメ』も発売される予定になっています。


　興味がわきましたら、ぜひ手にとってみてくださいませ。





　　　　＊





　もうひとつ、大切なお知らせが。





　最初に、今回の物語が『レンタルマギカ』本編最終巻だと書きました。


　間ま違ちがいなく、一巻から構想した『物語』はここに結末を迎むかえてます。──ですが、これまで付き合ってくれた『キャラクターたち』には幾いく分ぶんかの語り残しがあるようにも思うのです。


　その語り残しについて、少しだけ後日談を描えがかせていただければと思ってます。


　ひょっとすると、蛇だ足そくとのお叱しかりを受けてしまうかもしれませんが、お付き合いいただければ幸いです。


　──『レンタルマギカ　未来の魔法使い』。


　多分、そんなタイトルになると思います。





　　　　＊





　最後になりましたが、二十二巻に至りオリジナルの呪じゆ文もんまで考案くださった三輪清宗さん、本編最終巻ならなおさら気合いいれなきゃなあと言ってくれたpakoさん（本当に嬉うれしかった）、『クロス×レガリア』と両方のスケジュールを詰つめてくださった担当のＵさんとＩさんにお礼を申し上げます。


　そして、もちろん読者の皆様に、最大級の感謝を。


　次は、まず九月一日発売の『クロス×レガリア』三巻となります。


『レンタルマギカ』の後日談については、星海社様の『レッドドラゴン』など、他ほかにも本を挟はさむかもしれませんが、冬から春の内には発表できる見込みです。


　そのとき、またお会いしましょう。





　二○一二年六月




マルコム・ゴドウィンの『天使の世界』を読みながら　　





レンタルマギカ


最さい後ごの魔ま法ほう使つかいたち





三さん田だ　誠まこと









角川スニーカー文庫


平成24年9月1日　発行


発行者　新名　新


発行所　株式会社角川書店


〒102-8078　東京都千代田区富士見2-13-3


http://www.kadokawa.co.jp/


(C) 2012 Makoto Sanda, pako


本電子書籍は下記にもとづいて制作しました


角川スニーカー文庫『レンタルマギカ　最後の魔法使いたち』平成24年8月1日初版発行




[image: ]

OEBPS/images/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/images/IMG-0012.jpg





OEBPS/images/KUCHIE-0002.jpg





OEBPS/images/IMG-0010.jpg





OEBPS/images/RUNE-EOH.jpg





OEBPS/images/IMG-0014.jpg
HuyO-2






OEBPS/images/IMG-0007.jpg





OEBPS/images/RUNE-THORN.jpg





OEBPS/images/RUNE-IS.jpg





OEBPS/images/GAIJI-MIN-0003-V.png





OEBPS/images/KA000570_C.jpg





OEBPS/images/IMG-0011.jpg





OEBPS/images/GAIJI-MIN-0003-H.png





OEBPS/images/IMG-0001.jpg
B X

LBV FEH

RIBDFE:FE IS

Bm BEALKERL

W2 B ORLR

8

W3n BUE L B

153

W IR

25

W5 RBOREMWED

285

rvoa—2

383

bLhz

Uit






OEBPS/images/IMG-0013.jpg





OEBPS/images/GAIJI-MIN-0002-V.png





OEBPS/images/GAIJI-MIN-0002-H.png





OEBPS/images/GAIJI-MIN-0001-V.png





OEBPS/images/RUNE-KEN.jpg





OEBPS/images/IMG-0002.jpg
= ; sax-3k997 S15=-K-EL—
W (Hs) g‘.}gﬁ&ﬁnﬁ:ﬁm\ = DEMt. BRIk GROBMLE WEHE.
=t/ /7 Fefp ol TPRAF I B, L

Hg> DRE. BiF.

qYIR-LJ1
B> DEIRE.

Bk-ws#H-775—
(FANZIVY T IVNEEHTERIE 3
B REHR ANHEHR, B
EEVERTBBEEEL,

R
HHE> l:l!?‘é“&“'lﬁzmjl Q> g,gg”’i} EEEERE. 8 ///7‘7:
w RN = > A, BEED | A

mEER)
RS @ EREE @
B(BET> YE. 5. BFEOTFYA. ¢

HDADIHEE.

BUE Wy
\J

w5

HPADTFYI A,

BER RASE. & O

BEEEVOTERH(T AT V) BENEE (T —717)
FEVDE @ ANNT=2 559 | () PFEIIT 473
2R E. KHERERD, W=V RHRELR, ) LY AMY=R | - BIE®. 774V T
P AL > FeF>EE. O R OEEOS. @
BFELA BRADA w SER RmALY
MERELR, | . KTZ®ED
HERRMHE. oyt .(ﬁo)“tm)

ST BREEL, b/ PADE. N
¥a—L-FIVE—= RMOW-KE. AR KE.F
REEVERT SREE. B AERE.

WRHTEA.

HIB7 A WV)
EACRE RER AEWTYTF—
" 3 \ FR PR R, EROEBTWERORD |
W (IRhE% SIE) & ’5'5‘7!&;- = woEOR, WEEE (0 /) Rto.RESTEOE. |
9"?5:7?,9 ! <EE O B, Bl RHETH. DHEVEGEREL, 3
S ok anomkan. Qg ; = } 1-4192b04F g
{ HEENEROLAE, EIAR. HBARORE
va5sh @ @ . e K pomane. Y By
@ OB, YIYe—UIT
. ook 1—m EE0ft B
24770 =8 Ll HEESROR, @ F4PF BOR. ARIEDEOFEOWE,
<R 0 B, SKHEIRO N/
74 35 W hUzx¥zh2 HE,  WHE
N =T EEY) GBS R RS LWODHK.
) (2. VOB ORBO—HERE, - ErEwsEosmen NINEATF

ANEA—
i 0 B, HOKWE, WORORATIFADERE.






OEBPS/images/IMG-0004.jpg
e D<vEHKY






OEBPS/images/IMG-0003.jpg





OEBPS/images/KUCHIE-0003.jpg
(He) —
RHROBABAIL TREESN.
ZOBEDBES, BALIRI T 5303,






OEBPS/images/IMG-0009.jpg





OEBPS/images/GAIJI-MIN-0001-H.png





OEBPS/images/IMG-0006.jpg





OEBPS/images/KUCHIE-0001.jpg
_ﬂ.nhW\th\/\;/N ...... .
ST~ S0 ]

IESHSEBRLIHON

T SHEFE LR IRRER2°

YN RIS’
ROVFSWNHLATRE ORI





OEBPS/images/IMG-0005.jpg
o BRI QEH






OEBPS/images/RUNE-HAGAL.jpg





OEBPS/images/KUCHIE-0004.jpg





OEBPS/images/IMG-0008.jpg





OEBPS/images/KIGO_E358.png





